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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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『……や』

　重なる肌はだは蕩とろけそうに熱い。

　繫つながり合った部分を激しく揺ゆさぶられれば、終わりの見えない快感が細さい胞ぼうを蝕むしばんでいく。

『ひぁ…っ、あ、あ…っ』

　この甘く掠かすれた声は、俺の声なのだろうか…？

　快楽にぐずぐずと崩くずれていってしまいそうな体を支えようと腕うでを伸のばしたけれど、しがみつこうとした背中はすでに汗あせばみ、指先が滑すべる。

　それでもしつこく縋すがりつき、ようやく肩かたに指を引っかけ顔を擦すり寄せようとした途と端たん、キツい口づけが贈おくられた。

『ん…んん…っ、ふ…っ』

　息苦しくなるほどに口こう腔こうを搔かき混ぜられ、ざらりと擦こすれ合う舌がジン…と痺しびれる。

　絡からみ合う吐と息いきは熱く、荒あら々あらしい。

　やがて、何度目かの絶頂を迎むかえると、俺は「もっと」と次をねだってその体を引き寄せる。

　俺を抱だくその腕はどこまでも優やさしくて、何も云いわずとも望むものを与あたえてくれた。

　体を内側から焦こがす熱、夢でもいいから聞きたかった言葉、自分だけを見つめる眼まな差ざし。

　ずっと欲しかった。絶対に叶かなわないと思っていたこの想おもいを、拒こばまれなかったことに安あん堵どし微笑ほほえむと、相手は強く俺を抱きしめてきた。

　幾いく度どとなく耳元で囁ささやかれる言葉に、胸の奥がじわりと温かくなる。

　そして、俺は自分を抱く男の名を再び呼んだ。

　───トシヤ、と。










「うわ…ッ!?」

　相手の名前を呼んだ瞬しゆん間かん、ぷつりと記き憶おくが途切れ、視界いっぱいに見慣れた壁かべが飛び込んできた。

　ゆ、夢……？

　な…何て夢を見たんだ、俺は……。

　あまりのことに呼吸が荒くなってしまう。興奮してではなく、驚おどろいて。

「失しつ恋れんしたからって、いくらなんでもそれはないだろ……」

　現実じゃ無理だからって、あんな夢……。

　脳のう裏りに映像がこびりつくほど生々しい夢のせいか、体のあちこちにその感かん触しよくが残ってるみたいに思える。

　それに、抱かれながら俺は相手の男を『トシヤ』と呼んでいたのだ。

　己おのれの浅ましさに、ため息が出てくる。

　高校の頃ころからひっそりと片想いしていた親友の樋ひ口ぐち利とし哉やへの失恋が決定したのは、告白して振ふられたからではなく、あいつの結けつ婚こんが正式に決まったからだ。

　俺は早い時期に同性しか恋愛対象にできないと自覚していたけれど、あいつにそういう嗜し好こうがさっぱりないことは最初からわかっていた。

　だから、叶わない恋こいだということは百も承知。いつかこんな日が来るだろうともわかっていたつもりだったのに、共通の友人から偶ぐう然ぜんその話を聞かされた俺は、自分でも信じられないくらいショックを受けてしまったのだ。

　でも、だからといって利哉のことを好きだということは、俺以外誰だれも知らない。

　失恋しても愚ぐ痴ちる相手もいない俺は、ふらりと立ち寄った屋台のラーメン屋で隣となりで飲んでいたオヤジに勧すすめられるがまま、昨日は自棄やけ酒ざけに走ってしまったのだ。

　酒なんかほとんど飲めないくせに……。

「く……っ」

　思い出した途端、頭に鈍どん痛つうが走った。

　慣れない二ふつ日か酔よいはけっこうキツい。

　体のあちこちが怠だるかったり痛んだりするのは、酔っぱらっているときどこかにぶつけたせいだろうか？

　薬を飲んで、寝ね直なおそう───そう思い、狭せまいベッドで寝返りを打った瞬間、俺はそこで初めて異変に気がついた。

「な、何……？」

　寝ぼけ眼まなこを手の甲こうでごしごしと擦って、自分の隣を再さい確かく認にんする。

　しかし、俺の目に飛び込んできた光景は、ちっとも変わらなかった。

「噓うそ…だろ……？」

　いったい、どういうことなんだ!?

　これは夢の続きなんだろうか？　いや、夢のはずだ。

　そうじゃなかったら、自分の隣で知らない男が、しかも裸はだかで寝てるなんてこと、絶対にあり得ない……。

「ゆ…夢じゃない…？」

　俺は呆ぼう然ぜんとしたまま、眠ねむっている男をまじまじと見つめた。

　とりあえず、知らないやつだよな…？　>>>♥

　すっきりとした目鼻立ちは男らしいというよりかは綺き麗れいと称しようするほうが相応ふさわしく、微かすかに身じろいだ瞬間にさらりと流れ落ちた前まえ髪がみは艶つややかな黒。

　こんな美形、いままでお目にかかったこともない。眠っていてこれなら、目を覚ましたときはさぞかし綺麗な顔立ちだろう。

「───って違ちがうだろ、俺…」

　あまりのことに現実逃とう避ひをしかけた俺は、はたと我に返る。

　そんな悠ゆう長ちようなことを考えてる状じよう況きようじゃない。

　こんなのやっぱり夢だ。夢じゃないわけがない。

　夢なら、とっとと目を覚ましてしまおう。いつまで眠ってるんだ俺は。

　俺はそう思って安らかに眠る男の肩にそっと触ふれてみる。

「……ひっ」

　触れた瞬間に消え去ってくれることを期待していたけれど、指に触れた感触は温かく、俺は慌あわてて手を引っ込めた。

　あ、温かい…っ!?

　これってどういうことなんだ…？

　いや…どういうもこういうも、本物の人間ってことだよな…？

　……ってことはつまり、これが夢じゃないとなると、さっき起きる前に見た夢も、現実だった可能性が高いわけで。

　だったら、この体に残る感触もまさか───？

　とんでもないことに思い当たり、俺はカッと顔を熱くする。そして、もう一つ信じ難がたい事実に気がついた。

「……何も着てない…？」

　こっそり捲まくった掛かけ布ぶ団とんの下では、俺も横で眠るこの男も、まごうことなく裸だったのだ。

　噓、だろう？

　あんなことや、そんなことまで……現実だったっていうのか!?

　信じたくない気持ちでいっぱいだったけれど、一気に覚かく醒せいした頭で腰こしの辺りの怠さやあらぬところにわだかまる鈍痛を意識してしまえば、否定する材料がなくなっていく。

　一人でわたわたとしていると、安らかに眠っていた男がゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げた。

「ん……」

「……あ……」

　瞳ひとみを開けたその顔は想像していた以上に綺麗で、男だというのに『美人』という形容詞が俺の頭には浮うかんできてしまうほどだった。

　すると、男は視線を迷わず俺に注ぎ、そして、ふわりと微笑みかけてくる。

　向けられた表情に何故なぜか、とくん、と鼓こ動どうが跳はねた。

「おはようございます」

「お…はよう……」

　反射的にそう返事してしまってから、そうじゃなかった、と俺は思い直す。

「───じゃなくて。あのさ、お前、誰？」

「え……？」

「何で、俺の部屋なんかにいるんだ？　いったい、昨日何があったんだ？」

「…………」

　男は目を見開き、一いつ瞬しゆんだけ瞳を揺ゆるがせた。けれど、その目は徐じよ々じよに剣けん吞のんさを帯びて細められていく。

　そして、目覚めたときの微笑みからは想像がつかないほど冷たく凍こおった表情で、訊きき返してきたのだ。

「僕のことがわからないんですか？　昨日のことも？　何にも覚えてないんですか？」

　畳たたみかけるように問われて、ムッとしてしまう。

　それを訊きたいのは、俺のほうだって云ってるだろ！

「わからないも何も、酒飲んでからの記憶がないんだよ。酔っぱらって迷めい惑わくかけたんなら謝るから───って、お前っ、何して!?」

　男は俺の肩かたを摑つかんでベッドへと押しつけると、その上へのしかかってくる。

　はねのけようとしたけれど、男の責めるような目つきに俺は思わず怯ひるんでしまった。

　どうして、こいつはこんなに怒おこってるんだ？

　初めから不ふ機き嫌げんなんだったらわかるけど、さっき見せた笑え顔がおを思うと不可解だ。

「本当に何も？　どこで会ったのかも覚えてない？」

「噓なんかつくか！　ホントに何もわかんないんだよ」

「道の真ん中で潰つぶれていたあなたを僕が介かい抱ほうしたことも、部屋まで連れて行けって、あなたが大声で喚わめいたことも？」

「……そんなことしたのか……」

　元々下戸なせいで酒は舐なめるほどしか飲んだことがなかったから、意識をなくしたときにどうなるかなんて知らなかったけど……俺は絡からみ上戸だったのか……？

「帰ろうとした僕を引き止めて、誘さそってきたことも覚えていないって云いうんですか？」

「さ、誘っ……俺が!?」

　まさか、そのせいでこんなことになったって云うのか!?

　男の口から次々に明かされる事実に、俺は動どう揺ようを隠かくせなかった。

　同性と寝ることが初めてだとは云わない。

　好きだと云い出せないくせに、利哉以外を好きになることもできなかったから、一夜限りの相手を捜さがすような場所へ出向いてみたこともある。

　だけど、そういったことには基本的に淡たん白ぱくな自分が、酔っぱらって見ず知らずの相手に誘いをかけるなんて考えられない。

「……まさか…」

「薄はく情じような人ですね。僕をベッドに引き摺ずり込んで『抱だいてくれ』って、あなたがねだったんですよ」

「噓だ。俺がそんなことするはず……」

「ないと云いきれますか、その体で？　記き憶おくがないくせに」

「……っ」

　冷れい笑しようを浮かべて責められ、俺は反論する言葉が見当たらず、ぐっと黙だまり込んだ。

　真実を告げられているのかどうかはわからないが、この男と俺が関係を持ってしまったことは確かなのだろう。

　同じベッドで二人して裸だという状況証しよう拠こと、明らかに体に残る感覚を冷静に鑑かんがみると、夢だったではもう説明がつかない。

「……それで、お前は何が云いたいんだ？」

「…僕は、あなたが被ひ害がい者しや面づらをしてるのが気に食わないんですよ」

「迷惑をかけたことは謝るよ。……悪かったな」

　だから、俺の上からどいてくれ。そう続けようとしたけれど、男はそれじゃ納なつ得とくしてくれなかった。

「上辺だけで謝られても嬉うれしくもなんともない。本気で悪いと思ってるんだったら、僕のことを思い出す努力をしたらどうですか」

「む、無理に決まってる。酔っぱらってたんだから」

　夢だと思っていた出来事が事実なら、記憶がまったくないというのは正しくないかもしれないけれど、いまのところそれが本当に現実だったのかは判断のしようがない。

　それに、詳しよう細さいに覚えていたとしても、この場合『すまなかった』と云う以外、どんな選せん択たく肢しがあるっていうんだ？

「僕の名前を呼んで、あんなに縋すがってきたのはあなたなのに。何もかも忘れてるなんて、虫がよすぎませんか？」

「……名前？」

「昨日、あなたはこの口で何度も僕の名前を呼んだんですよ」

「え……？」

　すっ、と指で唇くちびるをなぞられた俺は、一瞬だけ浮かべられたその淋さびしげな表情にドキリとする。

　それは瞬まばたきの間にすぐに消え去り、跡あと形かたもなくなってしまったけれど、俺の胸に小さな棘とげを残した。

「やっぱり、思い出せませんか？」

「────」

　夢の中でのことなら、覚えてる。

　けど、あれは───。

「トシヤ、って何度も呼んだでしょう？」

「……とし…や……？　お前、としやっていうのか？」

「それすら覚えてないんですか？」

　男の言葉に、俺の頭からはサァッと血の気が引いていく。

　……最悪だ…。

　……多分、俺はこいつを『利哉』と間ま違ちがって縋ってしまったんだ……。

　酔よいのせいであやふやになった意識が、秘ひめていた気持ちをうっかり吐と露ろさせてしまったに違いない。

　記憶のないときの自分はいったい、どんなことを口走ってしまったのだろう…？

　もし、本物の『利哉』に云えずにいる気持ちを全すべて、こいつにぶつけていたとしたら……？

「お…俺は……」

「何か思い出しましたか？」

「……それは、その……」

　人違いだったと云えば、きっとこいつはいま以上に怒いかりを爆ばく発はつさせるに違いない。

「…………」

　俺は真実を告げることもできず、黙り込んだ。

「───まあ、思い出そうが忘れていようが、この際どっちでもいいです」

「な…に……？」

　一人ごちるように呟つぶやかれた声こわ音ねに、不ふ穏おんな気配を察し顔を向ける。

　すると、くっと男の口の端はしが引き上がり、その綺き麗れいな顔が冷たく歪ゆがんだ。

「いまから教えてあげますよ。昨日、どんなふうにあなたが乱れたのかをね」

「な、何云って!?」

　嘲あざけるような笑みとともに、ばさりと上がけを剝はぎ取られる。そうして露あらわになった自分の胸には、赤く鬱うつ血けつした跡が転々と散っていた。

　それを目にした途と端たん、断だん片ぺん的ではあるけれども、鮮せん明めいで───卑ひ猥わいな記憶が蘇よみがえってくる。

　胸に顔を寄せる男の頭を抱き、自ら腰を擦こすりつけて。離はなれるのは嫌いやだと拗すね、俺からキスをねだり……そんな映像が、まるで映画のワンシーンのように俺の脳のう裏りに浮かんできた。

　絶句していると、男はその鬱血を指先でなぞってくる。

「キツく吸ってあげると喜んだから、こんなに跡になっちゃったんですよ？」

　僕は優やさしくしてあげたかったのに、と甘く詰なじる言葉。

「や…やめ…っ」

　抵てい抗こうしたくても、あまりの動揺に言葉さえまともに出てこない。

　混乱に陥おちいった思考回路は上手うまく働かず、俺は体もろくに動かせなかった。

「ほら、ここも。少し腫はれてますね」

「あ……っ」

　胸の上を彷徨さまよっていた指先が、小さな粒つぶを捉とらえ、そこを強く押してくる。

　微かすかな痺しびれを伴ともなって、痛いた痒がゆいような感覚が湧わき上がってきた。摘つままれ、捏こねられれば、体の奥からじりじりと熱くなっていく。

　そうやって弄いじられて硬かたく尖とがったそこに、生温かい感かん触しよくが触ふれてきた。

「……っ！　やめろ…っ」

　嫌けん悪お感かんもなく素す直なおに感じてしまう自分の体が怖こわくなり、俺は必死に体を捩よじる。

　けれど、トシヤというらしいその男は、簡単に俺の抵抗を封ふうじ込めると、執しつ拗ようにそこばかり責めてきた。ねっとりと舐め上げられ、舌先で転がされれば、ゾクゾクと背筋に震ふるえが走る。

「あっ、はな…せ……っ」

　とにかく、男を引き剝がそうと躍やつ起きになっていたその隙すきに、足の間に滑すべり込んできた男の手が剝むき出しになっていた股こ間かんを探さぐり出したのだ。

「うあっ!?」

　胸への刺し激げきに僅わずかに芯しんを持ち始めていたそこを、やんわりと揉もみ込まれ、思わず声が上がってしまう。

「や、やだ…っ、あ…っく……」

　やめて欲しいはずなのに、どうすることもできない。

　昨晩の余よ韻いんのせいか、俺の体は信じられないくらい感じやすくなっていて、男の指の動きであっという間に張り詰つめた下か肢しはひくひくとわなないた。

「本当に嫌なら、抵抗できるでしょう？」

「お前……っ」

　男は冷たく云い放ちながら、巧たくみにそこを扱しごき上げてくる。

　だけど悔くやしさにキッと睨にらみつけた俺は、見つめ返してくる男の目に何故なぜか怯ひるんでしまった。

　な、何でそんな目で見るんだよ…？

　忘れてしまったのは俺が悪かったかもしれないけれど、だからといって、何でそんな目で見られなきゃいけないんだ？

　───まるで、傷ついてるみたいな…そんな目で…。

「あ……や…っ、あぁ…っ」

　戸と惑まどいを振ふりきるために何とか男の手を引き剝がそうとしたけれど、途端、胸への悪戯いたずらを再開されてしまった。

　強く吸い上げられると、それだけで痺れる四肢。力の入らなくなった指先は、すぐに男の手に添そえるだけのものになる。

「はっ…、あ…んん…っ」

　先せん端たんに滲にじんだ体液を指に絡からめ、その滑ぬめりを全体に擦りつけてくる男の指。根元までぬるぬるにされ、上下に扱かれると、下腹部に熱い疼うずきがわだかまった。

　すると突とつ然ぜん、男は俺の手を摑つかみ、中心へと導いたのだ。

「や、何して!?　放せ…っ」

「こうしたほうが、自分の状態がわかりやすいでしょう？」

　浅ましく変化した自身を無理矢理握にぎらせて、男はその上から強ごう引いんに指を動かしてくる。

「やめ、や…ぁ、ああ…っ」

　経験したことのない感覚に、戸惑いと羞しゆう恥ちで硬くなる体。

　だけどそれとは裏腹に、新たに滲み始めた滑りが指の動きをさらにスムーズにし、解放を促うながすかのようにして快感を引き出していくのだ。

　自分の意志で動かしているわけではないのに、快感を追うのは自分の指で。こんなこと嫌だって思っているのに、自分はこんなにも感じてしまっていて。

　予測のつかない動きをする自分の手と、初めての感覚に翻ほん弄ろうされ、俺の体は限界に達し始めていた。

「あぁ…あ…、やっ、もう…っ…」

　だけど、容よう赦しやなく高められ絶頂を迎むかえそうになったその瞬しゆん間かん、男はあっさりとそこから手を引いてしまう。

「あ…!?」

「昨日のあなたは、こんなんじゃ満足しなかったはずです」　>>>♥

　そう云いって、男は俺の体を俯うつぶせにすると腰こしを高く上げさせ、露になった奥まった場所に熱いものを押し当ててくる。

　───まさか……？

「……っ!?」

　思い当たる感触に拒きよ絶ぜつの言葉を発する間もなく、ぐっと腰を引き寄せられたかと思うと、昂たかぶりの先端が入り込んできてしまったのだ。

「く……っ、あ……ぁ…あ……っ」

　狭せまい器官を押し開かれる苦しさに思わず声を上げてしまったけれど、意外にも覚かく悟ごしていたほどの痛みは感じない。それどころか、俺の体は慣らされることもなく異物を飲み込んでいき、内側の粘ねん膜まくは熱いそれに絡みつくようにヒクついている。

「いや…だ……あぁあ……っ！」

　そして、突つき上げるように深く腰を穿うがたれた俺は、ビクンと腰を震わせ、溜たまっていた欲望を弾はじけさせてしまった。

　ぱたぱたとシーツに白はく濁だくの散る音が聞こえる。

「……あ…」

　突き入れられただけで達してしまったことに、俺は愕がく然ぜんとした。

　……頭よりも体がこの男のことを知っているなんて、信じたくもない。

　なのに記き憶おくがなくとも昨晩の行こう為いの濃のう厚こうさは、慣らさなくともすんなり男を受け入れ反応したこの体が、一番物語っていた。

　あまりの屈くつ辱じよくに、俺の目にはじわりと涙なみだが浮うかぶ。

　記憶がなくなるほど酔よっていたといっても、好きな人が他ほかにいるくせに、俺は何をやっているんだろう。

　おまけにいまだって、心で拒こばんでも体がしっかりと反応してしまっているなんて……。

「もうイッちゃったんですか？」

「……っ…」

　自己嫌悪に苛さいなまれていると、全すべてを内部に収めきった男が背後から囁ささやいてくる。

「昨日あれだけしても、まだ足りなかったんですね。ほら、こんなに締しめつけてる」

　そう云って、男は絶頂の余韻に息をきらす俺に構いもせず、体を揺ゆさぶり始めた。

「うぁ…っ、ああ、あ…っ」

　絡みついた粘膜を振り解ほどくかのように引き抜ぬかれ、熱い楔くさびを深々と穿たれる。

　乱暴に内ない壁へきを擦こすり上げられる感覚に、喉のどの奥からあられもない嬌きよう声せいが零こぼれ落ちた。

「ひ、ぁ…やめ、や───」

「凄すごく熱い。こっちが先に溶とかされそうだ」

　弱い場所ばかりを突き上げられ、俺は摩ま擦さつが生む熱にゾクゾクと腰を振るわせた。

「あっ、あぁっ！」

　荒あら々あらしく揺さぶられ、奥を抉えぐられて、甘く高い声が止まらない。達したばかりだというのに、硬こう度どを取り戻もどしてしまった自身をも指で嬲なぶられると、なけなしの理性が霧む散さんしていく。

　酷ひどくされているというのに、こんなにも感じてしまうなんて、いったい、俺はどうしてしまったのだろう…？　>>>♥

「やぁ…っ、あ、んんー…っ」

　ふいに、ずるりと体の中から熱の塊かたまりが抜け出ていく。

　絶頂を目前に繫つながりを解かれ、やり場のない欲望と喪そう失しつ感かんに戸惑っていると、体を仰あお向むけに返され両足を大きく割り開かれた。

「やっ……」

　恥はずかしい場所を眼下に晒さらされ、羞恥に皮ひ膚ふが朱しゆに染まる。

「いまさら恥ずかしがることないでしょう？　こんなにしておいて」

「あ…っ！」

　男はそう笑いながら、ピンと勃たち上がりぐちゃぐちゃに濡ぬれそぼった俺の中心を指先で弾いてきた。その振しん動どうが腰に響ひびき、先端に雫しずくが溢あふれ出る。

「そんなに欲しがらなくても、あげますよ」

「やめ…」

　制止を聞かない男の長い指が、太ふと腿ももを摑み食い込んでくる。

　そして、左右に投げ出すようにしていた俺の足を胸につくほど折り曲げると、刺激を欲しがる浅ましい蕾つぼみに、熱い昂りを突き立てたのだ。

「やぁあ…っ！」

　他人の熱を飲み込んだ俺の体は、ひくひくと痙けい攣れんし、入り込んだものを待ちわびていたかのようにして、ぎゅうっと締めつける。

「……んん…あっ」

　内臓がせり上がってくるような激しい動きと、合間にほどこされる濃厚な口づけに頭の中がぐらぐらと揺れてしまう。

　だけど与あたえられる気持ちよさに、次し第だいに何もかもがどうでもよくなってきたときだった。

「今日は呼ばないんですか？」

　激しい律動を少しだけ緩ゆるめると、男は汗あせで貼はりつく前まえ髪がみを指でどけて、俺のおでこに唇くちびるを押しつけながら問いかけてくる。

「な…に……？」

「トシヤ、って呼んでたでしょう？」

　この口で、と啄ついばむだけのキスをし、捨てられた子犬みたいな目で淋さびしげに見つめてくる男の表情に、俺はふいに胸の奥がしめつけられた。

　どうして、そんな目で見るんだよ？

　横暴で傲ごう慢まんな態度を取るくせに、ときおり不安定に揺らぐ瞳ひとみが俺を困こん惑わくさせる。

「……呼ばないんですか？」

「とし…や……んんっ!?」

　促されて呼んだ直後、嚙かみつくようなキスをされた。

「もっと呼んで下さい」

「あ…っ、…しや、としや……っ、あぁあ…っ」

　口内を散々に舐なめられ、責め立てる動きが激しくなる。触ふれ合う場所は蕩とろけてしまいそうに熱く、乱れていく意識の中でただわかるのは男の熱だけになっていく。

　ひっきりなしに嬌声を上げ、何度目かの絶頂を迎えても、俺がこの熱から解放されることはなかった。

「これでわかったでしょう？……あなたは僕に抱だかれて悦よろこんだんだ」

　執しつ拗ように抱かれ、霞かすみがかる意識の中、自分を詰なじる言葉もどこか遠くに聞こえる。

　そうして、いつしか俺の記憶はぷつりと途と切ぎれたのだった。










「……う……」

　体中が軋きしんでいるような感覚に、俺は思わず眉まゆを顰ひそめる。

　ゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げると、カーテンがオレンジ色に染まっているのが見えた。

　もう、夕方…？

　昨日はいつ寝ねたんだっけ？

　そんな自問に、ぼんやりとしていた意識がはたと覚かく醒せいした。

「あ！」

　そうだ！　今朝、あの男が───。

　思わず飛び起きた俺は、すぐさま腰に走った鈍どん痛つうに再びベッドに突っ伏ぷしてしまう。

「～～～っ」

　くそ、無茶しやがって……。

　意識がなくなるまで手て酷ひどく抱かれた俺の体は、予想通りにくたくただった。

　あいつに抱かれて気持ちよくなかったと云いえば噓うそになるけど、強すぎる快感も一種の拷ごう問もんのようなものだ。最後のほうなんか、意識も理性もなくなってた気がする。

「…………」

　そんな自分を思い起こして、俺はまたもや自己嫌けん悪おを覚えた。

　男に抱かれたことが初めてじゃないことは、抱いたあの男だってわかったはずだ。だけど俺には、意識がなくなるほど乱れるなんて生まれて初めての経験だった。

　意識を飛ばした経験は過去一度きり。自分の性せい癖へきを確かめようとして、行為を何も知らないまま手慣れた年上の男に手ほどきを受けたあのときだけだ。───でも、あのときだってこんなに乱れたりはしなかったはずだ。

　体の欲求を解消するだけ、だから後あと腐くされなくが信条だったのに、いくら酒が入ってたからといって、あんなにもぐちゃぐちゃのドロドロになるなんて、未いまだに信じられない。

「……そんなに俺は欲求不満だったのか？」

　ぐったりと自分の体温の残るシーツに顔を寄せ、痛みが過ぎ去るのを待っていた俺はあることに気がついた。

　シーツが新しくなってる。

　それに、パジャマもちゃんと着てるし、体も気持ち悪くない。

　恐おそる恐る自分の体を探さぐってみると、汗やら何やらで汚よごれていた体は綺き麗れいに清められ、傷ついた場所も手当てされていることがわかった。

　まさか、あの男がやっていったのか？

　あんなとんでもないことをしておいて、放置せずに手当なんて、何を考えてるんだ…？

「そうだ。あいつ、帰ったのかな……？」

　一人暮らしの狭せまい部屋はいつも通りシンと静かで、人の気配は感じられない。

　何か痕こん跡せきでも残されていないかと見回してみたけれど、昨日着ていたスーツが丁てい寧ねいにハンガーにかけられている以外、部屋には何の変化も見当たらなかった。

　いったい、あの男は何だったのだろう？

　もしかしたら同い年くらいだったのかもしれないが、結局『トシヤ』という名前以外、どこの誰だれかもわからず仕じ舞まい。

　俺も散々だったけれど、あいつにとっても散々な一夜だったに違ちがいない。

　酔よっぱらった俺を介かい抱ほうして、ねだられるままに俺を抱いて、すっかり忘れた薄はく情じような俺の手当をして、部屋まで片づけて───その上、他人と間違われてたなんて。

　いくら何でも最低だよな……。

『僕をベッドに引き摺ずり込んで『抱いてくれ』って、あなたがねだったんですよ』

『僕の名前を呼んで、あんなに縋すがってきたのはあなたなのに。何もかも忘れてるなんて、虫がよすぎませんか？』

　不ふ遜そんな態度や言葉とは裏腹に、どこか捨てられた子犬を思い出させるような表情で、ときどき俺を見たあの瞳。

　あいつが云っていたように、本当に俺は酔って記き憶おくがなくなっているときに、焚たきつけるようなことをしてしまったのだろうか？

　それを全すべて忘れて、無神経に『お前は誰だ？』なんて訊きかれたら、確かに腹を立てて当然かもしれない。だとしても、あそこまで怒おこらなくてもいいよな？

　俺が酔っぱらってることは承知の上だっただろうし、酔っぱらいの戯ざれ言ごとなんて一いつ般ぱん的には信用があるものではないと思うし……。

「って……わかるわけないか。初めて会った相手のことなんか」

　本物の『利哉』ではないのだから、俺が酒に弱いことも、一定量を超こえると記憶が飛びやすいこともわかるわけがない。

『トシヤ、って何度も呼んだでしょう？』

「……トシヤ、か…」

　失しつ恋れん相手と同じ名前だなんて、偶ぐう然ぜんにしてはできすぎだ。

　だけど、外見だって『利哉』とは全然タイプが違うし、俺に敬語を使うなんて『利哉』ならあり得ないというのに、どうして間違えることができたんだろう？

　名前を呼ぶだけで欲情できるほど、俺は『利哉』に飢うえていたんだろうか…？

　それともただ、あの男に欲情しただけだったのか……？

「馬ば鹿からしい…」

　……もしそうだとしても、どれも終わったことだ。

　失恋は失恋。過あやまちは過ち。時間を戻もどすことはできない。

「あーあ、結局休みが一日潰つぶれたな……」

　しようと思っていた洗せん濯たくも掃そう除じも、結局手つかずのままだ。体中、ギシギシと痛みを訴うつたえていて、いまから何かしようって気にもなれない。

　でもきっと、あいつのことがなくたって今日一日は、二日酔いを引き摺って何もやる気が出なかったに違いない。

　とにかく今日の出来事は自棄やけ酒ざけの代だい償しようだと思って、さっさと忘れてしまおう。

　俺は起き出して食事をするのも億おつ劫くうで、そのまま寝直すことにしたのだった。







　　　　２




　駐ちゆう車しや場じように車を停とめた俺は、ハンドルにもたれかかりながら低く呻うめいた。

「うう……体が怠だるい……」

　ほぼ丸一日寝ていたというのに、全身の倦けん怠たい感かんは消えず、まだ気分もすっきりしない。

　その上、いい加減気持ちを切り替かえなければと思うのに、どうしてか昨日のことばかり思い出してしまうのだ。

　忘れてしまおうと思ってるのに、ふとしたきっかけであいつの淋さびしげな表情が浮うかんでくる。

「何なんだ、いったい」

　覚えてないと告げたときに一いつ瞬しゆん見せた、淋しげな表情。

　いま思えばあれは、俺の言葉に傷ついたからこそ見せた表情だったのかもしれない。

　だけどそんなことに気づいたって、いまさらだ。もう出会うこともないだろうし、心配をしてもどうしようもない。そんなことわかっている。

　なのに───あいつのあの表情が、気になって仕方がないのだ……。

「……っと、ぼんやりしてる場合じゃない」

　俺は思わず交かわした体温まで思い出しそうになり、慌あわてて頭を振ふりその思考を追いやった。

　これから仕事だっていうのに、何を考えているんだ俺は！

　そうでなくても敷しき地ちが広いせいで、職員専用のこの駐車場から建物までは少し距きよ離りがあるのだ。のんびりしていたら、仕事に遅ち刻こくしてしまう。

「今日は実技からだよな。ちゃんとしないと」

　そう呟つぶやいて気合いを入れると、俺は小走りで駐車場を出た。

　俺は去年の春から、この國くに見みドライビングスクール───車の運転技術を教える、いわゆる教習所に勤務しており、四月でちょうど一年が経たつ。

　大学を卒業してからここに来る前までは、警察官として働いていたんだけど、諸事情あって退職。その後の進路を迷っているときに、当時の上司がこの教習所を紹しよう介かいしてくれたのだ。

　それまで他人に何かを教えるような職業についたことがなかったから、初めはだいぶ戸と惑まどったけど、いまではだいぶ慣れて、運転教習も学科の授業もちゃんとこなせるようになってきている。

　それに元々車は好きだったから仕事は純じゆん粋すいに楽しいし、指導していく立場に最近ではやりがいも感じ始めていた。

　だから今度こそ、この仕事は続けていけると……。

「え……？」

　少し足早に教習所へと向かっていた俺は、門の前で佇たたずむ人物に息を吞のんだ。

　通り行く人々の目を惹ひく、彫ほりの深い甘めの顔立ちにすらりとした長身。そして、どこか物もの憂うげな表情を浮かべて立っている姿。

　───何で、あいつがここにいるんだ……？

　すると、その人物は動どう揺ように思わず足を止めた俺に気づき、笑え顔がおで手を振ってきた。

「透とおる！」

「と、利哉……」

　教習所の前で俺を待っていたのは、高校からの親友で元同どう僚りようの樋口利哉だった。

　な…なんで、利哉がわざわざこんなところに来るわけ…？

　それも、何も昨日の今日で本物が現れなくったっていいじゃないか…？

「遅おそかったな。なかなか来ないから、そろそろ帰ろうかと思ってたんだが、すれ違いにならなくてよかったよ」

　すると、動揺と狼ろう狽ばいで立ち止まったまま動けなくなってしまった俺に、利哉が早足に近づいてくる。

　俺は引き攣つりそうになる表情を抑おさえ、必死で何気ないふりを装よそおった。

「ど…どうしたんだよ？　忙いそがしいくせに、こんなところまで来て」

　警察官であり、しかも、いわゆる『キャリア』組である利哉は、いまや俺と同じ二十六歳であることを忘れてしまいそうになるくらいの仕事と責任を負っている。

『キャリア』というのは、国家公務員Ⅰ種試験の合格者から、将来の幹部候補として中央省庁が採用したエリートたちのことを云いう。

　その採用者の中でも利哉は『逸いつ材ざい』と云われていて、試験に合格した当初から各省庁からその優ゆう秀しゆうさを求められていたくらいだ。

　同じ警察官とはいえ、地方公務員でしかなかった俺とはレベルに雲うん泥でいの差がある。

　その利哉が警察庁を選んだときは誰だれもが驚おどろいていたけれど、勿もつ体たいないと告げながらも、俺は利哉が同じ道へと進んでくれたことが嬉うれしかった。

　学校を卒業してしまえば、疎そ遠えんになってしまう友人だっている。とくに利哉は友人が多いし、就職すればその優秀さから多た忙ぼうを極きわめ、俺に構う時間などなくなってしまうだろうと思っていたから。

　これでずっと一いつ緒しよにいられる、あのときはそう思っていたけれど……。

「お前が慣れない仕事で忙しいって云ってなかなか会ってくれないから、こうして会いに来たんだろうが」

「……ごめん、気を遣つかわせて。利哉のほうが忙しいのに……」

『忙しい』というのは云い訳。

　ただ、本人の口から決定打を聞かされるのが怖こわくて、面と向かって祝福する勇気がなかったから、逃にげていたのだ。

「謝るなよ。そういえば、少し顔色が悪いな。そんなに忙しいのか？　ちゃんと休みは取れてるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと寝ね不ぶ足そくなだけだよ。前に比べたら、体力的には全然ラクだって。利哉のほうが、よっぽど忙しいんじゃないのか？」

「まあな、休みの日でも局長のお供をすることが多いからな。今日は何とか午前中だけ時間が作れたから、お前のとこに来たんだよ。どうだ？　仕事のほうは」

　何とか取った時間を、俺のために使ってくれる。

　多忙な仕事に備えてゆっくりと休きゆう暇かを取ったほうがいいと思うのに、そんな貴重な時間を自分のために使ってくれたことに俺は密ひそかな喜びを抱いだいてしまう。

「運転教習はだいぶ慣れたかな。学科の授業は、まだ緊きん張ちようするけど」

「そうか。それにしてもお前が先生かぁ。俺も一度受けてみるかな？」

　利哉は腕うでを組んで、真ま面じ目めに思案しているふりをしている。

「馬ば鹿か云え。もう警視にもなってるやつが、いまさら教習所に来てどうする」

　それにとっくの昔に免めん許きよを取り、次々に車を取り替えているような人間が教習所に何の用があるっていうんだか。

「透の先生っぷりを見てみたいだけだろ」

「どうせ意地の悪い質問とかする気だろ？　高校のとき、よくそうやって先生を散々苛いじめてたもんな」

「あれは間ま違ちがえてるところを指し摘てきしてやっただけだろ？　透にそんなことするわけないって」

「でも嫌いやだ。見られるだけで恥はずかしいよ。利哉だって、仕事してるところを俺に見られるのは嫌だろう？」

「そんなことないさ。透にならいくらでも見てもらいたい」

「……っ、と、とにかく、俺は恥ずかしいんだよ!!」

　軽口を交わせる自分にホッとしつつ、気持ちが落ち着いてきた俺は、ようやくまともに利哉の顔を見ることができた。

　端たん整せいな顔立ちによく似合った軽くセットした髪かみ。仕立てのいいスーツに身を包み、生き地じの軽そうなコートを羽織るその姿では、云わなければ警察官だと誰も気づかないだろう。

「はいはい、わかったよ。透は意外と頑がん固こだからな。で、それはともかくとして、忙しくてもメシはちゃんと食えよ？　せっかくの美人が、こんな隈くまなんか作って」

　すっと伸のばされた指が頰ほおを滑すべり、下した目ま蓋ぶたを軽く撫なでた。

「……っ」

　その感かん触しよくにドキリとした俺の動揺には気づかず、利哉は淡たん々たんと不満を訴うつたえてくる。

「学生時代、俺がせっせと肥やしてやったのに、また瘦やせてきてないか？」

「食べてるよ。それにそういうこと云うなって云ってるだろ」

「そういうことって顔のことか？　だって、美人は美人だろ。俺はお前の顔も好きなんだから、大事にしといてくれよ」

「はいはい。わかったよ」

　抜ぬけているところはフォローをして、ペースをいつも合わせてくれる……。

　出会ったときからそうだった。要領の悪い俺を、利哉はこうして気にかけてくれるのだ。

　そんなかけがえのない親友に恋こい心ごころを抱いてしまったと気づいたとき、深い罪悪感に苛さいなまれて離はなれようとしたこともあった。

　だけどどうしても諦あきらめられなくて、俺は恋心を殺して利哉の側そばにいることを選んだんだ。

「何でそう、お前は俺に過保護なんだよ」

「透が心配させるから悪いんだろう？　ずっと、目の届くところに置いておけたら気苦労はないのにな」

「悪かったよ、気苦労までかけて。……それで、今日は何か用事だったのか？」

　いつまでも話していたいけれど、仕事を目前にしては時間もあまりない。

　俺はやむなく、自分のほうから本題を振ふることにした。自じ虐ぎやく的だとわかっていても、もうそうするしかなかったのだ。

「ああ、そうだった。このところ、なかなか二人で会う時間がないだろう？　こういうのは電話じゃなくて直接話しておきたかったんだ」

「────」

　ドクン、と心臓が跳はね、背筋にじわりと嫌な汗あせが浮うかぶ。

「俺、結けつ婚こんを決めたんだ」

「……うん、おめでとう」

　胸の痛みを押し隠かくし、俺は微笑ほほえみを浮かべて祝福した。

　俺は練習通り上手うまく笑えただろうか？

　本当のところ、共通の友人から伝え聞く話やたまに会う以前の同僚から聞かされる噂うわさで、利哉の結婚のことにはずいぶん前から薄うす々うす勘かんづいていた。

　そんな折り───つまり一昨日おととい、同じく高校からの友人が、利哉の結婚が正式に決まったとメールで知らせてきたのだ。

　心の準備ができていたお陰かげで狼狽うろたえた姿を見せずにすんだけど、もし前置きなしに本人から結婚のことを聞かされていたら、いま頃ごろどんな反応をしていたか想像もつかない。

　利哉の婚約者は、俺も一度だけ会ったことがある。現刑けい事じ局長の次女で、おっとりとした綺き麗れいな人だった。

　利哉はいま、警察大学校での再教育を終え、警視に昇しよう格かくしたばかりだ。多分、次の辞令で県警本部の課長辺りか、警視庁の役づきになるのだろう。

　きっと、それをきっかけに、式を挙げる段取りになっているに違いない。

「もっと驚けよ。あ、さては菊きく池ちが話したな」

「ごめん、先に聞いちゃった。高たか梨なしさん、だろ？　一回しか会ったことないけど、美人で優やさしそうな子だったよな」

　利哉に恋人ができる度たびに淋さびしい気持ちにはなったけれど、自分は親友なのだという自負があったし、利哉も恋人ができたからといって友人づき合いを[image: 蔑]ないがしろにするような男ではなかったから、取り乱さずにいられた。

　……けれど、結婚となると話が別だ。

　警察官かん僚りようとして出世コースを歩み、日に日に忙しくなる利哉のわずかなプライベートは、今後家庭のために割さかれることが当然となるのだ。

　利哉が幸せになるのは、嬉しい。これは欺ぎ瞞まんではなく本心でそう思ってる。

　だけどもう『友達だから』側にいるという特権さえも使えなくなる。そんな状態で、自分の恋心を殺さなければならないことが辛つらいだけで……。

「本当はお前にもっと早く知らせるつもりだったんだぞ。なのに、なかなか捕つかまらないから先に他のやつらにバレたじゃないか」

「ごめん、ごめん。でも、知らせに来てくれて嬉しかった」

　そう告げると、利哉は満足そうに微笑んだ。

「───実は、式の日取りを調整してて招待状がまだなんだ。何度もすまないが、近いうちに改めて持ってくる」

「利哉……」

　屈くつ託たくのない笑えみが、いまは胸に痛い。

「透、出席してくれるよな？」

「……うん。もちろん」

　一いつ拍ぱく置いて、頷うなずいた。

　まさか嫌だなんて云いえるはずがない。

　俺は利哉の『親友』なんだから。

「よかった。仕事の前に引き止めて悪かったな。俺もそろそろ行かないと。また連れん絡らくするよ」

「わかった、待ってる」

　そうして利哉は近くに止めてあった愛車に乗り込むと、俺を見つけたときと同じように手を振って去っていった。

　笑顔で手を振り返していた俺は車体が見えなくなった途と端たん、長いため息をついた。そしてひらひらと振っていた手を握にぎりしめて、それをじっと見つめる。

「……諦めなきゃいけないってわかってるのに」

　それでもまだ、もやもやとした気持ちは消えてくれない。

　忘れなければと思っても、十年近く続いた片かた想おもいは相当根が深く、簡単には消えてくれそうにないようだ。

　いったい、いつまでこんなドロドロとした気持ちを抱かかえていればいいのだろう？

「石つわ蕗ぶき教官？　こんなところでどうしたんですか？」

「……っ」

　苦い気持ちを嚙かみしめ利哉の車が消えた方向を見つめていた俺は、突とつ然ぜんの背後からの声に飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

「もしかして気持ち悪いんですか？」

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶ」

　驚きに跳ね上がった心臓を胸の上で押さえながら振り向くと、教習所の受付嬢じようが心配そうな表情で俺を見つめていた。

　妙みようなところで立ち止まっていたせいで具合が悪いのではと思われてしまったらしい。

　……って、まさかさっきの独り言、聞かれてはいないだろうな？

　一いつ瞬しゆんそんな不安に苛まれたけれど、彼女の様子にそんな節は見当たらず、俺はこっそりと胸を撫で下ろす。

「それなら、いいんですけど…」

「ごめん、心配かけて」

　苦く笑しようしてそう告げると、不安げに歪ゆがめられた表情が和やわらいだ。

「石蕗教官はあんまり無理しないで下さいね。教官にいなくなられたら、職場の潤うるおいが減っちゃいますから」

「はあ？」

　力説する彼女の意図がよくわからず首を捻ひねっていると、その理由を説明してくれた。

「どうしてかウチには若い教官が来てくれないんですよね。来てもすぐ辞やめちゃうし……。だから、残ってるのはみんなオヤジばっかりなんですもん！」

「あはは…そ、そうだね……」

「だから教官が辞めてしまうと、またオヤジだらけになっちゃうじゃないですか！」

　…………確かに。

　彼女の云う通り、ウチの教官はけっこう年ねん輩ぱいの人ばかりだ。その上、俺のように元は警察官だった人も多く、強こわ面おもてな面子メンツが多かったりもする。

　そこから見ると、確かに自分は男性陣じんでは若い部類に入るかもしれないけど、だからといって、一昨年短大を出たばかりの女性に『潤い』だのと云われても困ってしまう。

「教官、朝ご飯ちゃんと食べてます？　顔色悪いのはそのせいなんじゃないんですか？」

「そうかな……。うん、そうかも」

　本当の理由をまさか告げるわけにもいかず、俺は曖あい昧まいな言葉で返事を濁にごした。

「じゃあ、これあげます。午前中はこれで乗りきって下さいね」

「え？」

　差し出され、思わず受け取ってしまったものを見てみると、それはポケットサイズのチョコレートだった。

「朝は糖分取らないと、元気出ませんよ？」

「……ありがとう」

　無む邪じや気きな励はげましに、ほんの少しだけ胸が温かくなる。

　そして、もらったチョコレートを一つ口に放ほうり込むと、俺は濃のう厚こうな甘さに鬱うつ屈くつとしていた気持ちが少しだけ軽くなったような気がしたのだった。










　───ところが…。

「おはようございます」

「おは………」

　挨あい拶さつを口にしかけた途端、俺は教習車の前で待っていた生徒の姿に絶句してしまった。

　ま…まさか、まさか……。

「顔色があまり優すぐれないようですけど、大丈夫ですか？」

　整いすぎた容よう貌ぼうに、無む駄だにバランスの取れたスタイル。そして、何より平然と問いかけてくるその口調。

　どこからどう見てもその男は、昨日俺にとんでもないことを強しいてきたあいつだったのだ。

　おまけに、着ているのは高校の制服……？

「な…っ、何で、こんなところに───むぐっ」

　思わず大声を出しかけた俺の口を、男は咄とつ嗟さに手で塞ふさいでくる。

「大きい声を出さないで下さい。怪あやしまれるのは、あなたのほうなんですから」

「…んっ…！」

　そうだ、ここは教習所で俺の職場だった…。

　どこで誰だれが見ているかもわからないのに、挙動不ふ審しんなことをして周囲にいらない誤解をされて困るのは俺だ。ちょっと落ち着かないと……。

　そう思いながら自分の口を押さえる手を引き剝はがして数歩後あと退じささると、俺は目の前の男の姿を観察する。

「……お前、高校生だったのか……？」

「ええ。でもいまは卒業前の特別授業ばかりなので、自由登校なんですよ。国立狙ねらいのやつらは、まだ受験終わってませんしね」

　つまり、高校三年生の自由時間を利用して教習所に通ってきているってことか……。

　確かこの制服、沿線の高校のものだったはずだよな？　偏へん差さ値ちの高い私立校で、進学率も抜ばつ群ぐんにいいところだった気がする。

「僕、ここに先週から通ってるんですけど、全然知らなかったんですか？」

「…………」

　知らなかった……。

　でも───云い訳するわけじゃないけれど、この國見ドライビングスクールはこの地区では一番大きな自動車教習所だ。受講者は相当いるし、自分の担当だけだってけっこうな人数がいる。

　それに、元警察官としてあるまじきことだとは思うけど、俺は人の顔を覚えるのが苦手なのだ。意識して相手の顔を見ていないと記き憶おくに残らないし、名前も即そく座ざには出てきてくれない。

　そんな俺が、直接受け持ったこともない生徒の顔まで覚えるなんて芸当できるわけがないじゃないか。知らなくて当然だよな？

「一昨日おととい、僕が初対面のあなたに声をかけたと思ってるんですか？」

「え？」

「さすがに、見覚えもない相手を介かい抱ほうなんてしようとは思いませんよ。でも、僕がそんな人の好いい人間に見えるなんて光栄ですね」

「……っ」

　思いきり馬ば鹿かにされてる気がする……。

　というか美形に微笑ほほえまれることが、こんなにもムカツクなんて思わなかったんですけど！

「昨日は用事があって帰らざるを得なかったんですが、ちゃんと起き上がれるか心配してたんです。まあ、こんなところで立ち話も何ですから、どうぞ」

　男はしゃあしゃあとそう云いうと、助手席のほうのドアを開け、俺に乗り込むようにこやかに促うながしてきた。

「何故なぜ、お前が開ける……」

「教官が早く乗って下さらないと、教習にならないでしょう？」

「そのくらい一人でできる。いいから、お前もさっさと乗れ」

　俺は額を押さえながら、教習車に乗り込んだ。

　頭が痛い……。

　二ふつ日か酔よいはとっくに治っているはずだというのに、どうしてこう次から次へと頭が痛くなることばかりが起きるんだろう。

「よろしくお願いします」

「……ああ」

　運転席に乗り込んだ男から差し出された教習手帳をぞんざいに受け取り、俺はとりあえず個人データの覧に目を通した。

　名前の覧には流りゆう暢ちような字体で『押領司俊也』と書いてある。

　変わった名前だな……これって『おうりょうじとしや』って読むんだよな？

　生年月日を暗算しても、ちゃんと十八歳になるし。入校した日づけも、こいつが云っていたようにちゃんと先週だった。

　入所用の個人データに書いてあるくらいだから、噓うそは云っていないはずだ…。

　けど、先週確かく認にんした予約の段階では、今日は違ちがう生徒が割り当てされていたような気がするんだけど……思い違いだったのだろうか？

　それともキャンセルが出て、空いたところにたまたまこいつの予約が入ったとか？

「…………」

　───なんて、いまさら悪わる足あ搔がきしすぎか。

　原因や理由を考えるよりも、いまはこの教習をさっさとこなして終わらせてしまうのが先決だ。

　そうすれば、こいつと顔を合わせて嫌いやなことを思い出さなくてもすむわけだし。

「じゃあ、ええと、押領司くん」

「俊也でいいですよ。そっちのほうが呼びやすいでしょう？」

「な、何が云いたいんだ！」

「あなたこそ何を意識してるんですか？　僕は、名字が呼び難にくいだろうと思って云ったまでですが」

「……あ…」

　なんだ……そんなことか……。

　てっきり『利哉』のことを揶や揄ゆされたのかと思ったのに、まさか親切で云ってくれていたなんて思いもしなかった。

　確かに『押領司』は呼び難い。だけど、親切で云ってくれていたと考えてもおかしくはないというのに、俺の脳のう裏りにはそのことが掠かすりもしなかった。

　朝から『利哉』に会ったせいで、いつも以上に神経が尖とがっているのかもしれない…。

「教官？」

　何にせよ、これ以上無む駄だ口ぐちを叩たたいているわけにはいかない。どんな理由があろうともいまは仕事中なんだし、教習が進まなくて終しゆう了りようの判子がもらえなければ、こいつだって困るのだ。

「───いや、大だい丈じよう夫ぶ。呼び難くはないよ。じゃあ、今日は第一段階の五『走行位置と進路』の教習を始めましょう」

　云いかかった文句を必死に吞のみ込み、俺は無理矢理教習を始めることにした。

　押領司だってこれで俺の名前はわかったんだ。今後予約の段階で担当の教官名を見れば、俺を避さけることもできるだろう。

　この一時間をやり過ごしてしまえば、こんな偶ぐう然ぜんはもう二度とないはずだ。

「はい、教官」

「…………」

　押領司のわざとらしい返事に、眉み間けんに皺しわが寄る。

　いけない、こんなことで目くじらを立てていたら、また揚あげ足あしを取られてしまうではないか。

　俺は平然とした顔を取り繕つくろい、教習の手順を踏ふんでいくことに集中した。

「まずはゆっくり発進して、それから外回りのコースに乗ってみて」

「わかりました」

　そう返事をすると、押領司は手慣れた仕草でシートベルトを締しめ、ゆっくりとエンジンをかける。そして、初心者とは思えないようなスムーズさで教習車を発進させたのだ。　>>>♥

「ずいぶん手慣れてるんだな」

「高一の夏休みに海外に短期留学したとき、ホームステイ先の人と一いつ緒しよにあっちの教習所に通ったんですよ。あれっきり乗ったことなんてなかったけど、けっこう覚えてるもんですね」

「…ああ、そう」

　私立通いのボンボンめ……。

　教習手帳を思わず握にぎり潰つぶしてしまいそうになったが、精神力でなんとか耐たえて、俺は次の指示を出した。

「このまま外周を一周したら、二番でゆっくりと右折して。車しや幅はばの感覚を摑つかむために、曲がって十メートルほど進んだ先の障害物のあるコースに入るから」

「わかりました」

「…………」

　気まずい……。

　初めて担当した教習のときだって、こんなに緊きん張ちようしたりはしなかった。

　───それもこれも全すべてコイツが悪い。

　偶然だとしても、終わったこと、しかもお互たがいに思い出したくない（はず）の出来事を蒸むし返してくるなんて。こいつはいったい何を考えてるんだ。

　終わったことと思っているのは俺だけで、まだ怒おこってたりするのか？

　それとも、まさか、実は何も考えてないとか……？

「何、ビクビクしてるんですか？」

「な…っ、誰だれがビクビクなんか…！」

　見み透すかしたかのような指し摘てきをされ、俺は押領司の言葉を感情的に否定してしまう。

「もう、だいぶ前にコースを曲がったんですけど、気づいてますか？」

「えっ？」

　はっとして辺りを見回すと、すでに教習車は障害物に囲まれた狭せまいコースの中へと入り、きちんと真ん中で、しかもつきあたりの障害物ギリギリの位置で停車していた。

　教習中に周囲に注意が向いてなかったなんて、許されることじゃない。教官としてあるまじき失態に、俺はカッと頭に血が上る。

「次、カーブのコースですよね？　もう行っていいですか？」

「その前に外に出て、車幅の確認を……」

「先生がぼーっとしてる間に、もうしてきましたよ」

「わ、わかった。なら、次のコースに行こう。そこを右折して、五番の角で左折だ」

　……ダメだ、こんなんじゃ……。

　仕事中に、こんなに他ほかのことに気を取られてしまうなんて社会人失格だ。とにかく、いまは余計なことを考えないようにしよう。

　そう、気を取り直そうとしたというのに───。

「そんなに僕を意識するほど、『よかった』ですか？」

　───『よかった』…？

　それって、まさか……？

「ばっ…馬ば鹿かなことを云いうな！　無理矢理あんなことしておいて…っ」

「その割に、ずいぶんと感じてましたけど？」

「───!!」

　さらりととんでもないことを云われ、俺は言葉を詰つまらせた。

　どう反論しても墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうな気がして、次の言葉が出てこない。

「それで、僕のことは思い出せたんですか？───まあ、その様子じゃまだみたいですね」

「し、仕方ないだろう。俺は酒に弱いんだから……」

　行こう為いの途と中ちゆうは断だん片ぺん的に浮うかんではくるけれど、結局どんな経緯いきさつでこいつを誘さそったのかまでは思い出すことができていない。

　とくに、押領司が俺を拾ったというその辺の件くだりがさっぱりなのだ。

「弱いのに、泥でい酔すいするほど飲んだんですか？　大人のくせに、意外と自己管理ができてませんね」

「……っ」

　冷れい笑しようを浮かべられカチンと来たが、ここでキレることができるほど俺は度胸のある人間じゃない。

　仕事中、仕事中と胸の中で唱えながら、必死に落ち着きを取り戻もどす努力をする。ちょうど、教習車はカーブのコースの入り口に着き、ゆっくりと停車した。

　右寄りで走ってみるよう指示すると、押領司は慣れたハンドル捌さばきで緩ゆるいカーブに沿そって進んでいきながら、一昨日おとといのことを話し始めた。

「たまたま僕が打ち上げに引っ張り出されてあの辺を歩いていたから、家まで連れて行ってあげられたんですよ？　そうじゃなかったら、いま頃ごろどうなってたことか」

「どうなってたって……せいぜい、外で寝ねてて風邪かぜ引くか、財さい布ふ盗とられたりするくらいだろ」

　以前勤めていた交番は繁はん華か街がいに近く、よく泥酔者が連れてこられていた。酔よっぱらっている彼らの胸むな元もとからは貴重品が掠め取られていることが多くあり、意識を取り戻してから慌あわてふためく様さまをよく見たものだ。

「本当にそれだけですむと思ってるんですか？　あなたみたいな人が無防備に道みち端ばたなんかで潰れていたら、誰に『襲おそわれた』って文句は云えませんよ」

「なっ……！　お前だって、俺にあんなことしたくせに！」

　襲われるという言葉に含ふくまれた意味を察し、俺はとうとう怒ど鳴なり返してしまった。

「何云ってるんですか。先に誘ってきたのはあなたのほうでしょう？　いたいけな高校生を誘ゆう惑わくしておいて、責任転てん嫁かしないで下さい」

「う……」

　押領司はカーブの最後でぴたりと停車しながら、ぴしりと云ってくる。

　そういえば、押領司って高校生だったんだよな……。年の割には落ち着いていて、すかした態度をとるからつい忘れがちになる。

　でも状じよう況きようがどうであれ、十八歳以下に手を出すのは犯罪だ。下手すれば同意の上でも、手が後ろに回ってしまう可能性だってある。

　予想外の再会に頭に血が上ってたけど───改めて考えると、元警官のくせして俺は、未成年相手になんてことをしてしまったんだ。

　俺のほうが抱だかれたといっても、酔って部屋に上げて誘ったのは俺。世間から見たら、どちらに非があったかなんて明白だ。

「僕の名前を呼んで押し倒たおしてくるから、拒こばめなかったんですよ。それなのに、起きたら名前も忘れてるなんて」

「あ…いや、そのことなんだけどな……」

　どうしようかと迷ったけど、とりあえず事の真相だけは伝えておこうと思い、俺はおずおずときり出すことにした。

　いくら何でも他人と間ま違ちがって名前を呼びました、なんて失礼にもほどがある。知らなかったとはいえ、これはきちんと謝っておくべきだろう。

「？」

「だから……それは多分、お前を呼んだんじゃなくて、他ほかのやつの名前を呼んでたんだと思うんだ……」

「……は？」

「それがその、たまたま俺の好きなやつが、お前と同じ名前で……」

「────」

　うわ……やっぱり黙だまられた。

　そうだよな。こんなこと突とつ然ぜん云われたりしても困るだろうし、他人と間違えられてただなんてプライドだって傷つくよな……？

「すまない！　君に迷めい惑わくをかけてしまって…どう詫わびたらいいか……」

「───つまり、僕はあなたの好きな男の身み替がわりだったってことですか？」

　感情の変化が読めない平へい坦たんな口調。

　淡たん々たんと問い返されたその質問に、俺は更さらに罪悪感を感じながら項うな垂だれて答えた。

「……結果的に、そうなってしまったのかもしれない。本当に悪かった」

　そのつもりはなかったと云っても、あんなことをしでかしたあとでは、いまさら云い訳にもならないだろう。それはわかっていたけれど、俺は云わずにはいられなかった。

　相手に対して申し訳なく思う気持ちがあるのは本当だ。だけど───誰彼かまわず誘って抱かれたわけじゃなく、好きなやつと間違ったからこそ抱かれたんだと、改めて自分に云いきかせておきたい気持ちもあったんだと思う。

「もしかして、あの男ですか？」

「へ？」

　一いつ瞬しゆん、質問の意味がわからなくて俺は首を傾かしげる。

「さっき、教習所の前で親しげに話していたスーツの男ですよ。あれが、あなたの好きな男なんですか？」

「見てたのか!?」

　というか、誰かに見られているとは思いもしなかった。

　利哉に挙動不ふ審しんな態度を見破られないよう、そればかりに気を取られていたせいで、周囲の目線に心を配る余よ裕ゆうなんてなかったし。

「目に入ってきたんですよ。彼があなたが呼んでいた『トシヤ』ですか？　いつからつき合ってるんですか？」

「違ちがう！　あ、いや、違わないけど、つき合ってるっていうのは違うんだ」

　いきなり核かく心しんに迫せまられ、俺はつい馬鹿正直に答えてしまった。

「へえ、それにしてはやけに親密そうでしたけど」

「それ…は……あいつは俺の親友で、今度結けつ婚こんするって伝えに来てくれただけだ。別につき合ってなんか」

「じゃあ、片かた想おもいとか？」

「……!!」

　押領司は俺の言葉から、確実に真実を導き出していく。

　それにしても、どうしてこいつはそんなことを追つい及きゆうしてくるんだ？

　何かよからぬことでも考えてるんだろうか？

「さしずめ、結婚されて完かん璧ぺきに失しつ恋れんしたあなたは、飲めないくせに自棄やけ酒ざけをして、あんな醜しゆう態たいを晒さらしたってところでしょう？」

「う…っ」

「それで都合よく、介かい抱ほうした僕があの男に見えたんだ。僕の予測、どこか間違ってますか？」

「……間違って、ないと思う」

　記き憶おくにはないけれど、そう考えるのが一番自然な気がした。

「でも……」

　───でも、よくよく考えれば、こいつだって悪いんじゃないのか？

　酔ってボロボロだった俺の誘さそいなんかに乗るなんて。どうしてそんな状態の俺なんかを抱こうと思ったんだ？　誘われたからって云いっても、嫌いやだったらしなきゃよかったじゃないか。

　追及されて云い当てられて開き直るなんて大人げないのはわかっていたけれど、俺は訊きかずにはいられなかった。

「お前はどうして拒まなかったんだよ」

「何がですか？」

「迷惑だと思うんなら俺の誘いなんか拒めばよかっただろ？　普ふ通つう、男に押し倒されたりなんかしたら逃にげるもんじゃないのか？」

「それは……さっき、云ったでしょう？　僕は教習所であなたを見かけて知っていたって」

「…………」

　……何だろう？

　何かいま少しだけ、こいつの様子が変わったように思えたんだけど…？

　いままで澱よどみなく喋しやべっていた押領司が初めて言葉を濁にごらせたことに、俺は少しだけ引っかかりを覚えて首を傾げてしまう。

　けれど、だからといってどう気になるかを具体的に云えるわけでもなく、結局、続く押領司の言葉に俺は口を挟はさむこともできなかった。

「だからあんなふうに迫られたら、もしかしてあなたが云う『ずっと好きだった』という言葉が本当なのかと思うじゃないですか。呼んだ名前も僕と同じものでしたしね。それに、拒んだら可哀かわい想そうに思えるくらいあなたは必死でしたし、何度諭さとしてもまったく聞き入れてもくれませんでした」

「…………」

　つまり押領司は俺が『好きだ』と迫ったから、仕方なく抱いてやった……ということなんだろうか。

　けど、教習所で見かけて知っていたからと云って、迫られただけで抱けるものか？

「…教官、もうそろそろ移動したほうがいいんじゃないですか？」

「え？　あっ、そうだな」

　云われて俺はいまが教習中だったことを思い出す。

「じゃあ、同じカーブをもう一度、次はコースの真ん中を走って」

「はい」

　いつまでも同じ場所に停車しているわけにもいかず、俺は慌あわてて指示を出した。

　そうでなくてもこんなに運転が上手うまいやつを停とめっぱなしでいるなんて、他ほかの教官たちにあとで何を云われるかわからない。

　ダメだ、いくら何でも仕事中なんだからしっかりしないと……。

「───教官、僕と取り引きしませんか？」

「取り引き？」

　外回りのコースに出て、カーブの入り口へと回り込んだ途と端たん、押領司は突とつ拍ぴよう子しもないことを口にした。

「僕も失恋したばかりなんですよ」

「は？」

　突然の話題の転てん換かんについていけず、混乱してしまう。

　いったい、押領司は何を云ってるんだ？

「気分の晴れない間、慰なぐさめてくれる身替わりが欲しいって思ってたんですが、あなたならちょうどいい」

「ちょっと待て。ちょうどいいって、どういうことだよ？　お前が何を云ってるのか、俺には全然わからない」

　それこそ喋っている言語がまるで違っているかのように、聞き取った内容を理解することが俺にはできなかった。

　混乱しながら押領司の言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　失恋して取り引きで身替わり？

　やっぱりわからない。いったい、こいつは何を云ってるんだ？？？

「しばらく僕とつき合って下さい」

「はあ!?」

　あまりのことに、俺は思わず助手席にもついているブレーキを踏ふんでしまった。

「危ないですよ、こんなカーブで急ブレーキなんかかけたら」

「誰だれのせいだと…っ───いや、それより、いったいお前は何を云ってるんだ？」

　質たちの悪い冗じよう談だんだと思いたい。いや、冗談であって欲しい。

　けれど、押領司はさらに言葉を続けてきたのだ。

「体の相あい性しようもいいみたいだし、悪い話じゃないと思うんですけど？」

「何で俺なんだよ!?　お前みたいなのだったら、相手はいくらでもいるだろう？」

　こういう云い方はよくないかもしれないが、押領司ほどの容姿なら気を紛まぎらわせるための相手くらい簡単に見つかりそうなものだ。なのにどうして、わざわざ俺なんかを───？

「別に誰でもいいわけじゃない。あなたは……僕の失恋した相手に似てるんです」

「え……？」

　失恋っていうのは本当のことだったのか……？

　じゃあ身み替がわりって、もしかしてあの晩もこいつにとってはそんなつもりだったのか？

　誘いをかけた俺が、好きな相手に似ていたから拒こばみきれなかったとか？

「でも、に…似てるからって、何で俺なんだ……」

「都合がいいからに決まってるでしょう。男とつき合うには、世間にはまだ偏へん見けんがありますからね。口の軽い相手じゃ困る。それに云ったじゃないですか、体の相性がよかったって」

「……お前、女はダメなのか？」

「ダメとは云いませんけど。いまは男だからとか女だからとかという問題じゃなく、あの人に近いか遠いかが僕には重要なだけです」

　先ほどからの憎にくたらしい笑えみとは明らかに違う微び笑しようを浮うかべるその横顔からは、泣きたくなるほど真しん摯しな想おもいが伝わってきて、俺は胸の痛みが強くなった。

「告白したのか？」

「いいえ。でも、結果はわかってるんです。あの人には他に好きな相手がいて、僕のつけ入る隙すきなどありません」

　───俺と、同じ……？

　俺も、結けつ婚こんが決まった利哉に気持ちを打ち明けることもできずに、失恋した。

　だからあの日、酒を飲むことで現実から目を逸そらそうとしたんだ。友情を壊こわすことより、現状を維い持じして気持ちを殺すことを選んだせいで……。

　もしかしたらこいつも、報むくわれない恋こいに傷ついたからこそ、こんなふうにメチャクチャなことを云い出しているんだろうか？

　でも───。

「どうですか？　僕とあなたなら、傷を舐なめ合うにはちょうどいいと思うんですけど」

「そんなことしても、何にもならないじゃないか……」

　辛つらいことから目を逸らしてるだけでは、何の解決も望めない。

　そんなの、淋さびしすぎる。

「しばらくと云ったでしょう？　僕も一生そんなことをしてるつもりはありませんし」

「？」

「僕が教習所に通ってる間だけでいいです。正直云って、あなたのことを知っていたのも、あなたが僕の好きな人に似ていたからなんですよね。だから、ここであなたの顔を見ている限り否いやが応おうでも思い出してしまいますし」

「……っ、でも……」

　そんなことを簡単に引き受けるなんて、できるわけがない。

　酔っているときはわからなかったけれど、こいつは高校生で、俺は未成年を監かん督とくする立場である大人なのだ。

「───あなたを追い詰つめるのは本意ではないんですが。取り引きしてもらえないなら、あの男に今回のことを洗いざらい話してもいいんですよ？　彼の素す性じようなら、車のナンバーを覚えてますからすぐに調べられます」

「な……っ」

　ぐっと黙だまり込んだ俺の顎あごに手をかけながら、押領司は酷こく薄はくな笑みを浮かべて告げた。

「取り引き成立ですね」

「…………」

　───取り引き…？

　それは脅きよう迫はくって云うんだよ!!

　そう反論したかったけれど、弱みを握にぎられている立場では何も云うことはできなかった。

「あなたの仕事や評判に支障を出すつもりはありません。大学が始まるまでの間の暇ひまつぶしになってくれればいいんです」

「…暇つぶし…？」

「ええ。だから僕がこの教習所に通ってる間、プライベートは全部僕のためにとっておいて下さいね。そうすれば、未成年に手を出したことも全部黙っててあげますよ」

　押領司はにっこりと微笑ほほえみ、俺の顎を摑つかんだまま顔を近づけてくる。

　俺は慌てて押領司の手を振ふり払はらった。

「こんなところで、やめろ！」

　必死で睨にらみつけると、押領司は簡単に離はなれていく。けれどそれで諦あきらめたわけではなく、代わりの条件を突つきつけてきた。

「それなら、あなたの部屋なら問題ないわけだ」

「そ、それは……」

　ここで嫌いやだと云いったら、本当に利哉に全すべてを話されてしまうのだろうか？

　それだけは避さけたい。何年も隠かくし通してきた気持ちを、こんな形で知られたくはない。

　でも、脅おどしに屈くつするのはプライドが許さないって云っても、この状じよう況きようではどう考えても俺のほうが不利でしかないよな……。

「どうしますか？」

「…………」

　いくらその場は傷を癒いやすことができたとしても、あとで我に返ったときに絶対に後こう悔かいするに決まってるのに、どうしてこいつはそれがわからないんだろう？

　決して頭の悪いやつとは思えないし、いまは失しつ恋れんしたばかりで冷静じゃなくとも、時間が経たてばそのことに気づいてくれるだろうか？

「───わかった。お前の云う通りにする」

　結局、俺は黙って押領司の言葉を受け入れるしかなかった。

　この状況で俺が拒むのが難しいこともあったけれど、正直云って、もしかしたらただの冗談で、すぐに心変わりをするかもしれないという気持ちもあった。

　高校生くらいの子の気持ちなんて移ろいやすいものだし、教習が終わって自宅に帰ったら気が変わってるかもしれない。

　俺は心の中にそんな期待を微かすかに持つ。

「じゃあ、続きはまた明日。仕事以外の予定は入れないようにしておいて下さいね」

「……っ」

　だけど微笑みとともに念を押された俺は、返す言葉を見つけることができなかったのだった。










　そのあと、時間の後半で何とか決められたカリキュラムを全てこなし、判子を押して押領司を追い払った俺は、ぐったりとしながら事務室に戻もどった。

　ただでさえ体調が思わしくないのに、どうして今日に限って、朝から疲つかれることばかりあるんだろう…。

　でも、あと三時間こなせば、昼休みになる。

　もう少しの辛しん抱ぼうだと自分に云い聞かせ、俺は前まえ屈かがみになっていく姿勢を気力で正した。

「石蕗教官、お疲れ様です」

「あ、あの、ちょっと」

　廊ろう下かですれ違ちがった受付嬢じようを俺は咄とつ嗟さに呼び止めた。

「どうかしましたか？」

「さっきの教習、先週チェックした生徒と違ったみたいだけど、キャンセルでも出た？」

「ああ、あの高校生ですか？　あの子、カッコいいですよね～」

「は？」

　問いかけの内容とはかけ離れた答えに、俺は瞠どう目もくしてしまった。

　な、何なんだいったい？

　悪い子じゃないんだけど、性別の差か、年代の違いか、どうも会話が食い違ちがうときがよくあるような気がするんだよな……。

「今朝、キャンセル待ちの受付のとき、あの子にどうしても石蕗教官がいいって云われたんで、こっそり当日予約の他ほかの教官と交こう換かんしてあげたんです」

「え、あいつから俺がいいって云ってきたの？」

　偶ぐう然ぜんかと思っていたけれど、実際はそうではなかったらしい。

　ということは、押領司は元々俺にあの話を持ちかけるつもりでいたということか。

　しかし、受付嬢までたらし込んで、あいつは何を考えてるんだ……。

「本当はこんなことしちゃいけないんですけど。だから、他の教官には内ない緒しよですよ？」

「ははは…」

　屈くつ託たくのない彼女の言葉に、俺は力なく笑うことしかできなかった。
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「お先に失礼します」

　お疲れ様という声を聞きながら、五時までの教習をこなした俺は事務室をあとにした。

　この國見ドライビングスクールは土日はもちろんのこと、朝は八時から夜は九時まで営業しているため、勤務体制は早番と遅おそ番ばんの二通りがある。

　俺はその中で主に早番のシフトを取っているため、だいだいいつも夕方六時頃ごろまでには自宅に帰っている。

「…寒いな」

　建物の外に出ると、冷えた空気がまつわりつく。

　羽織っただけだったコートのボタンを留めながら、俺は車を停とめてある駐ちゆう車しや場じようへと向かった。

『───じゃあ、続きはまた明日』

　そう、云っていたのに。

「……結局、今日こなかったな、あいつ……」

　俺が受け持つ時間は全て予約で埋うまっていたけれど、昨日のようにキャンセル待ちとして来るのではないかと思い、実は何度も待ち合い室を覗のぞいたりもしたのだ。

　でも結局、最後まで押領司の姿は見えないまま、退社時間が来てしまった。

　もしかして気が変わってくれたのだろうか？

　そうだといい。身み替がわりなんてお互たがい決していい思いをするものじゃないのだから……。

「…って、何で俺はがっかりしてるんだよ」

　車に乗り込み、不必要なほど勢いよくドアを閉める。

　暗くなっていく気持ちに軽いショックを覚えた俺は、戸と惑まどいを誤ご魔ま化かそうとエンジンをかけハンドルを握にぎる。

　脅されることもないのだからホッとすべきなのに、なんで暗くなってるんだ俺は？

　失恋で人ひと恋こいしくなってるんだろうか？

「……くっ」

　そんな自分の考えに、思わず笑いが込こみ上げてきた。

　慰なぐさめが必要だったのは、俺のほうだってことか？

　朝からそわそわして、何度も何度もキャンセル待ちのリストを確かめて、名前を見つけられずにがっかりして。

　明日と云いっていたのに不都合でもあったのだろうか？　もしや何かあったんじゃ？

　一日中そんな心配までしてたなんて、どうかしてる。

　馬ば鹿かか俺は。これじゃまるで、あいつに恋こい焦こがれてるみたいじゃないか……。

「別に俺はあんなやつに会いたくなんか───」

「誰だれに会いたくないんですか？」

　マンションに着いても、まとまらない思考を巡めぐらせながら部屋に向かっていた俺は、不意に投げかけられた言葉にびくりとする。

　はっと顔を上げると、昨日と同じ制服姿の押領司が部屋の前に立っていたのだ。

「……押領司」

「まあ、会いたくなかった相手は僕かな」

　柔やわらかな笑えみを浮うかべたまま問われ、俺は狼狽うろたえてしまう。

「あ…当たり前だろ。あんなふうな脅しをかけてくるような相手に会いたいと思うか、普ふ通つう」

　動どう揺ようを悟さとられないよう、顰しかめ面つらをしながら告げる。

　まさか、教習所に来ない押領司の心配までしていたなんて、口が裂さけても云えるはずがない。

「脅おどしだなんて酷ひどいな。取り引きですよ」

「……云ってろ」

　こんなやつの心配をしてたなんて、本当に俺は馬鹿かもしれない。しゃあしゃあと俺の言葉に訂てい正せいを入れる押領司にため息が出る。

「でも───本当に会いたくなかったんですか？」

「え？」

「今日、僕が姿を現さなかった間、何度も僕のことを考えたでしょう？　いつ来るのかって思いませんでしたか？」

「な……っ」

　お前は何が云いたいんだよ！

　キッと睨にらみつけると、押領司は口の端はしだけで笑った。

「あれ？　図星ですか？　それなら、顔を出さなかった甲か斐いがありましたね」

「お前、わざと来なかったのか!?」

　押領司の言葉に俺は、思わず詰つめ寄ってしまう。

「まさか。一秒でも長くあなたの顔が見たいのに、わざわざそんなことするわけないでしょう。今日は卒業式の打ち合わせがあったんで、学校に行ってたんですよ」

「なんだ…」

　───って、なんで俺はホッとしてるんだ？

　こいつが来なかった理由が何であろうが俺に関係ないじゃないか。一いつ喜き一いち憂ゆうする理由なんか俺にはないのに！

「それなら、今日来なくてもよかったのに」

　振ふり回された悔くやしさに、投げやりにそう告げると、押領司は指の背で俺の頰ほおを撫なでながら囁ささやいてきた。

「約束したでしょう？　また明日って」

「────」

　思わず見上げた押領司の視線は俺より少し上の位置にあり、注がれるその柔らかな眼まな差ざしに不本意にも胸が切なくなる。

　そんなに俺は、こいつの好きな人に似ているんだろうか？

　こんなに愛いとおしげに見つめられたら、錯さつ覚かくしてしまいそうになるじゃないか……。

「それより、こんなところに立ってたら風邪かぜを引きますよ？　いい加減、中に入ったらどうですか？」

「……っ！　だから、お前が云うな！」

　意識を引き戻もどしたのは、押領司の現実的な言葉だった。

　やばい……いま、俺、見み蕩とれてた……？

　再び見ると、押領司の顔はまた感情の読めない無表情に戻っていた。

「っていうか、お前…家に入るのか？」

「当たり前です。何で待っていたと思ってるんですか？」

　慇いん懃ぎん無礼っていうか、不ふ遜そんっていうか……。

　まったく……年下の高校生なんかに、何でこんなにも俺が振り回されてるんだ。

　バツの悪い思いを抱かかえながら、俺は仕方なくポケットから鍵かぎを取り出し玄げん関かんを開ける。

「うわ、部屋ん中も寒いな。お前も体冷えただろ？　何か飲むか？　インスタントコーヒーならすぐできるけど」

　そう云いながら、俺は靴くつを脱ぬぎ捨てるようにして部屋に上がり、冷えた部屋を暖めようと暖だん房ぼうのスイッチを急いでつけた。

　歓かん迎げいしない客とはいえ、一応客は客だし。放ほうっておくわけにもいかない。

「……あなたって人は……」

　すると、独り言のような呟つぶやきが背後から聞こえてくる。

　その直後、不意に背後からやつにキツく抱だき竦すくめられた俺は、思わず間ま抜ぬけな声を上げてしまった。

「うわ…っ」

「招かれざる客にまでそんなに親切にしてたら、すぐにつけ入られますよ？」

「……つけ入るって、俺はコーヒーのことを聞いたんだぞ？」

　なのに突とつ然ぜん何を云ってるんだ、こいつは…？

「僕はコーヒーなんかより、あなたがいいです」

「はあ!?」

「外で待ってたら、こんなに冷えちゃったんですよ？」

　ぐっと更さらに強く抱きしめてくる押領司の腕うで。

　首筋に触ふれる押領司の頰は、確かに氷のように冷たくて、それだけでやつがどれだけの間ドアの前に立っていたのかがわかる。

「お、お前が勝手に待ってたんだろっ」

「そうですね」

「……っ」

　きっと、学校に行けば気のいい仲間がいて、家に帰れば温かい食事が出てくるだろうに、どうしてわざわざ俺なんかを選ぶんだろう？

　それに、この外見ならモテないわけもないだろうし。

　淋さびしさを紛まぎらわす相手なら、もっと他ほかにいそうなものなのに、似ているってことにそんなにも意味があるんだろうか？

「教官？」

「………」

　とくん、とくん、と何故なぜか高鳴っていく心臓の音。おまけに、冷たい腕に抱かれているというのに、体も熱くなってくる。

　……まずい。

　このままじゃダメな気がする。雰ふん囲い気きに流されてしまいそうだ。

　この空気をどうにかして破らなくてはと口を開こうとした瞬しゆん間かん、くっと顎あごを持ち上げられ言葉を発しかけた唇くちびるを塞ふさがれた。

「押領……んんっ」

　下した唇くちびるを甘あま嚙がみされたかと思えば、ぬるりとした舌が口こう腔こうへ忍しのび込んでくる。

　体を捻ひねるような体勢が苦しくて身じろぐと、立ち位置を変えられ正面から抱きしめられた。

　押領司の舌は冷たく、俺の体温を奪うばおうとするかのように口の中を荒あら々あらしく搔かき回す。舌を搦からめ捕とられ、柔らかく吸い上げられただけで、カクン、と膝ひざの力が抜けてしまった。

「…っあ……」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　くずおれそうになった体を支えられ、腰こしが密着するように引き寄せられる。

　いまのキスだけで熱くなりかけている自身を知られるのが嫌いやで、俺は自力で押領司から離はなれようとしたけれど、それは許されなかった。

「酔よってなくても感じやすいんですね」

「……るさいっ」

「耳まで赤くなってますよ。照れなくてもいいのに」

「これは生まれつきだ」

　押領司の視線がいたたまれなくて、ふいと顔を背けると、くすりと笑う気配がした。

「じゃあ、キスが甘いのも生まれつきなんですか？」

「え？」

　何のことを云っているのかすぐにはわからなくて、思わず首を傾かしげたあと、ようやく俺は、昨日もらったチョコレートの残りを、帰り支じ度たくの途と中ちゆうに口に放り込んだことを思い出した。

　そういえばまだ、舌の上にあの甘さが残っているような気がする。

「あ、さっき、チョコ食べたから───あ…っ、ん…ぅ……」

　答えかけた唇をまた奪われ、今度は痺しびれるほどに強く舌先を吸われた。

　角度を変えながら蹂じゆう躙りんされる口腔は、それこそチョコレートのように溶とけていってしまいそうだった。

　くそ、俺より八つも年下のくせに、何でこいつはこんなにキスが上手うまいんだ。

「んっ……ふ、んん…っ」

　本格的に足腰に力が入らなくなり、俺の体はずるずると下がっていってしまう。それでも、押領司は俺の体を抱きとめながら、唇を追いかけてくる。

「ちょっ、待った……」

　不安定な体勢に耐たえきれなくなった俺はギブアップを訴うつたえ、自らフローリングの床ゆかにぺたりと座り込んだ。

「ひ、一息つかないか？　身替わりにつき合うったって、その……いきなりヤらなくてもいいだろうが」

「別に僕は何の問題もありませんけど？」

「俺には問題があるんだよ！　き…気持ちの準備くらいさせてくれたっていいだろう」

　退路を断たたれて、やむなく了りよう承しようさせられたのだ。受け入れる覚悟をするくらいの時間はくれたっていいだろう。

「そんなこと云いって、逃にげるつもりなんじゃないですか？」

「馬ば鹿か云え！　俺はどんな約束だって、破るつもりはない」

　疑いの眼差しを撥はね返すように睨にらみつける。

　一度約束したことを破るなんてそんなこと、俺がすると思っているのかこいつは！

　利哉に知られたくないという気持ちはあったにしろ、押領司の云う『取り引き』とやらを固辞できなかったのは、罪悪感と責任感もあったからだ。

　酔っていたとはいえ、自分はこいつを身み替がわりにしてしまったのだ。なのに、自分だけそんなことをしておいて逃げるなんて卑ひ怯きような真似まね、できるわけがない。

　気が変わることも願ったけれど、こいつには自分を身替わりとして扱あつかう権利があると思ったから頷うなずいたっていうのに！

「あはははは！　そうですね、あなたはそういう人だった」

「？」

「何だか、ますます我が慢まんがきかなくなりました」

「はあ？　何云って……いっ」

　勢いよく体を押し倒たおされた俺は、フローリングの床にしたたか頭をぶつけてしまった。

　いたた、と後頭部をさすりながら体を起こそうとしたけれど、押領司の体が覆おおい被かぶさってきていて、どうにもこうにも身動きが取れなくなった。

「お…押領司……？」

「すみません。そのまま大人しくしていて下さい」

　そう云って、押領司は馬乗りになって、俺の着ているもののボタンを手て際ぎわよく外していく。

　コートの前がまず開かれ、次にスーツのジャケット、そして、ネクタイを引き抜かれる様を大人しく見守ってしまった。

「おい！　ちょっと待て…っ」

「何ですか？」

　シャツのボタンに手をかけている押領司に、俺は必死で待ったをかける。

　さっきの話を聞いてなかったのか、こいつは。

「たったいま、気持ちの準備をさせろと云っただろう！」

「僕も云ったでしょう？　我慢がきかないって。悪いけど、いまの僕にはあなたにそんな時間をあげる余よ裕ゆうはありません」

「お、おい…っ、わっ!?」

　押領司はひょいと俺の体をひっくり返すと、コートとスーツのジャケットをまとめて剝はぎ取った。

　逃げるつもりはないと云ったけれど、このまま大人しく抱だかれてしまうのも悔くやしくて、俺は柔じゆう道どうの寝ね技わざの要領で押領司の腕から逃のがれようとする。

「やめ…！　放せって云って…っ」

　けれど、なかなか体が思うように動いてくれない。

　体格差はそんなにないんだから、本気を出せばこいつくらい押さえ込めるはずなのに…！

「はいわかりましたって云って、僕が放してあげるとでも思ってるんですか？」

「くそッ！　仮かり免めん許きよも持ってないガキのくせに…っ」

　口でも敵かなわなければ、力でも負けるなんて。

　悔し紛れに悪態をつくと、くっという笑い声が聞こえてきた。

「免許はなくても、運転は上手かったでしょう？　そうだ、教官。いいこと教えてあげましょうか？」

「な…何をだよ…」

「僕、バックも上手いんですよ」

「え……って、馬鹿っ、知るかそんなの！」

　バ…バックって、何云ってんだこいつ!?

　笑い混じりの言葉に潜ひそんだ意味を察し、俺はカッと頭に血を上らせた。

　すると怒いかりに唇を震ふるわせている俺をよそに、押領司は少し思案してから、呟つぶやいたのだ。

「往生際が悪いですね」

「いっ…!?」

　途と端たん、自分の体を返そうと床についていた手を取られ、後ろに捻られた。関節をきめられ、少しでも動かそうとすると痛みが走る。

　こいつ……何か習ってるのか？　どう考えても、手際が素人しろうとじゃない。

「……そうですね。受け入れられないっていうなら、僕に抱かれる理由をあげましょうか」

「理由…？　って、こら！　何して…!?」

　押領司は俺の両手を後ろ手にひとまとめにすると、紐ひも状の何か──多分、さっき引き抜いたネクタイだろう──で縛しばってしまった。

　相当堅かたく縛ったようで、両手を動かしてみても結び目はビクともしない。

「これであなたは『抵てい抗こうできなかった』っていう云い訳が自分にできるでしょう？」

「……っ」

　そういう問題じゃない！　と叫さけびたかったけれど、足の間から滑すべり込んできた押領司の手が、俺の中心を握にぎり込んできたせいで、言葉が出なかった。

「そもそも、あなたは僕に逆らえる立場じゃない。もう、忘れたんですか？」

「あっ…、……っ」

　握られた場所をやわやわと刺し激げきされ、喉のどから声が漏もれ出てしまう。巧たくみな指先に追い上げられ、そこはいともたやすく硬こう度どを増していった。

「や…め…、やっ……」

　背筋を這はい上がってくる痺れは甘い毒を含ふくみ、細さい胞ぼうを一つ一つ蕩とろけさせていく。

　けれど、流されまいと逃れようともがいた隙すきに、ベルトに手をかけられ、フロント部分も緩ゆるめられてしまった。

　はっとしたと同時に、下か肢しを覆っていたものを一気に引き下ろされる。

「……っ!?」

　太ふと腿ももに冷たい空気が触ふれ、確かく認にんせずとも自分がどんな格好にさせられたかが、俺にはわかってしまった。

　その上、咄とつ嗟さに閉じかけた足の間に膝ひざを入れられ、奥まった場所を指で押し開かれると、更さらに焦あせりが増してくる。

「押領司…っ、何して───ひあっ」

　強ごう引いんに晒さらされたそこに、生温かいものが触れてきた。

　───まさか、舌…!?

　ぬるりとした感かん触しよくに、それの正体がわかる。

　経験がないわけではなくとも、いくら何でもそんなところを舐なめられたのは初めてで、一いつ瞬しゆんにして俺はパニックに陥おちいってしまった。

「あ、あ…っ、噓うそ……いや…だ……ぁあっ！」

　激しい羞しゆう恥ちに視界が真っ赤に染まる。けれど、それ以上に気持ちよくて、俺は四肢を震わせた。

　押領司の舌先が固く閉じた窄すぼまりを探さぐり、丹たん念ねんに舐め溶とかそうとする。舌の動きに合わせ聞こえてくるぴちゃぴちゃという音は、俺を鼓こ膜まくからも犯おかしてきた。

「く…っ、あっ、あ……っん、んん」　>>>♥

　ヒクつく入り口を指で無理矢理左右に開かれ、その中へ舌が強引に入り込んでくる。

　浅い場所を出入りする押領司の舌は、まるで何かの生き物のように蠢うごめいた。体の内側を舐められる不思議な感覚に、現実感が薄うすらいでいく。

　後ろへの刺激に完全に勃たち上がった昂たかぶりがもどかしくて、無意識にそれを床ゆかに擦こすりつけるような動きをしてしまった。

「こっちも弄いじって欲しいんですか？」

「や…っ！　んんん…っ」

　ピン、と反り返るそれに指が絡からみつく。自分の浅ましい行動を知られてしまったことと、直接自身に触れられる感触に血液が沸ふつ騰とうする。

　昂りを軽く上下に擦られただけで、腰こしの奥からゾクゾクとした快感が込こみ上げてきた。

「は…ぁ…っ、く……っ…」

　唾だ液えきで濡ぬらされた後ろの窄まりを、今度は指先が探ってくる。

　舐め解ほぐされて柔やわらかくなりつつあった入り口は、少し強く押されただけで、押領司の指先を簡単に飲み込んでしまった。

「んー…っ」

　沈しずみ込んだ指が体の中で卑ひ猥わいに動く。

　そして、狭せまい器官を拡ひろげようとしながらも、俺の弱い場所を刺激してきた。

「っあ！　そこ……っ、だめ、だ……んぅ…っ」

　前も同時に弄られて、下肢から力が抜ぬけていく。せめて嬌きよう声せいだけは堪こらえようと唇くちびるを嚙かむけれど、強制的に与あたえられる快感に気持ちさえもが負けてしまう。

「…よさそうですね」

「っあ…やぁ…っ」

　乱暴に抜き差しされる指は、いつの間にか増やされていた。

　粘ねん膜まくを擦られる感覚に、何とも云いえないもどかしさを感じ、物足りないと思いかけた思考を俺は必死に否定した。

　高められ痛いほどに張り詰つめた自身は、熱を解放されるのを待っている。なのに、押領司は決定的な刺激をなかなか与えてくれようとはしなかった。

「……っ、あ……も…っ」

　───耐えられない…っ！

「まだですよ。あなた一人で気持ちよくなってもらっても困るんです」

　なのにそう云って、押領司は俺の中から指をずるりと引き抜いてしまった。

「あ……っ…」

　訪おとずれた喪そう失しつ感かんに目を見開いたのも束つかの間ま、摑つかまれた腰を持ち上げられ、奥まった場所にとてつもなく熱いものを押し当てられた。

　そして、構える間もなく、その切っ先で穿うがたれる。

「────っ!!」

　体内を押し開かれる圧あつ迫ぱく感かんと、粘膜を一気に擦り上げる刺激が頭の中を真っ白にし、その衝しよう撃げきにまともに声も出せなくなる。

「なっ……、あ……あ……っ、ぁあっ……！」

　埋うめ込んだ楔くさびをギリギリまで引き抜かれ、勢いよく押し込まれる。ただでさえ体温が高くなっているというのに、体の中で起こる摩ま擦さつが俺の熱を余計に煽あおった。

　既すでに知られている敏びん感かんな場所に当たるよう、そこばかり抉えぐるように突つき上げられる。

　緩かん急きゆうをつけた律動は、言葉では譬たとえようのない快感を生み、俺の細胞を侵しん食しよくしていった。

「い…っ、くっ、ぁ、あ……っ」

　荒あら々あらしい動きに合わせて、肩かたがフローリングに擦すれる。歯を食いしばり、その痛みに耐たえていたら、するりと腕うでの拘こう束そくが解かれた。

「え……？　あっ」

　何事かと思っていると、体の繫つながりも解かれて体を仰あお向むけにさせられる。

　すっかり力の入らなくなった四肢を投げ出すようにしていると、押領司は制服の上着を脱ぬぎ捨て、乱暴にネクタイを引き抜いた。

　そうして、くつろげられた胸むな元もとに、俺は視線を奪うばわれる。

　この間は意識していなかったけれど、意外と筋肉がついている。無む駄だに鍛きたえられたそれではなく、何かスポーツをしているようなつき方だ。

「何を考えてるんですか？」

　ぼんやりとそんなことを考えていると、今度は両足を抱かかえられ、再び深く穿たれた。

「え？　あっ……んー…っ」

　貫つらぬかれる角度が変わり、びくん、と背中が反り返った。そして、浮ういた背中に腕を差し込まれ、そのまま抱だき起こされる。

「く…っ」

　押領司の膝を跨またぐような体勢にされ、押領司の昂りを一番奥まで飲み込むことになった。

「これなら痛くないですよね」

　はだけたシャツをめくられ、擦れて赤くなった肩に唇を押し当てられる。

「……あ……」

　……気き遣づかってくれたのだろうか。

　それを確かめたかったけれど、何か言葉を発する前に口を塞ふさがれてしまい訊きくことができなかった。

　かき抱いだかれながら、口の中をかき混ぜられ、無心に舌先を吸われる。

　そんな余よ裕ゆうのない口づけに、頭の中までぐちゃぐちゃにされた。自分の体が心こころ許もとなくて、押領司に縋すがりつくと、一層キスが深くなる。

「っは、あ……押領司……っ」

　唇が離はなれた瞬間、俺は無意識に名前を呼んでいた。押領司は少し驚おどろいた顔を見せたあと、柔らかく目を細める。

「『トシヤ』でいいですよ。彼と同じ名前なんでしょう？」

　押領司は俺に切なげな眼まな差ざしを向けながら、そんなふうに云ってきた。

「な……っ」

「あの夜みたいに、僕をあなたの好きな人だと思ってくれても構いませんから」

「そんな…こと……あっ」

　尖とがった胸の先を指で押し潰つぶされ、声が上がる。敏感なそこはそろりと撫なでられるだけで痛いほどに感じてしまう。

　泥でい酔すいしていたあのときならともかく、いまこいつのことを利哉だと錯さつ覚かくすることなんてできっこない。囁ささやく声も体温も体たい臭しゆうも、何もかも違ちがうのに。

　ほんの少し似ていると思えるのは、俺の髪かみを指で梳すく仕草だけ。利哉もこいつも、まるで幼い子供にするように、俺の頭を撫でるのだ。

「僕もあなたを好きな人だと思って抱いてますしね」

「……っ!!」

　押領司の言葉にズキリと胸が痛くなり、云いようのないもやもやとした感情が、俺の中で渦うず巻まいた。

　……だから、なのか。

　強ごう引いんにでも自分の思い通りにしようとしてくるくせに、俺を抱く手つきはどこまでも優やさしい。

　きっと、俺を見ながら、顔立ちが似ているというその人を思い浮かべているんだろう。

　押領司が相手のことをどれだけ好きなのかは、瞳ひとみを見ていればわかる。

　思し慕ぼと憧あこがれの混じったその目は、まるで俺に向けられているようだけれども、押領司は俺を通して違う相手を見ているのだ。

　身み替がわりの俺に対してでさえ、こんなに優しいのだ。本当に好きな相手には、どれほど尽つくすことだろう。

「……っ…」

　不意に瞳の奥が熱くなり、鼻の奥がツンと痛む。

　何なんだ、いったい。

　予測もつかない感情の変化に戸と惑まどってしまう。涙なみだが込こみ上げてくる前まえ触ぶれを悟さとった俺は、泣き顔は見せまいと押領司の首にキツくしがみつき、顔を肩口に埋うずめた。

「どうしたんですか？」

「……く」

「え？」

「いい…から……早くしろよ…っ」

　こんな動どう揺ようを悟られるくらいならと、続きをねだる。

　いっそ、この不可解な感情も体と一いつ緒しよにぐちゃぐちゃにしてもらえたら。

　しがみつく腕に力を込め、足で押領司の腰こしを強く挟はさみ込むと宥なだめるような手つきで背中を撫でられた。

「すいません。焦じらしてるつもりはなかったんですが」

　気づかれずにすんだことに内心胸を撫で下ろしながらも、笑い混じりの響ひびきのいい声にまで、ぞくりと背筋が震ふるえる。ちゅ、とこめかみにキスをされただけで、びくんっと体が跳はねてしまった。

「……っ…」

「そのまま摑まってて下さいね」

　押領司は俺の腰を摑むと、怖こわいくらい鋭えい敏びんになっている体を突き上げてきた。

「…っあ！」

　衝撃が全身に響き、押領司の昂たかぶりを飲み込んだ場所に力を込めてしまう。狭せまくなった器官は、最さい奥おうまで入り込んだ男の形をリアルに感じとった。

　その大きさと熱さに圧あつ倒とうされていると、前置きもなく腰を強引に引き上げられる。

「あぁあ……っ」

　急な動きに内ない壁へきを擦こすられ、声を我が慢まんできなかった。

　俺の中に入り込んだその熱は、絡からみつく粘ねん膜まくを引き剝はがすようにして抜ぬけ出ていき、喪失感にひくつく内部へまた押し込まれる。

「は…っ、あ……ぁ…あ……っ」

　好き勝手に揺ゆさぶられ、下腹部がずくんと疼うずく。

　指先までもがチリチリと痺しびれ、俺の体は押領司の意識に支配されてるかのようだった。

　何度も繰くり返されるその動作に、腰が甘あま怠だるくなっていく。体の中を深く浅く抉られる気持ちよさに、俺はただ身み悶もだえるしかなかった。

「気持ちいいですか？」

「んっ……バカ、…んなこと、訊きくな…っ」

「だって、腰が揺れてますよ？」

「そ……っ、噓うそ…だ…っ」

　そんなわけないと思いたかったけれど、この体は無意識に快感を欲ほつして動いていたらしい。俺は腰を揺らし、ピンと張り詰つめたままの中心を押領司の腹に擦りつけるようにしていた。

「こっちも弄いじって欲しかったんですか？」

「あっ、あ…ぁあ…っ」

　雫しずくを零こぼし濡ぬれそぼった自身に押領司の指が絡みつく。ぬるつくそれを擦られ、腰が震えた。

　押領司は何を思ったのか、俺の両手を取り、勃たち上がった中心へと導く。そして、それを握にぎらせると、俺の耳元で囁いてきた。

「好きに弄ってていいですよ」

「ばっ……何云いって…！」

「だって、どっちも欲しいんでしょう？」

　そう云って、体を揺さぶる動きを再開する。

「やっ…ぁああ……っ」

　奥を突つかれ、ガクガクと腰を揺すられ、喉のどの奥から高い声が迸ほとばしった。押領司の言葉に従いたくはないのに、思わず握らされた自身を擦ってしまう。

　内壁の粘膜は貪どん欲よくに押領司の昂りを締しめつけ、ひくひくと収縮した。　>>>♥

「……っ、あんまりキツくしないで下さい」

　押領司のほうも余裕がないのか、苦く笑しようしながら告げられた言葉が掠かすれている。

　俺を追い上げる動きはどんどん速くなり、そのぶん激しく荒あら々あらしいものになっていった。

「……っく、あぁ…あ、押領…司……っ」

「としや、でしょう？」

「あ…ぅん…っ、とし…や……っ」

　押領司は、どちらの名前だと思って云っているんだろう？

　自分の名前を呼んで欲しいのか、それとも、利哉の名を呼べばいいと云っているのか。

　……そして、俺はどちらの名前をこの唇くちびるに刻んでいるのだろうか。

「ひぁ…っ、あ、あっ、んんー…っ」

　手の中の自身は限界ギリギリまで張り詰めている。少し強く擦れば、それだけでイッてしまいそうなくらいに。

　でも俺は、何故なぜかそうしたくはなかった。

　先に一人でイッてしまいたい誘ゆう惑わくを堪こらえ、手を放す。一いつ瞬しゆん躊躇ためらったけれど、半ばヤケのようにシャツを着たままの押領司の肩かたに、べったりと汚よごれた手で摑つかまった。

「ん…っ」

　不意に込み上げてきた欲求に唆そそのかされ、目の前にある押領司の唇に口づける。

　目を見張り、驚いた顔をしている押領司に少しだけ胸がすき、生来の負けず嫌ぎらいな性格が頭を擡もたげてきた。

　年下に翻ほん弄ろうされてばかりいるのは癪しやくに障さわる。

　深く舌を差し込んで口の中を搔かき回してやると、仕返しとばかりに甘あま嚙がみされ、舌先をきゅっと吸い上げられた。

「んん……ふっ……」

　合わせる角度を変えつつ濃のう厚こうなキスを交かわす。疼く腰を擦りつけるように動かすと、ぐっと下から強く突き上げられた。

「あぁ…っ」

　俺の反乱を嘲あざ笑わらうかのように深くを抉えぐられ、俺は思わず押領司の頭をかき抱いだく。すると、耳元で何かを囁ささやかれた。

　よく聞こえず、聞き返そうとしたけれど、与あたえられる律動でまともに言葉が紡つむげない。

　意識が僅わずかに逸それた瞬間、深い場所を勢いよく突き上げられた。

「あ……ぁああ…っ！」

　衝しよう撃げきで下か肢しが震え、下腹部に溜たまっていた欲望が迸った。

　絶頂に体が強こわ張ばった瞬間、穿うがたれた昂りも弾はじけ、体の中にじわりとした熱が注ぎ込まれる。

　ガクン、と崩くずれ落ちた体は押領司の腕うでに抱きとめられ、二人分の荒あらい呼吸が重なった。

「……なあ」

「何ですか？」

「あ、いや、何でもない……」

　さっき、何と云ったのかを聞いてみようかと思って口を開いたけれど、やっぱりやめておいた。

　行こう為いの最中の睦むつ言ごとなど聞き直してどうするのだ。

　本人だって覚えてないかもしれないのに。

　それに、こいつが本当にあんなことを云っていたとしても、俺に向けて云っているわけじゃないんだから関係ない。

「…………」

　何故か胸の奥に淋さびしさのようなものを感じた俺は、静かに深いため息をついた。










「他ほかに気持ち悪いところはないですか？」

「……別にない。それより、あとは自分でやるからもういいって云ってるだろ」

　当然のように、一回で終わらせてくれなかった押領司に幾いく度どとなくつき合わされて疲つかれきっていた俺は、動く気力もなくなり、押領司を先にシャワーに追い立てた。

　一瞬でもいいから、一人になりたかったのだ。

　……どうしてしまったんだろう、俺は……。

　嫌いやだと云いつつも、実際は押領司の手に感じさせられてしまったことへの自己嫌けん悪おに苛さいなまれた俺の気分は優すぐれない。反面、体のほうは疲ひ労ろうしつつもすっきりとしており、そのことも複雑な心境に輪をかけていた。

　しかし、何であいつは高校生のくせにあんなに上手うまいんだ……。

　押領司の指先一つで、俺の体は違ちがうものに作り替かえられてしまったかのように神経が尖とがり、体温が上じよう昇しようしていく。

　その上、恨うらむべき相手だというのに、あいつに抱きしめられると何故か体の力が抜けてしまうのだ。落ち着くと云ったら語ご弊へいがあるけれど、何というか、ホッとする自分がいる。

　そのくせ、見つめられ、接せつ触しよくを意識すると心臓が壊こわれてしまったかのように早はや鐘がねを打ち出す始末。苦しいような切ないようなこの感情は、いったい誰だれに向けてのものなのだろう？

　鬱うつ々うつとする俺に後始末をする元気なんかあるはずもなく、ベッドに転がってぼんやりとしていたら、シャワーから上がってきた押領司にそれを見み咎とがめられ、こうして無理矢理体を拭ふかれることになってしまったというわけである。

「そんなこと云って、服も着ないで寝ねてただけじゃないですか。いい大人がそんなことで風邪かぜ引いたらどうするんですか」

「……っ！　服を脱ぬがせたのはどこの誰だ…っ」

「僕ですよ？　だから、こうやって責任を持って面めん倒どうを見てあげてるんですよ」

「…………」

　本当に、口の減らない男だな……。

　もしかして、この口くち煩うるささが敬遠されて失しつ恋れんしたんじゃないのか？

　俺は、これ以上揚あげ足あしを取られたらかなわないと口を閉とざした。押領司はその間も、黙もく々もくと汗あせばんだ俺の体を拭き清めていく。

「少し我が慢まんしてて下さい」

「……ッ!?」

　体をうつ伏ぶせにされ、足の間にも指が忍しのんできたけれど、恥はずかしがるのもいまさらだと思い唇を嚙んで耐たえる。

「ひと通り拭きましたけど、あとでシャワーは浴びて下さいね」

　そんなことを云われながら、さっきクローゼットから出しておいてもらった着替えを渡わたされる。ハーフパンツを穿はき、のそのそとＴシャツに袖そでを通していると、押領司が俺を見ながらくっと笑った。

「何だよ」

「いや、すいません。思い出し笑いです。さっきはびっくりしました。あなたのほうからあんなに積極的になるなんて」

「……うるさいな。されてばっかりってのがムカついたんだよ」

　自分から仕かけてしまったキスのことを揶や揄ゆされ、微かすかに頰ほおが染まる。

　あのときは半分ヤケのようなものだったけれど、こうして理性が戻もどってみると恥ずかしい。

「負けず嫌いなんですね」

「もういいだろ、そのことは」

　何で俺は、こいつとこんな和なごやかに会話をしているんだか。

　その上、甲か斐い甲が斐いしく世話なんか焼かれて……。

　これじゃ、まるで恋こい人びと同士みたいじゃないか？

　───恋人同士…？

　思い浮うかべたその単語に、俺ははっとなる。

　好きな相手の身み替がわり───つまり押領司は俺を、好きな相手が恋人になったことを設定した上での『身替わり』として扱あつかいたいのかもしれない。尽つくしたい好きな相手は、自分を振ふり返ってはくれないから…？

「…………」

　また、胸が苦しくなってきた。

　俺は、無意識に自分の境きよう遇ぐうと重ね合わせて見てるんだろうか？

　複雑な気持ちを抱きながら、ふと視線を動かすと飾かざってある写真立てが視界に入った。

　そこに写っているのは、いまの押領司より二つ下の高校一年生のときの俺と利哉。

　あの頃ころは、毎日が楽しくて、何年も先のことなんて何も考えてはいなかった気がする。自分の思いに気づき悩なやんだこともあったけれど、それでも一いつ緒しよに笑い合っているだけで満足だった。

「この写真はいつのものですか？」

　写真を見つめていた俺に気づいた押領司が、そう訊たずねてきた。

「高校一年のとき、柔じゆう道どうの大会で準優勝したときのだよ」

「隣となりの人は、昨日の？」

「……ああ」

「そんな昔から友達なんですね…。柔道はいまでもやってるんですか？」

　一瞬、押領司の声のトーンが落ちた気がした。けれど、それを隠かくすかのように次の質問を投げかけられる。

「ずっとやってたけど、この一年くらいはさっぱり稽けい古こしてないな」

　そういえば、警察を辞やめてから道場に行く機会がなくなったから、全然練習していないんだよな…。だいぶ、体も鈍にぶってるに違いない。

「どうして？」

「単にきっかけがないだけだ。仕事が忙いそがしいしな」

　この一年は新しい仕事を覚えることで精せい一いつ杯ぱいだったから。

「……でも、畳たたみの感かん触しよくが懐なつかしいなあ」

「道場に行けばいいじゃないですか」

「そこは大人の事情ってもんがあるんだよ」

　昔の上司は道場だけでも通ってこいって云いってくれていたけれど、だからと云って、昔の職場にそう気安く足を運べるものじゃない。

　近所に道場がないか探してみたこともあったけれど、大学や高校の施し設せつとしてあるだけで、個人が通えるようなところは見つからなかった。

「それより、お前は帰らないでいいのか？　親おや御ごさん心配するだろう」

　どんなに大人びていて生意気でも高校生なのだから、遅おそくまで引き止めておくわけにはいかない。大人としての責任感でそう云うと、押領司はぷっと小さく噴ふき出した。

「本当にあなたは生き真ま面じ目めだな。大だい丈じよう夫ぶですよ、今日は外がい泊はくする云い訳を用意してきたんで」

「泊とまっていくのか!?」

「せっかくですから、夕食くらい用意してあげますよ」

「…………」

　夕食はいらないから帰って欲しい。

　そう視線で訴うつたえてみたけれど、さらりとかわされ無視される。

　我が物顔でキッチンを物色する押領司にため息をついていると、思い出したかのようにまた質問を投げかけられた。

「ところで、次の休みはいつですか？」

「休みの日も来る気なのか!?」

　休日くらい、一人で過ごさせてくれ！

　再び視線にそんな思いを込こめてみたが、一いつ笑しようにふされてしまった。

「あなたのプライベートは僕のために割さいてくれる約束でしょう？」

「……そこの壁かべに貼はってあるのが、シフト表だよ」

「今度の日曜日が空いてますね。じゃあ、この日は早起きしておいて下さい。朝、迎むかえに来ますから」

「な、何をする気なんだ？」

　わざわざ休日でなければならない理由は何なのだろう……。

　不安に苛まれながら押領司を見つめていると、真顔で答えを返される。

「休みの日にすることって云ったら、デートに決まってるでしょう？」

「デート…ねぇ……」

　本気でこいつがよくわからない。

　もし、二人でいるところを知り合いに見られたりしたら、何て説明する気なんだか。

　俺は余計なことを云う気にもなれず、黙々と冷蔵庫を物色する押領司を見ながら、今日何度目かのため息をついた。
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　日曜日に、と約束しておきながら、押領司は他ほかにすることはないのかと云いたくなるくらいの頻ひん度どで、毎日俺の前に姿を現した。

　それは教習所だったり、自宅だったり。

　押しきられるようにして体を重ねてしまったあとはいつも自責の念に駆かられたけれど、押領司と二人で過ごす時間には、だいぶ慣れてきた気がする。

　口煩いところはあるが、基本的には気が利きくので、一緒にいて楽なのだ。

　それに、一人ではまともに食べない食事も、押領司がいると何かしら口にしている。

　初めは気まずさを誤ご魔ま化かすためだったけれど、一人でする素っ気ない食事より、二人でする食事のほうが美味おいしく感じられることに気づいたからかもしれない。

　それに、あいつの作るメシ、美味うまいんだよな。

　味つけも俺の口に合うせいか、ついつい手が伸のびてしまうのだ。おまけに、作る手て際ぎわもよくて、片づけもやってくれるからありがたかったりする。

　そんなことでほだされてどうするんだ、と思わないでもなかったが、いつまでも反発だけしていても仕方ないわけで、俺はこれはこれと割りきることにしていた。

　───そして、その週の日曜、押領司は約束通り俺を迎えにやってきた。

「出かける準備をして下さい」

「……ほんっとうに、朝に来やがったな……」

　チャイムの連打で起こされた俺は、開ききらない目を擦こすりながら玄げん関かんを開けた。

　時間はまだ八時。平日ならば起きているが、休日の目覚めはいつも昼過ぎだ。

　朝早くと云ってもせいぜい十時くらいだろうと軽く見ていたが、そう云えば、こいつは高校生だったっけ……。

「早起きしておいて下さいって云ってあったでしょう？」

「だからって……。まあいい、仕し度たくするから少し待ってろ」

　こんな目立つやつを外に置いておくわけにもいかず、俺は部屋に上げて待っているよう指示し、覚かく醒せいしきらない頭で出かける準備をしたのだった。

「鍵かぎは閉めてきましたか？」

「ああ。…って、何でお前に確かく認にんされなきゃいけないんだ」

「じゃあ、これを被かぶって下さい」

「ヘルメット？」

　エレベーターに乗り込みながら手て渡わたされたのは、バイク用のヘルメットだった。あまりの眠ねむさに俺は、押領司がこんなものを持っていたことにすら気づいていなかった。

「本当は車の免めん許きよを早く取って助手席に乗せたいんですけど、知っての通りまだ無理なんで。バイクで我が慢まんして下さい」

「バイクの免許なんか持ってたのか」

「一昨年おととしの夏休みにちょっと」

　マンションのエントランス前に停とめてあったのは、四百ccのバイクだった。綺き麗れいにはしてあるけれど、少し古い型だ。

　でも、いくら古いと云ったって、高校生にこんなものを簡単に買える財力があるとは思えない。親に買ってもらったんだろうか？

「これどうしたんだ？」

「ちゃんと僕のですよ？　免許取ったとき、親の知り合いからタダ同然で譲ゆずってもらったんです。整備の仕方とか教えてもらって、暇ひまなときに自分でちょこちょこいじってるんです」

　意外な答えが返ってきて、びっくりした。

　バイクなんか乗りそうには見えなかったのに、人は見かけによらないということか。

「それで、どこに行くんだ？」

「乗ってれば、すぐにわかります」

「…………」

　どうやら、目的地に着くまで白状しないつもりらしい。

　俺はやれやれと思いながら、バイクの後ろに跨またがり、押領司の腰こしに手を回した。

　スムーズに発進したバイクは市街地を抜ぬけ、閑かん静せいな住宅街に入っていく。どんどんと周囲の人気がなくなっていくけれど、俺はいったいどこへ連れていかれるんだろうか。

　微かすかな不安を感じていたが、バイクはどこかの門の前で停車した。

「つきましたよ」

「ん」

　押領司の言葉に俺はバイクから降り、辺りをぐるりと見回した。

　緑が多く、人通りは皆かい無むだ。何かの裏道のような場所だけど、いったいここに何があるっていうんだ？

「ちょっとここで待ってて下さい」

「えっ？」

　押領司はバイクを手で押しながら、躊躇ためらいもなくその門の中へと入っていく。

　勝手に入ってしまっていい場所なのか？

　門の横にある受付のようなところに顔を出す押領司を不安げに見守っていると、やけに気安い会話が交かわされていた。

「おはようございます」

「お、生徒会長。今日も部活か？　精が出るねえ」

　生徒会長？　部活？

　ってことは、ここはあいつの学校なのか。

「本当は休みなんですけど、もうちょっとで卒業だから、いまのうちに稽けい古こしておこうと思って。体育館の鍵借りられますか？」

「はいはい、ちょっと待ってな。体育館はこれか。裏門は四時で閉まるから、その前に帰るんだぞ」

「わかりました。バイクもいつものところに停めさせてもらいますね」

　卒業とか体育館だとか、遠い昔に縁えんがなくなった単語ばかりが聞こえてくる。

　そして、押領司は守衛から鍵を受け取ると、バイクを押して建物の裏に行ってしまい、戻もどってきたときは手ぶらになっていた。

「お待たせしました。さあ、行きましょうか」

「おい、ここって……」

「もうわかったでしょう？　僕の学校です。本当はバイクで来ちゃいけないんですけど、休日登校が多いんで、守衛さんに協力してもらってるんですよ。あ、ちょっと入り組んでるんで、僕から離はなれないで下さいね」

「……お前は俺を何だと思ってるんだ……」

　暗に迷まい子ごになるなというようなことを云いわれて、ムッとして云い返すと、あははと笑う声が返ってくる。

　年上をからかって楽しむなんて、趣しゆ味み悪いぞ。

　だけど、ムキになったらこいつの思うつぼだと思い、気に留めてないふりを装よそおいながら、肝かん心じんのことを訊たずねてみた。

「それで、体育館に行って何をするんだ？」

　デートって云うからには、健全にスポーツにでも興じようっていうつもりか？

　休みの日の学校なら人目にはつかないと思うけど、二人でできることっていったら、何があるだろう。

「ここまで来れば、想像がつくんじゃないですか？」

「つかないから訊きいてるんだろ」

　普ふ通つうの体育館じゃテニスはできないだろうから、せいぜいバドミントンくらいしか思いつかない。

　……が、そんなものに興じている押領司の姿も想像つかなくて、俺は頭を抱かかえてしまった。

「こっちです」

　押領司は体育館の入り口で靴くつを脱ぬぎ、ずんずんと進んでいく。

「…って、おい！　待てよ」

　くそ、こんなときに脱ぎ難にくい靴なんか履はいてくるんじゃなかった。

　しっかりと結んであった靴くつ紐ひもを解ほどいてスニーカーを脱ぎ、小走りで追いかける。

「待てって云って───」

　俺は押領司が鍵を開けている引き戸の上にさりげなく掲かかげてある木の札に書かれた文字に目を奪うばわれた。

「もうわかったでしょう？」

「柔じゆう道どう場じよう…？　どうして……」

　振ふり向いた押領司の顔は、悪戯いたずらが成功した子供みたいな表情になっている。

　驚おどろきを隠かくしきれず震ふるえる声で訊ねると、ますます楽しそうに微笑ほほえんだ。

「今日は学校も休みだし、部活もない日だから一日道場を借りたんです」

　引き戸が開かれ、奥に覗のぞいた畳たたみの並ぶ懐なつかしい光景に胸が弾はずむ。

「何でそんなこと」

「この間、柔道やってるって云ってたでしょう？　せっかくだから、あなたに教えてもらおうと思って」

「は？」

「準優勝するくらい強いんでしょう？　少し手ほどきをしてもらえませんか？」

「俺は構わないけど……でも、いいのか？　俺は部外者だぞ」

　いくら休みの日だからって、関係ない人間が来てもいいものなのだろうか？

「柔道部の顧こ問もんの先生には許可をもらってますよ。それに僕は信しん頼らいされてるんで大だい丈じよう夫ぶです。これでも卒業生総代ですよ？」

「そう…なのか……」

　けど、どうして俺なんかのために？

　それだけのために朝早く起きて俺を迎むかえに来て、ここまで連れてきてくれたっていうのか？

　……素す直なおに喜んでもいいんだろうか。

　何か企たくらんでることがあるのか？　仮にそうだとしても、こんな場所に来る必要なんてどこにもない。

　嬉うれしいという気持ちと疑うべきだという相反する気持ちが錯さく綜そうし、何て云えばいいのかわからない。

　けれど、結局は疑う要素を見つけることができず、じわじわと胸が熱くなるばかりだ。

　押領司は俺が呆ぼう然ぜんとしている間も、てきぱきと道場の窓を開けて換かん気きをしていた。そして、部室らしき部屋から柔道着を持ってきて、俺に手て渡わたしてくる。

「使い古しですけど、サイズは合うと思います」

「でも、ここの誰かのなんだろう？　人のを勝手に……」

「僕が予備で使ってるものなんで問題ありません。ちゃんと洗せん濯たくしてありますよ」

「お前のって……」

　またもや俺は驚いてしまった。

　今日の経けい緯いを鑑かんがみれば予測がつきそうなものだけれど、柔道なんかやるようなタイプには見えなかったから、まさか押領司が経験者だなんて考えもしなかった。

　でも、それを云ったら、俺も一見して有段者だとは見てもらえないことが多かったりするから、人のことは云えないけれど。

「あれ？　云ってませんでしたっけ？　僕も部活で柔道を齧かじってるって」

「聞いてないぞ、そんなこと！」

　部屋に飾かざってある写真を見たときに一言くらいあってもよさそうなものなのに、押領司は何も云わなかった。

「もうちょっとで卒業しちゃうから、道場を使えるうちに稽古しておきたいんです。でも、相手がいないと練習もできないですから、あなたにつき合ってもらうことにしたんですよ」

「押領司……」

　押領司はあくまで自分のためだと云うけれど、それだけのためにわざわざこんな手て筈はずを整えてるはずがない。

　練習相手だったら、部の後こう輩はいを呼べばすむことだ。それなのにわざわざ俺を連れてきたのは、やっぱり、俺のためなんだろうと思う。

　あの日、柔道を懐かしがった俺の言葉のあと、何か思案しているようだったけど、こんなことを考えていたのか…。

　自うぬ惚ぼれるわけじゃないけれど、それしか理由が思いつかない。

　……まったく。

　どんなに憎にくしみを向けようとしても、こいつはこうやって俺をほだしていく。

　せめて、恩着せがましくしてくれればいいものを、それすらしようとはしない。

　ときおり見せる淋さびしげな表情やお節せつ介かいすぎるほどの気き遣づかいのせいで、どうしても憎みきれないのだ。

「お相手してもらえますか？」

　強い光の込こめられた瞳ひとみを向けられ、思わず居住まいを正してしまう。

　俺は気持ちを引きしめ、その瞳を力強く見つめ返した。

「───わかった」










　久々に袖そでを通した道着の感かん触しよくは気持ちがよかった。だいぶ使い込まれたものらしく、洗い晒ざらしの生き地じがしっくりと肌はだに馴な染じむ。

　柔じゆう軟なんをこなし、いつもしていた練習メニューにつき合ってもらったあと、試合形式で組み合った。初めは初心者相手だからと手加減していたのだが、いつしか汗あせみずくになるほど我を忘れて夢中になっていた。

「ごめん、ちょっと休きゆう憩けい」

　そう告げて、俺は畳の上で大の字にひっくり返った。

　時間を忘れて稽けい古こしていたけれど、さすがにエネルギー切れだ。さっきから体がしつこく空腹を訴うつたえている。

　押領司は乱れた襟えり元もとを正しながら、呼吸を整えているが、俺よりは体力が残ってるみたいだ。やっぱり、現げん役えき高校生とじゃ基き礎そ体力が違ちがうよな。

「さすがに強いですね」

「そんなことない。かなり体が鈍にぶっててショックだ……」

　と云いつつも、久しぶりに思う存分体を動かせたことが嬉しかった。こんな汗びっしょりになるまで練習できたのは、実に一年ぶりだ。

　道場で組み合っているときは、悩なやみごとがあっても無心になれる。

　そうしたあとは、どんなに鬱うつ々うつと考え込んでいたとしても、客観的に自分を見つめ直すことができるのだ。

「鈍ってて、その強さだったら十分ですよ」

「そりゃ、二十年近くやってきてるんだから、それなりにはな」

　それに有段者としては、学校の部活程度の相手に負けるわけにはいかない。

　…と云いっても、押領司は思ってた以上に強かった。部活で齧ってる程度と云っていたけど、本当にそうだとしたら、かなりセンスがいいほうだ。

　ここの学校には、よほどいい指導者がいるのだろうか。

　押領司は部室に一いつ旦たん引っ込んだかと思うと、スポーツドリンクのペットボトルを二本持って戻もどってきた。

「飲みますよね？」

「あ、さんきゅ。凄すごく喉のど渇かわいてたんだ」

　部室に冷蔵庫でもあるのだろう。差し出され、ありがたく受け取ったそれは、冷えて表面が白く曇っていた。

　起き上がってごくごくと飲み始めると、押領司も俺の隣となりに腰こしを下ろしてくる。　>>>♥

「そういや、お前は段持ってるのか？」

「段ですか？　この間昇しよう段だん試験に受かったので初段です」

「けっこう真ま面じ目めにやってるんじゃないか。ここってそんなに厳しいとこなのか？」

　熱心な学校だったら部活動だけでもかなりしごかれるだろうけれど、この学校の名前はその筋では聞いたことがない。

　もしかしたら、この数年でレベルが上がってきたってことかもしれないけど。

「いえ、一応、個人的に道場に通ったりもしてるんですよ」

「何だ、やっぱりそうか。ここの学校の名前は聞いたことなかったし、強いとこなら日曜日は絶対練習があるもんな。いつから柔道やってるんだ？」

「中三からです。あなたほど本格的にやってるわけじゃない」

「その割に、基礎がしっかりしてるようだけど」

　押領司がどの程度を本格的と云っているのか俺にはよくわからないけど、始めて四年で初段を持っているなら上達が早いほうだろう。

「親の方針で、物心ついた頃ころから小学校低学年辺りまで、剣けん道どうとか柔道とか空手とか、武道全ぜん般ぱんを色々習わされてたんですよ。だからかもしれないですね」

「ふうん。でも、お前が柔道やってたなんて意外だよ。こういう汗くさいスポーツは避さけそうな感じなのに」

　どちらかというと、テニスとかバスケットボールとか、そういったものをしてるんじゃないかと思ってた。

「そうですか？　途と中ちゆうで剣道一本に絞しぼって、中学まであの汗くさい防具をつけてましたよ」

「ああ、剣道のほうがイメージ湧わくな。濃のう紺こんの道着とか似合いそうだ」

　押領司の姿勢や所作が綺き麗れいなのは、そのせいだろうか。歩き方も綺麗だし、動きに無む駄だがなく、何をしてもスマートに見える。

「褒ほめてくれたんですか、それは？」

　思わず零こぼしてしまった本音をしっかりと聞かれてしまい、俺は焦あせってしまった。

「べ、別にただの感想だよ！　それが何で柔道部なんかに入ってるんだ？」

「ちょっと、思うところあって」

「何かあったのか？───あっ、云い難にくいなら云わなくてもいいからな」

　困ったような苦笑いを浮かべられ、俺は慌あわてて断りを入れた。

　子供のときから続けていたものを辞やめたからには、それなりの理由があるんだろう。だからこそ、人には話し辛づらい内容かもしれないし。

　だが、押領司は何故なぜか俺に話し始めた。

「誰だれにも云ったことはなかったんですが、あなたなら話してもいいかな」

「え？」

「……僕はある人に憧あこがれて、剣道を辞めて柔道をやるようになったんです」

　遠くを見ているような目線と、懐なつかしそうな、焦こがれるような表情に何故か胸がズキリと痛む。

　押領司はいま、どんなことを思い出しているのだろうか？

「そんなに凄い人なのか？」

「凄いって云うか、不純な動機ですよ。ある人との接点になればと思ってですからね。こんなこと剣道の師し匠しように云ったら殺されそうだ」

　不純な動機だと云っているけれど、それだけその人に強く惹ひかれたということなのではないだろうか？

　接点が欲しいだけで、ここまで強くなるわけがない。

　この押領司にそんな思いきったことをさせるなんて、どんな人なんだろう？

「接点って云っても、そう簡単にできるわけないんですけど。本当に馬ば鹿かですよね。でも、そのときはそれしか考えられなかった」

　そう云いながらも、押領司の目に後こう悔かいの色は見えない。きっと、自分の選んだ道が間違いだったとは微み塵じんも思っていないのだろう。

「もしかして、それがお前の好きな人なのか？」

　思わず直感で感じたことを口にすると、押領司は一いつ瞬しゆん、軽く目を見張った。

　そして、少し考え込む様子を見せたあと、素す直なおに頷うなずいた。

「……そうです。ほとんど一ひと目め惚ぼれでした」

「やっぱり、そうなんだ」

「いつかあの人に振ふり向いてもらえるような男になりたかった。柔道で名が通れば思い出してもらえるかなと思ったけど、今年は受験でろくに稽古できなかったし、そもそも僕なんかのレベルじゃまだまだみたいで」

　俺のほうを向いて軽い口調で話しているけれど、本当は悔くやしいに違いない。

「それに年もずいぶん離はなれてるから、対象外なんだと思いますよ。多分、あの人の目には僕なんて、高校生のクソガキとしか映ってないんだろうな」

「……そんなの…」

　仕方ないじゃないか。

　年ねん齢れい差さはどんなに努力しても埋うまらない。生まれた年を早めることなんて、誰にだってできやしないんだから。

　だからこそ、押領司はもどかしい思いを抱かかえているんだろう。

「それでも、あの人のことを忘れるなんてできない。自分でもどうしてこんなに好きなのかわからないけど、考えるだけで胸が痛くなるのはあの人だけなんだ」

　押領司は俺の目を見ながら、淡たん々たんと、それでいて熱を込こめて言葉を紡つむいでいった。

　……こんなふうに想おもってもらえたら幸せだろうに。

　俺に云ってるわけじゃないってわかってるのに、何故か心臓がバクバクと跳はね、頰ほおも熱くなってきてしまう。

　って、おい。俺が意識してどうするんだ。

「あなたはどうして柔じゆう道どうを？」

「えっ、あ、俺？　そうだよな、お前のこと聞いてばっかりだったな」

　高鳴る鼓こ動どうに一人で焦っていた俺は、押領司が振って来た質問に飛びついた。

　とくに自分のことを語りたかったわけではないけれど、早くこの不可解な気持ちを消してしまいたくて。

「ウチは親父おやじが警察官で柔道をやってたから、俺も自然と始めてたんだ。小さい頃から将来は絶対警察官になるんだって思ってたし、柔道が好きだったから、気がついたらこの年まで続けてた」

「へえ、そうだったんですか」

「早生まれで体が小さかったから、ガキのときはけっこうムキになってやってたよ。もっと強くなりたいって」

「何か、想像つきます。その頃から負まけず嫌ぎらいだったんですね」

　押領司から零れた笑いにムッとする。

　どんな俺を想像してるのか、問い詰つめてやりたい。

「どういう意味だよ」

「そのままの意味ですよ」

「くそっ、馬鹿にしてるだろう。これでも俺は元警察官なんだぞ？」

　悔し紛まぎれに、俺は思わず前歴を告げてしまう。

　あまり云いわないようにしていたことなので、口にしてから、しまったと思ったけれど、押領司は意外にもそのことを気に留める様子はなかった。

「…勿体ないですね。スーツなんか着てるより、警察の制服のほうが似合うのに」

「別に無理にフォローしなくてもいいよ」

　逆に褒められたことに驚おどろいてしまう。さっき笑ったことを気にして、そう云ってくれてるだけかもしれないけど、俺は照れくさくなってそっけなく云い返した。

「無理してませんって。本当にそう思いますから」

「……そうか？　なら、いいんだけどな。ありがたく褒め言葉として受け取っておく」

　まるで見たことがあるような云い方も引っかかったけれど、拗すねて卑ひ屈くつに告げた俺への配はい慮りよなのだろう。

「でも、あなたはどうして警察官を辞めて、教習所に勤めてるんですか？」

「……それは」

「云い難いなら、云わなくていいですよ」

　躊躇ためらいを見せた俺に、押領司はさっきの俺と同じ言葉を告げた。

「いや、別に隠かくすほどのことじゃない」

　とはいえ、こいつに云わなくてもいいことであることも確かだ。

　でも、何で俺は、警察を辞めてから誰にも話したことのない当時の出来事をこいつに話してるんだろう…？

「何があったんですか…？」

「───話すと他愛もないことなんだけどな。当時、俺は通りかかった本屋で万引きした中学生を補導したんだ。初犯だったから、親を呼んでの口答注意ですませようと思ったんだけど、それを云ったら隠しもっていたナイフで襲おそいかかられちゃってさ」

「……っ!?」

　努めて明るく話したというのに、押領司は途と端たん顔色をなくした。

「それで背中に全治四週間の怪け我がで入院。綺き麗れいに縫ぬってもらったから傷はもうそんなに目立たないんだけど。お前も気づかなかっただろ？」

「どこを刺さされたんですか!?」

「肩けん甲こう骨こつの辺りかな。幸い、骨に当たって深手にはならなかったから」

「────」

「でも、俺が事態を軽く見てないであの子の身体チェックをしていればこんなミスは防げたし、そもそも油断してなかったら、あの子は傷害の罪まで負わなくてすんだんだよな」

　本当は人に対して厳しくあるべきなのだろうけれど、俺はどうしても人を信じたかった。

　市民を守るための警察官なのに、まず疑ってかかることをしなければならないということが辛つらかったのだ。

「……そう思ったら、警察官をやってく自信がなくなっちゃって」

「あなたが悪いわけじゃないだろう！」

　いきなり肩かたを摑つかんで一いつ喝かつされ、俺は飛び上がらんばかりに驚いてしまった。

「お…押領司…？」

　怒いかりともどかしさの入り混じった表情をまじまじと見つめてしまう。

　もしかして、俺のために怒おこってくれてるのか……？

「どうして、あなたが責任を感じて辞やめなくちゃいけないんだ！　非があるのは、そいつのほうなんじゃないのか!?」

「……うん、そうかもな」

　たかが過去の話に激げつ昂こうする押領司が、初めて年下に見えた。

　話したのは決していい思い出ではないはずなのに、胸がじわりと温かくなる。

　弱い自分を責められているのはわかっているけれど、真しん剣けんに俺の身を案じてくれてるのが伝わってきて、嬉うれしかった。

「怪我までしたくせに、そんなやつに罪悪感を感じる必要なんてない。どこまでお人ひと好よしなんだ、あなたは……」

「そうだね。ありがとう」

「何でそうやって笑っていられるんですか」

　思わず弛ゆるんでしまう口元を引きしめようとしても、なかなか上手うまくいかない。

　苛いら立だちを隠そうとしない押領司に、つい顔が綻ほころんでしまうのだ。

「何でだろう。───そういえば、あいつもこうやって俺のために怒ってくれたんだよな」

「え……？」

　怪我の療りよう養ようもあって、入院先で退職を決めた俺を利哉が同じように怒り、必死に引き止めてくれたことを思い出す。

「そうそう。あいつもお前と一いつ緒しよで、ずっと剣道をやってたんだよ。けっこう共通点があるもんだな」

「────」

　しかし、それを口にした途端、押領司を取り巻く空気の温度がすっと下がった気がした。年相応に見えた表情も消え、冷たいそれへと変化する。

「そんなにあの男のことが好きだったら、辞めなければよかったじゃないですか」

「何云ってんだよ。別に警察を辞めたのとあいつのこととは関係ないだろ」

　そう云うと、押領司は何か物云いたげな顔をしつつ、俺から視線を逸そらした。

「───あなたは、あの男のどこが好きなんですか？」

「え？　す、好きなところ？　馬ば鹿か、そんなの答えられるかよ」

　……気がついたら好きになってたんだから、どこが好きかなんて挙げられない。

　面めん倒どう見みがよくて、気も利きいて。頭もよくて人当たりもいいのに、本当は気難しくて人見知りなところもあって。

　友達としてつき合っていくうちに人ひと柄がらに惹ひかれていき、恋こい心ごころを抱いだくようになっていたのだ。

「どうして告白しないんですか？　彼だって、あなたから好かれてるって知ったら、悪い気はしないでしょうに」

「どうしてって……男に興味を持つようなやつじゃないってわかってるからだよ。告白して、玉ぎよく砕さいするくらいなら友達のままでいたいんだ……」

　きっとあいつは俺のことを一番の親友だと思ってくれてるだろうし、俺だってそう思ってる。

　そのことは誇ほこらしく思えるとともに、抱いた恋心に罪悪感を苛さいなまさせる要因でもあった。

　自分でも情けないと思ってる。

　けれど、当たって砕くだけることのできる度胸があるのなら、こんな年まで引き摺ずったりしないだろう。

「…………」

　黙だまり込んだ押領司は、何をいま考えてるんだろう。

　度胸がない俺に呆あきれてるんだろうか？

　それとも、自分のことと重ね合わせているんだろうか？

「それに、あいつにはもう婚こん約やく者しやがいるんだぞ。その幸せを壊こわしたいなんて思わない。それより、お前のほうはどうなんだ」

　俺は訊きかれてばかりいることに焦じれ、問い返した。

　好きな相手には、他に好きな相手がいる。だから、想おもいを伝える前に失しつ恋れんがわかってしまったと、そう云っていたけれど、だったら可能性は皆かい無むなわけじゃない。

「どうって、何がですか？」

「お前だって告白してないんだろ？　その好きなやつってのも男はダメなのか？」

「いいえ、恋こい敵がたきは男ですよ」

「だったら、上手く行くかもしれないじゃないか！　俺なんかより、可能性はあるだろう？」

　無理だと思い込んで、初めから諦あきらめてるなんてらしくない。

　押領司なら、絶対に振ふり向かせるという自負を持っていてもおかしくなさそうなものなのに。

「無む駄だですよ。あの人は僕のことすら覚えてなかったんですから。それに、もうきっと嫌きらわれてしまってます」

「嫌われ…って、何かしたのか？」

「……色々あったんですよ」

「本人がお前のことを嫌いだって云ったのか？　もしそうだとしても、お前なら好きになってもらえると思う」

　だって、こんなにその人のことを想ってるんだから。

　俺でさえ心が揺ゆさぶられるんだから、この真しん摯しな気持ちが伝わらないはずがない。

「慰なぐさめてくれるんですか？」

　口の端はしを歪ゆがめて笑われ、カッと頰ほおが熱くなる。

　我知らず、必死になってしまったことに気づき、狼狽うろたえた。慰めなんかじゃなく本心で云いってしまったのだけれど、それを知られるのも気まずすぎる。

「…そうだよっ、同情してやってんだよ」

「じゃあ、もっとちゃんと慰めて下さい」

「なっ……！」

　押領司は口元に淋さびしげな笑えみを浮うかべ、俺との距きよ離りを縮めてきた。

　その場に倒たおされ、押さえ込まれる。帯を解ほどこうとする手つきに目的を悟さとり、俺は逃にげの体勢に入った。

「何考えてるんだよ！」

「同情してくれてるんでしょう？」

「だからって、こんな───」

　柔じゆう道どう着ぎの襟えりは簡単に開かれ、胸むな元もとが露あらわになる。さっきは何とも感じなかったのに、いざこういう雰ふん囲い気きになると、途と端たんに恥はずかしくなるのはどうしてだろう。

　するりと脇わき腹ばらに滑すべる指先に、ざわりと皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

「……あ、汗あせくさいから嫌いやだ」

「本気で嫌だったら抵てい抗こうできるでしょう？　僕よりあなたのほうが強いんだから」

「この……っ」

　一いつ瞬しゆん、本気になりかけたけれど、押領司の顔を見ていたら抵抗する気が失うせてしまった。

　お前…何て顔してんだよ……。

　いまにも泣きそうな傷ついたような表情に、拒こばんだら取りかえしのつかないことになってしまいそうで怖こわかった。

「逃げるならいまのうちですよ」

「押領……んく…っ」

　自ら隙すきを見せておきながらも、押領司は強ごう引いんに唇くちびるを合わせてきた。

　荒あら々あらしく唇を嬲なぶられたあと、キツく舌を捩ねじ込まれ、上手く呼吸が追いつかない。

「んん…ん…っ」　>>>♥

　ざらりと上うわ顎あごを舐なめられ、ぞくぞくと腰こしが震ふるえる。

　押領司の襟に摑まっていた指先までが痺しびれ、どんどん力が抜ぬけていく。

「ふ…っ、ぁ……ん……」

　弱々しく侵しん入にゆう者しやを追い出そうと舌で押し返してみたけれど、逆に搦からめ捕とられ、強く吸い上げられる。

　そうして混じり合った唾だ液えきをこくりと飲み込むと、押領司が我に返ったように唇を離はなしてきた。

「抵抗、しないんですか？」

　キスしてきたのは自分のくせに、押領司のほうが困こん惑わくした表情を浮かべている。

　何なんだ、その顔。

　いつも見せてる自信満々な態度はどこに行ったんだよ。

「……いいよ、お前の好きにして。それで気がすむんなら、抱だかせてやる」

　それで本当に押領司を慰めることができるなら、それでいい。

　同情でも哀あわれみでもなく、いまはただこいつを抱きしめてやりたいと思ってしまった。

「……っ」

　けれど、押領司は自ら体を起こし、俺に背中を向けた。

「……どうしたんだ？」

　その背中から、拒きよ絶ぜつの空気が漂ただよっている。これ以上踏ふみ込んでくるなと云っているようだった。

「やっぱり、やめておきます。ここが神聖な道場だってことを思い出しました」

「……あ……。そ、そうだったな」

「お腹なか空すいてませんか？　この近くに安くて美味おいしい店があるんで、案内しますよ。食べ盛ざかりの高校生向けですけどね」

「あ、ああ」

　押領司はすっと立ち上がり、着き替がえてきますと告げて部室へと消えていった。

「……どうしちゃったんだ、いったい」

　一人になった俺は、たったいま起こった出来事を反はん芻すうする。

　あいつの状態も尋じん常じようじゃなかった気がするけど、自分のほうも何かおかしかった。

　嵐あらしのように揺さぶられた感情は、一人になったいまでもさざ波が引いていかない。

　俺はそんな自分に、ただ困惑するしかなかったのだ……。







　　　　５




　今日は早番の上に最後の時間の予約が入ってなかったため、いつもよりも早めに帰ることができたので、それを幸いに俺は久々の買い物に出た。

　あいつが来るようになってよく減るようになった米も買っておかないといけないし、その他の日用品だって色々と揃そろえなければならない。

　冷蔵庫の中身がほとんど空になっていたことを思い出し、夕飯の買い出しもまとめてすませてしまおうと、俺は近くの時間制の駐ちゆう車しや場じように車を停とめ、駅ビルに足を運んだ。

「何から買おう」

　米とか牛乳とかは重いから後回しだよな。

　何が必要だろうかと考えた俺は、先日の一件を思い出した。

　家に泊とまっていくという押領司に着替えを貸したら、Ｔシャツはもともと大きめのサイズを着ているから問題がなかったのだが───。

『お前のほうが身長高いって云ったって、何でそんなに足が余るんだ…？』

　スウェットは足首の上までが露になってしまい、どうにも格好がついてない。

『まあ、見た通りでしょうね』

『腹立つなあ…。柔じゆう道どうやってるくせに何でそんなに足長いんだよ』

　頭から足先までを眺ながめた俺は、世代の違ちがいを感じ何とも云えない気分になった。

　押領司の体のパーツのバランスは完かん璧ぺきで、それに形も悪くない。

　ひょろ長くて瘦やせぎすならまだしも、押領司は着瘦せして見えるくせに、実際はきっちりと筋肉がついているから腹立たしいのだ。

『あなただって短くはないでしょう』

『俺は標準！　お前が長すぎるんだ。ちょっと待ってろ、サイズ大きいやつ探してやるから』

『いいですよ、これで不都合はないですし』

『俺が見ててムカつくんだよ』

　足りない裾すそを見る度たびに、足の長さの違いを意識してしまいそうで嫌だ。

　クローゼットを開け、確かサイズが合わなくて着てなかったのがあったはず、と奥のほうを漁あさっていたら、背後から忍しのび寄ってきていた押領司の腕うでが俺の腰に巻きついた。

『そんなの気にしなくていいのに。どうせ、またお互たがいに脱ぬぐことになるんですから』

『ば…っ、馬ば鹿か！　何考えてんだ!!』

　囁ささやかれた言葉を一いつ蹴しゆうしようとしたけれど、俺の体は易やす々やすと持ち上げられ、その日もベッドへと運ばれてしまったわけで……。

　あんなことが二度と起こらないよう、今度は着替えの準備をしておかなくては。

「あ……そういえば明日、卒業式とか云いってたっけ？」

　卒業・入学シーズンのフェアを知らせるポスターが目に入り、押領司が昨日残念そうに云っていたことを思い出した。

『明日は卒業式のリハーサルがあるんで、来られないかもしれません』

　もしかしたら夜に顔を出せるかもしれないと諦あきらめ悪く云う押領司を、進学したり社会に出たりすれば縁えん遠どおくなる友達もいるだろうから、そっちを優先しろと諭さとしウチから追い出した。

　まったく、卒業式の前日まで俺のところに来てどうするんだか。

　話を聞いたり、押領司の所作を見ていたりすると、育ちのよさが窺うかがえる。そんな家だったら、子供がこんな毎日のように出歩いていたりしたら心配するのではないだろうか？

　家にいたくない理由でもあるのだろうかと一度訊きいてみたことがあるけれど、家庭には問題も不満もないと云っていた。

　だったら、親おや御ごさんが心配してるのではと不安になったのだが、アリバイ工作は抜かりがないから大だい丈じよう夫ぶですよと返され、その話題はそれで終わってしまったのだ。

　俺が引き止めているわけじゃないけど、一応未成年を預かってる形になるわけだから、その辺のことが気になってしまうわけで。

　あいつが大丈夫と云うんなら、そうなんだろうけど。

「そういや、あいつ総代だとか云ってたっけ」

　ってことは、成績トップだったのか。

　生徒会長とも呼ばれていたけど、きっと学校では巨きよ大だいな猫ねこを被かぶって過ごしているに違いない。

　人は悪くないけど、性格はかなり捻ひねくれてるもんな。

　卒業式でどんなスピーチをするんだろう。

　ちょっと見てみたい気もする。

「……卒業、かあ」

　俺は、懐なつかしいその単語をしみじみと嚙かみしめてみた。

　学生時代なんて、もう遠い昔に過ぎ去ってしまったけれど、卒業という節目の出来事はけっこう印象深いものだった。

　最後だからとみんなで馬ば鹿か騒さわぎしてみたり、校舎にこっそり泊まり込んだり。どれもいい思い出だ。

　押領司は年の割に冷めているところがあるから、そういうことはしなさそうだけど。

「……あ」

　そのとき何故なぜか、並べてあったマグカップが目についた。

　卒業祝いにあいつに買っていってやろうかな。

　いつも予備のカップがなくて湯のみでコーヒー飲ませてたけど、いつまでもそういうわけにはいかないし。

　俺は水色でシンプルなカップを手に取り、何気なくレジへと持っていった。

「プレゼント用に包装してもらえますか？」

「かしこまりました。おリボンの色はどちらになさいますか？」

「じゃあ、青いので」

「こちらでよろしいですか？　お先にお会計失礼します」

　これを渡わたしたら、あいつどんな顔をするだろう。

　素す直なおにありがとうと云うだろうか？

　食事のときの不揃いの食器も気になっていたから、安いものでも買っていくべきかもしれない。少し底の深いものなら、何の料理にでも使えるだろうし。

　あ、どうせなら箸はしも一いつ緒しよに───って、ちょっと待て。

　何を楽しげに考えてるんだ、俺は！

　俺は自分の楽しげな思考回路につっ込みを入れる。

「お客様、プレゼントの包装はこのようになりましたが、よろしいでしょうか？」

「あ、ああ、ありがとう」

　そこまでしてもらったからには、やっぱり返品するとは云い難にくく、俺は綺き麗れいにラッピングされたプレゼントを渋しぶ々しぶと受け取った。

　微び妙みように気まずくなった俺は、あたふたとその場をあとにする。

　そして、エレベーターに乗り込み、一人になった途と端たん、俺は盛せい大だいなため息をついた。

「馬鹿だよな、俺って……」

　所しよ詮せん、あいつとの関係は期間限定。

　あと一月も続かないだろうに、そんなものを揃えたって、すぐに無む駄だになるとわかりきってるじゃないか。

　……いや、それも違うだろう。

　向こうから押しかけてきてるやつに、そこまでする義理はないということだ。

　こんなだから、あいつにお人ひと好よしすぎると笑われるんだ。

　まあ、買ってしまったものは仕方がない。これは、作ってもらっているご飯のお礼ということにしよう。

　───けど、押領司と出で逢あってから、自分のペースを崩くずされることが多くなった気がする。

　そして、あの日以降、俺はますます自分のことがよくわからなくなっていた。

　人知れぬため息をついてはぼんやりとしてしまい、我に返ればあいつのことを考えてる自分に気づき、それと同時に原因不明の胸むな苦ぐるしさに苛さいなまれ……。

　とくにあいつの切ない表情とひたむきな眼まな差ざしを思い出すと、落ち着かない気分になる。

　けれど、押領司は自分を見ながらも違う誰だれかを思い浮うかべているのだ。そう思うと辛つらくて悲しかった。どんなに大事にされたって、俺は結局身み替がわりでしかないのだ、と。

　───これじゃ、まるで恋こい煩わずらいじゃないか。

「……っ」

　まさか、そんなこと！

　俺は利哉のことが好きなんだぞ？

　失しつ恋れんしたばかりだというのに、こんなすぐに他ほかの男に気持ちが傾かたむくなんてあり得ない。

　あいつは人の弱みを握にぎって、体を要求してくるような人間なんだぞ？

　……けれど、そんな自分への戒いましめの言葉も虚むなしいばかりだ。

　もう俺は、押領司のひととなりを知ってしまっていた。

　頭がよくて要領もいいけれど、だからこそどこか不器用な面がある。太ふて々ぶてしい態度を取りながらも、淋さびしがりやで気が小さくて。

　この、あいつへの気持ちは果たして『恋心』なのだろうか？

　少なくとも、利哉に感じた激しいほどの想おもいとは違う。

　けれど、締しめつけられる胸の苦しみは同じくらい、いや、それ以上のものだ。

　初めて知る不可解としか云い様のない感情に、俺はまだ名前をつけられそうにもなかった。










「……あ」

　微妙な気持ちのまま自宅マンションに戻もどった俺は、エレベーターホールから曲がった瞬しゆん間かん、目に飛び込んできた人ひと影かげにドクンと胸を高鳴らせた。

　思わず踏ふみ出しかけた足を戻し、廊ろう下かの陰かげに隠かくれてしまう。

　押領司───？

　あんなところで待ってるんだから、あいつだよな？

　でも、今日くらい、来なくていいと云ったのに。

　そう心の中で悪態をつきつつも、プレゼントの入った紙かみ袋ぶくろを握る手に力が入っている。

　どのタイミングで、何と云って渡せばいいのだろうか。

　その前に、俺はどんな顔であいつに会ってたんだっけ？

　意識のしすぎで、何でもないことまでわからなくなっていく。

　もうこうなったら体当たりでいくしかないと、勇気を振ふり絞しぼって廊下に足を踏み出した俺は、そこで煙草たばこを吹ふかしながら待っていた人物に拍ひよう子し抜ぬけした。

「おかえり、透」

「利哉……」

　意外な人物の姿に瞠どう目もくはしたけれど、ヘンに気持ちが張り詰つめていたぶん妙に気が抜けてしまう。そして、ほんの少しがっかりしている自分もいて。

　何なんだ、この気持ち……。

　利哉に会えたんだからもっと喜んでもいいはずなのに、以前なら感じていた、あの浮かれるような気持ちがない。

「何か疲つかれてる顔してるな。そんなに仕事がハードだったのか？」

「あ、いや、大丈夫。何でもないんだ。それより、今日来るなんて云いってたっけ？」

　この間、結けつ婚こんを決めた報告をしに来てくれたときに、次は招待状を持ってくると云っていたけれど、詳くわしい日取りまでは云ってなかったはずだけど。

　やり取りしてるメールにも、そんなことは書いてなかったような……。

　それとも、俺が聞き逃のがしていたり、見落としてしまっていたりしたんだろうか？

　記き憶おくの中を必死に捜そう索さくしていると、あっさりとその答えが返された。

「いや？　また透の驚おどろいた顔が見たかったから、何も云わないでおいたんだよ。けど、案外驚かなかったな」

「そ、そりゃ、二回目だからな。そうそう間抜けな顔なんて見せてられるか。それにしても趣しゆ味み悪いぞ、人を驚かせて楽しもうなんて」

　本当は利哉の人影を押領司だと思っていて、それが違ちがったから拍子抜けしたなんて云えるわけがない。俺は拗すねたふりで誤ご魔ま化かした。

「悪い悪い。この間のお前の顔が可愛かわいかったから、つい」

　そう云って、利哉は俺の頭をくしゃりとなでる。

「可愛いって……また、そういうことを……」

　こうやって頭を撫なでられたりする度たびに、いままでなら複雑な思いを抱いだいていた。

　利哉にしてみたら、俺は手のかかる弟のように思ってるところもあるのだと思う。

　誰よりも近い距きよ離りで接してくれることは嬉うれしかったけれど、俺が利哉に抱いている気持ちはもっと別のものだったから。

　だから、気まずいようないたたまれないような気持ちを、いつもいつも感じていた。

　けれど、いまはあの胸苦しさを感じない。

　いい年になって弟のような扱あつかいをされる気き恥はずかしさと親しい友達に会った気安さはあるけれど、あの重苦しい不快感と苛いら立だちはもう感じられなかった。

「本気で可愛いと思ってるんだが───まあ、いい。話があるから、中に入れてもらえるか？　いつまでもこんなところで立ち話も何だからな」

「あ、そうだよな。ごめん、気が利きかなくて」

「そんな抜けてるところも透の透たる所以ゆえんだし、気にしてないさ」

「何だよ、それ」

　軽口を交かわしながら、利哉を部屋に招き入れる。

　いつも押領司が座ざ布ぶ団とん代わりにしているクッションを差し出し、お茶を用意しに行こうとしたら引き止められた。

「いいって、そんな気を遣つかわないで」

「でも、外にいて体冷えただろ？」

「いいから、こっち来て座れ」

　利哉は俺の腕うでを摑つかみ、自分のほうへと引っ張ってくる。

　云われるがままに利哉の前に腰こしを下ろすと、ローテーブルにスッと白い封ふう筒とうが載のせられた。

「これ……」

「結婚式の招待状。ようやくでき上がったんだ」

　丁てい寧ねいな筆文字で『石蕗透様』と書かれた封筒をそっと手に取る。

　裏返すと、利哉と婚約者の名前が連名で印字されていて、それを見ると胸に込こみ上げてくるものがあった。

　本当に、結婚しちゃうんだ……。

　でも、そんな実感にほろ苦い気持ちになりながらも、感じているのはどちらかと云えば淋しさだけで、以前のような絶望感を感じてはいない自分に気づき、俺は驚いた。

　友達から利哉の結婚のことを聞いたときは、手の届かない相手になってしまうような絶望感に陥おちいったけれど、いまはただ事実として受け止められる。

　利哉への恋心はいつの間に、こんなにも穏おだやかな想いに変化していたのだろう？

　───これもみんな、押領司のお陰かげだよな…。

　あいつのことばかりに気を取られ、失恋したことなんて二の次になってた気がする。

「絶対に来てくれよ」

「もちろん」

　利哉の言葉に、俺は力強く頷うなずいた。

　少し前の自分なら、結婚式に参列するなど到とう底ていできなかったはずだ。それがこうして素す直なおに受け入れられるようになって、本当によかったと思う。

　失しつ恋れんの傷を抱かかえていた頃ころは、利哉から離はなれていかなくてはいけないと危き惧ぐしていたけれど、いまはずっと友達でいたいと思えるから。

「これ、いま開けていいか？」

「ああ」

　俺は引き出しから鋏はさみを取り出し、丁寧に封筒の端はしから刃は先さきを滑すべらせていく。

　中に入っていたカードは、薄うすいピンクで金色の縁ふち取どりがしてある上品なものだった。

　きっと、相手の女性が選んだんだろう。

「式は六月なんだ？」

「あいつがどうしても、六月がいいって云ったんだよ。俺は、当日に雨が降ったら困るだろうって云ったんだが……」

「やっぱり、女の人にはジューンブライドは憧あこがれなんじゃないの？」

「男には理解できない憧れだよな。日本の気候には当てはまらないっていうのに」

「あはは、いっそ海外で挙式すればいいのに」

「馬ば鹿か云え。そんなことしてる暇ひまなんてあるか」

　利哉と笑いながらこんな話ができる日が来るとは思わなかった。嫉しつ妬とや独どく占せん欲よくに濁にごっていないまっさらな心で、利哉の幸せを願えるなんて。

　失恋の傷を癒いやす慰なぐさめになれと強しいられたのが始まりだったけれど、逆に俺のほうが癒してもらっていたみたいだ。

「───利哉。本当におめでとう。幸せになれよ」

「何だよ、改まって」

　利哉は軽く目を見張ったあと、複雑な表情を浮うかべた。

　どちらかと云えば、困こん惑わくしているような顔だ。俺がそういうことを云うなんて、似合わないとでも思ってるんだろうか。

「たまには真ま面じ目めに云っておこうと思っただけだよ」

　口にしてから気恥ずかしさが込み上げてきたけど、後こう悔かいはしていない。

「ありがとうな。……でも、正直お前はもっと動どう揺ようするかと思ってたんだよな」

「え？」

　利哉の鋭するどい指し摘てきに、ギクリと体が強こわ張ばった。

　もしかして、俺の気持ちを見み抜ぬかれていたのだろうかとドキドキする。

「俺としてはベタベタに甘やかしてきた透が、淋さびしいって云ってくれるんじゃないかなって期待してたんだけど」

「な、何だよ、それ。俺だって、子供じゃないんだぞ？」

　動揺を押し隠かくしながら、呆あきれているような口調を装よそおって云った。

「そうだよな。けど、可愛がってた弟が兄離れしていったみたいな気分だよ」

「まったく……馬鹿なこと云って。俺たち、これからだって友達だろう？　それはずっと変わらないじゃないか」

　そう。俺たちの関係は変わらない。

　利哉となら、五年後も十年後もこうしてつき合っていられるはずだから。

　それから、お互たがいの近きん況きよう報告をし合い、共通の友達の噂うわさ話ばなしに花を咲さかせていたら、あっという間に小一時間経たってしまった。

「じゃあ、そろそろ帰るよ」

「もう？　夕飯くらい食っていけばいいのに」

　そうやって引き止めると、利哉は申し訳なさそうな顔をした。

「今日はあいつの両親と一いつ緒しよに食事に行くことになってるんだ。さすがに、遅おくれるわけにはいかないからな」

「そっか。なら、仕方ないな」

　せめて下までは送っていこうと思い、一緒に立ち上がった。

「落ち着いたら、また二人でメシ食いに行こう。この間、旨うまい店を見つけたんだ」

「わかった、楽しみにしてる」

　玄げん関かんが狭せまいため、靴くつを履はくスペースは一人分しかない。

　先に出ていてもらおうと思って待っていると、利哉は玄関のドアを開けた瞬しゆん間かん、驚おどろきの声を上げた。

「あれ？　君……ここのウチに用なの？」

「───！」

　利哉の言葉にサァッと頭から血の気が引いていく。

　恐おそる恐るドアから顔を覗のぞかせると、眉み間けんに皺しわを寄せている押領司の顔が見えた。

　今日は来ないだろうと思っていたから、油断していた。こんなことなら、押領司に一言連れん絡らくを入れておくべきだった。

　しかし、そんなことを悔くやんでももう遅おそい。

「部屋を間ま違ちがえてるんじゃないのか？　ここは五階だが」

「いえ、僕が用があるのはこの部屋ですよ」

「おい、こいつ透の知り合いなのか？」

「あっ、その、彼はええと……」

　何と云いって説明すればいいんだろう。

　制服を着た高校生が部屋に来るなんて、不自然にもほどがある。

　だけどまさか、話すには長い諸事情があって、期間限定でつき合うことになった相手だと云うわけにもいかないし、かと云って適当な云い訳も咄とつ嗟さには思いつかない。

　そうやっておろおろとしていたら、押領司が先に口を開いていた。

「教官のお友達ですか？　教官にはいつもお世話になってます」

「へ？」

　突とつ如じよ柔やわらかくなった物もの腰ごしとペコリと下げられた頭にびっくりする。

　いきなりどうしちゃったんだ？

　俺が一人で瞠どう目もくしていると、押領司は怪け訝げんな顔をしている利哉に、澱よどみなく『俺たちの関係』を説明し始めた。

「僕は教習所の生徒なんですけど、教官は出来の悪い僕の面めん倒どうを特別に見て下さっているんです」

「教官？」

　出来が悪いなんて、卒業生総代がよく云うよ。

　しかも、いまなんていかにも優等生って態度じゃないか。

「はい。教官にはとてもよくしてもらっていて、不ぶ躾しつけを承知でプライベートでも色々と甘えさせてもらってるんですよ。今日も勉強を見てもらう約束をしていたんですよね？」

　押領司の顔からはさっき刻まれていた眉間の深い皺は消え、代わりににこやかな笑えみが浮かべられている。

　そのにこやかさが逆に怖こわい。

　しかし、演技が不自然に見えない辺り、さすがと云うか何というか……。

　外では普ふ段だんからこういう顔をしているのかもしれない。本当に学校では、優等生で通っているのだろう。

　押領司の別人のような振ふる舞まいや云い訳の内容に居い心地ごこちの悪い気分になったけれど、文句を云っている場合ではないと、俺はその説明に飛びついた。

「そう！　俺の生徒なんだ！　何て云うか、お節せつ介かいかと思ったけど見るに見み兼かねて……」

「へえ、けっこう頭よさそうに見えるけど、そうでもないんだ？」

「ええ。得意分野と苦手分野の理解に差があって困ってたんですよ」

「そ、そうそう！　数学が苦手なんだよな？」

　言葉にしながら、これもけっこう無理な云い訳だよなとはらはらしてくる。

　いやしかし、とりあえずはいまを凌しのぐことが重要だ。

　利哉が訝いぶかしんではいないだろうかと、恐る恐る表情を窺うかがい見ると、何か違うことに気を取られているような様子だった。

「ふうん、そうなんだ…。それより、君、どこかで見たことが……」

「え？」

　今度は俺が、利哉の言葉に首を傾かしげる番だった。

　どこかで見たことがあるって、利哉と押領司に接点なんてあるんだろうか？

　ぱっと思いつく共通点として剣けん道どうが挙げられるけど、この年の差だと大会などですれ違ってる可能性は低い。

　この間、教習所前で利哉が待っていたときに、利哉のほうも押領司のことを見てたとか？

　でも、そうしたら「どこかで……」なんて悩なやまないはずだ。

「そうですか？　見たことがあるとしたら、他人の空似だと思いますけど」

「どうかな？　君、学校はどこ？」

「───!!」

　これ以上、詳くわしいことを追つい及きゆうされるとまずい。

　今日のところは帰ってもらうしかないと、慌あわてて利哉を急せき立てた。

「と、利哉！　これから食事があるんだろう？　時間は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「そうだった。もう行かないとな」

　俺の言葉に腕うで時ど計けいを見た利哉が僅わずかに焦あせりの色を見せる。

　それを見た俺は、更さらに煽あおり立てるようなことを云った。

「この時間、道が混こんでるかもしれないから急いだほうがいいんじゃないのか？」

「ああ、そうしたほうがよさそうだ。それじゃ、またな。食事の件、あとで都合のいい日をメールしておけよ」

「うん、わかってる。気をつけて帰れよ」

　何とか利哉を帰し、押領司を玄関の中に引き込んだ俺は、ようやく一息つくことができた。

「……疲つかれた」

　一時はどうなることかと思ったけれど、とりあえず当座は凌げた気がする。

　これで利哉が忙いそがしさにかまけて、今日のことを忘れてくれればいいんだけど、そうもいかないだろうな……。

「押領司もごめん、気ぃ遣つかわせちゃって」

　何とか誤ご魔ま化かせたのは、押領司が機転を利きかせてくれたお陰かげだ。

　しかし、いつもの呆れたような口調が返ってくると思っていたのに、声をかけたあとも押領司は黙だまったままだった。

　背中を向けたまま振り向きもせず、ただじっとしているばかりで。

「……押領司？」

　怒おこらせてしまったのだろうか？　けれど、その理由がわからない。

　いまの俺たちの関係を知られて困るのは押領司も同じなわけだし、これと云って機き嫌げんを損そこねるようなことはなかったと思う。

　利哉の態度は不躾なところもあったかもしれないけど、そういったことで腹を立てるようなやつじゃないはずだ。

　不機嫌な態度の理由が何なのかわからないまま様子を窺っていると、押領司はおもむろに口を開いた。

「───彼と上手うまくいったんですか？」

「は？」

　予想外に硬かたい声で訊たずねられ、ドキリとする。

　静かに振り向いたその表情は冷たく、続けられた言葉にも棘とげが含ふくまれていた。

「わざわざ僕が来ないはずの日にあの男と会ってるってことは、上手くいったってことなんじゃないんですか？」

「なっ……何云ってるんだよ！　そんなわけあるか!!」

　見当違いの指し摘てきをされ、思わずカッとなり語気を荒あららげてしまう。

　けれど、押領司は淡たん々たんとさっきのやり取りを指摘してくる。

「じゃあ、何であんなふうに平然と次の約束を取りつけられるんですか？　飲めないくせに自棄やけ酒ざけするくらい失しつ恋れんがショックだったくせに」

「それは───」

　いまはお前がいてくれるからだと云いってしまいたかった。

　けれど、ここでそれを告げても信じてはもらえないような気がして、俺は言葉を吞のみ込んだ。言葉では、どう足あ搔がいてもこの気持ちを上手く伝えることができなさそうで。

　そんなジレンマで何も云えなくなった俺に、押領司は深いため息をついた。

「もうやめましょうか？」

「な…に……？」

「こうやって会うのはもうやめたほうがいいんじゃないかって云ってるんです。いつまでも僕がここに来ていたら、彼もヘンに思うでしょうしね」

「だから、あいつとは何でもないって───」

　少しも人の話を信用しようとしない押領司に、苛いら立だってくる。

　どうやったら、この誤解が解けるんだろう。そんなジレンマに苛さいなまれている間も、押領司はどんどん話を進めていく。

「もう、僕に気を遣わないでもいいですよ。今日から、『ただの生徒』に戻もどることにしますから。あなたも僕を見かけても気安く声をかけたりしないで下さいね」

「ちょっと待てよ…っ、まだ期限は残ってるだろ!?」

　俺たちの関係は、押領司が教習所に通っている間という約束だった。

　この間仮かり免めん許きよの試験に受かったばかりで、しかもこれから半月は春休みだというのに、これでおしまいなんて───。

「……幸い、僕のほうも上手くいきそうなところなんですよ」

「え……？」

「タイミングがよかったですよね。お互たがいに舐なめ合う傷がなくなれば、こんな関係はもう必要ないでしょう？」

　取りつく島のなさに、言葉も出ない。

　本物が手に入りそうだから、偽にせ者ものは用ずみだということなのか？

「短い間でしたけど、楽しかったです。ありがとうございました」

　押領司は利哉に向けていたような笑顔を俺に向ける。

　けれど、瞳ひとみだけは笑っていなかった。不安定に揺ゆれるそれは、一いつ瞬しゆんだけ淋さびしさのような色を浮うかび上がらせる。

「さようなら、石蕗教官」

　その言葉とともに、押領司は踵きびすを返し、俺の部屋から出ていった。

「押領司!?」

　すぐに靴くつも履はかずに追いかけたけれど、肩かたを摑つかんだ手はやんわりと振ふり払はらわれてしまった。

　きっぱりと拒きよ絶ぜつされた俺は、どうすることもできずにその場でただ立ち尽つくす。

　行き場を失った手を引き寄せ、ズキズキと痛む心臓の辺りを服の上から鷲わし摑づかんだ。

「……押領司の馬ば鹿か野や郎ろう」

　これだから、頭のいいやつは扱あつかいに困るんだ。勝手に自己完結して、人の意見なんか耳を貸そうともしない。

　とぼとぼと部屋に戻ると、鞄かばんの横に置きっぱなしにしていた紙かみ袋ぶくろが目に留まった。

「プレゼントも無む駄だになっちゃったな……」

　せめて、これくらい渡わたしておけばよかったと思ったけれど、いまから押領司を追いかける元気なんて残っていない。

　何かしようという気力も湧わかず、俺はどさりとベッドに倒たおれ込んだ。

「……っ」

　そこに残っていたあいつの移り香がに、ますます胸を締しめつけられる。

　元の生活が戻ってくるだけなんだから、気落ちする必要なんてない。そう自分に云い聞かせてみるけれど、そんなことで胸の痛みが消えるはずもなく、泣きたい気持ちが募つのるばかりで。

　往おう生じよう際ぎわ悪く気づかない振りをしてきたけど、もう自分を誤魔化しきれなくなってしまった。

　いつの間にか俺は、あいつのことが好きになっていたんだ。

「いた……」

　ズキズキと、胸の痛みは激しくなっていく。

　どうして、叶かなわない恋こいばかりしてしまうんだろう……。

　自己嫌けん悪おに苛まれながら、俺は唇くちびるを嚙かみしめた。







　　　　６




　それからというもの、押領司は本当に俺の前に姿を見せなくなった。

　部屋を訪おとずれないのはもちろんのこと、教習所でも顔を合わせない。あんなに毎日見ていたあいつの顔を、俺はもう一週間近く目にしていなかった。

　一度、事務室で控ひかえの教習データを見てみたのだが、判子は確実に増えていた。きっと、俺の勤務時間を避さけ、教習所に通ってきてるんだろう。

　その間も、日々は確実に過ぎていく。

　決まった時間に起きて、出勤して、教習をこなしたあと帰宅する。

　そんな中でいままでと変わったことがあるとすれば、同じ日常の中で、ふとした弾はずみにあいつのことを思い出してしまうことだ。

　目を覚ましては夢の中で隣となりにあったはずの体温を探し、教習をすれば運転席に座る生徒にあいつの姿を重ねてしまう。

　あいつのいない生活は、胸にぽっかりと穴が空いたような感じだ。

　初めはうざったくて、迷めい惑わくだと思ってた。

　脅おどしてくるわ、口くち煩うるさくしてくるわ、何て面めん倒どうなやつと知り合ってしまったんだろうとうんざりとしてたけれど、いつしか、あれが当たり前のことになってしまっていたらしい。

「……道理で静かなはずだよな」

　ベッドに背を預け、ぐるりと部屋を見回す。

　あいつと出で逢あう前と何ら変わりのない１ＤＫだ。

　二人でいたときは部屋が狭せまいと不満を感じていたけれど、いざ一人の空間を取り戻すと、この静せい寂じやくさに淋しさを覚えてしまう。

　人の感覚とは、何て曖あい昧まいなんだろう。

　おもむろに自分の部屋を観察していた俺の目に、小さな手て提さげの紙袋が留まった。

　押領司への卒業祝いに買ったマグカップだ。

「どうすっかな、あれ」

　他ほかに上げる相手も思いつかないし、自分用のマグカップは既すでにある。

　そもそも自分で使っていたら、それを見る度たびにあいつのことを思い出してしまいそうで嫌いやだ。そんな真似まねをするくらいなら、いっそ捨ててしまったほうが気が楽だ。

　そうは思っても、ゴミに出す気には到とう底ていなれそうにもない。

　……いっそ、渡しに行ってみようか。

　住所なら教習所の控えにあるから、家を探し当てることはそう難しいことではないだろう。

　会って、卒業祝いを渡してしまえば、あいつを忘れる踏ふんぎりがつくかもしれない。

　いつまでもうじうじとしていても、物事は進展しない。

　結果、会わなければよかったと思うかもしれないけれど、後こう悔かいならすでに山のようにしているのだから、またそれが一つくらい増えたって大したことではないじゃないか。

「……！」

　俺はぐっと握にぎりしめた拳こぶしを見つめ、一人で静かに気合いを入れたのだった。










　───押領司に会いに行こう。

　そう決意した翌日、俺は勤務が終わるのを待って、押領司の住むマンションを訪たずねていった。

「ええと……ここだよな？」

　エントランスに打ちつけてあるプレートを確かく認にんすると、住所に書いてあるマンションの名めい称しようと一いつ致ちする。押領司の家は、ここの十二階にあるようだ。

　マンションの横を走る道路の路ろ肩かたに車を停とめ、辺りを眺ながめてみる。いわゆる閑かん静せいな住宅街という雰ふん囲い気きで、マンションの所有する敷しき地ちもかなり広い。

　目の前に広がる公園や遊歩道などの光景は、どこまでものどかで緊きん張ちように強こわ張ばっている俺は、どうにも場ば違ちがいのように思えてしまう。

　しかし、こんなところで怯ひるんでいる場合じゃない。

　バクバクと高鳴る心臓を胸の上から押さえながら、深呼吸を二度繰くり返した。

「よし、行くか」

　……って、ちょっと待てよ？

　思いつきでここまで来てしまったけれど、これじゃストーカーみたいじゃないか。

　俺は、はたと自分の猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりに気づき、赤面する。

　ウチみたいに一人暮らしならまだしも、あいつは家族と暮らしているんだから、そんなところに見知らぬ男がいきなり訪ねていったら迷惑極きわまりないよな……。

　いっぱいいっぱいになってたからって、いくらなんでもこれじゃ周りが見えなさすぎだろ。

「一応、電話しておこう……」

　俺はカバンから携けい帯たい電話を取り出し、自分からは一度たりともかけたことのない押領司のナンバーを表示させた。

　このナンバーは知りたくないと云いっていたのに、押領司が勝手に登録したものだ。

　こんな形で必要になることになるなんて、皮肉なものだと思う。

　震ふるえる指で通話ボタンを押そうとしたとき、視界の端はしに人ひと影かげが映った。思わず振り向くと、マンションのエントランスから出てきたばかりの押領司の姿がそこにあった。

「……あっ……」

　これから散歩にでも行くのだろうか？　押領司は腕うでに抱だいていた茶色いミニチュアダックスフントを地面に下ろし、その犬に向かってふわりと微笑ほほえみかける。

　久しぶりに見る柔やわらかな笑え顔がおに、俺の胸はズキリと痛んだ。

　あいつに会うならいまがチャンスだ。そうわかってるはずなのに、踏んぎりがつかない。

　俺が車から降りて声をかけたら、どんな顔をするだろう。

　驚おどろかれるだろうか？　それとも、何とも思われないだろうか？

　もちろん、歓かん迎げいされるとは思ってもないけれど、あからさまに手の平を返したような態度を取られたらと思うと二の足を踏んでしまう。

「…………」

　だけど、考えてもみれば、そもそも俺を率そつ先せんして巻き込んだのはあいつのほうじゃないか？

　面倒なつき合いを増やしたくないのなら、わざわざあんな取り引きを持ちかけてこなければいいのだ。

　酔よっぱらって部屋に連れ込んでしまったのは俺が悪いけれど、そのあとのことは俺だけの責任じゃない。最後に、振ふり回した責任くらい取ってもらってもいいはずだよな。

　挫くじけそうになる自分に、俺は必死に云い聞かせる。

　だけど、そうこうしている間にマンションから、もう一人誰だれかが飛び出してきた。

　小こ柄がらで元気のいい、押領司と同年代の男の子の姿を目で追っていると、少しだけ空いていた窓から声が聞こえてくる。

「俊也！」

「……!!」

　俺は、彼が気安く押領司の名前を呼び捨てにしたことに驚いた。

「遅おそいぞ、智とも久ひさ」

　しかも、押領司は彼の態度を当たり前のように受け止め、素すのままの顔で応こたえている。

「ごめんごめん。出てくるときにペン立てぶちまけちゃって、片づけてた」

「ったく、お前はどうしてそう間が抜ぬけてるんだ……」

「しょうがないじゃん！　一つのことにしか気が回らないんだからっ」

「偉えらそうに云うことか。いいから、さっさと行くぞ」

　教習所での立たち居い振ふる舞まいを見ていてわかったことだけど、押領司は自分の周りに壁かべを作るタイプだ。

　物もの腰ごしは柔らかく、対応も丁てい寧ねいなため、よほど鋭するどい人間でなければ、その壁には気づくことができないだろう。

　だけど、何故なぜか俺と二人きりのときはその壁を作ろうとはしなかった。

　それどころか猫ねこを被かぶることもせず、自己中とも云えるくらい強ごう引いんで、毒どく舌ぜつ一歩手前なほど口煩く、何をするにも世話を焼いてきて───。

　そんな態度に、ときおり見せる酷こく薄はくさに違い和わ感かんを覚えるほどだった。

　押領司のあの態度が俺に向けられたものだったのか、それとも俺を通して見た誰かに対するものだったのかはわからない。けれど、彼への態度は間違いない。

　傍はたから見ていても、心から気を許している様子が窺うかがえる。

「あっ、リード貸して！　俺が連れてく」

「わかったわかった。けど、あんまり速く歩いて引き摺ずるなよ？」　>>>♥

　彼は押領司の持っていたリードを受け取り、嬉うれしそうに犬に話しかけた。

「俊也はのんびりしすぎなんだよなー」

　茶色い毛のその犬は一いつ瞬しゆんきょとんと首を傾かしげていたが、すぐに彼の足あし下もとにじゃれつき始める。

　そんな様子を穏おだやかな表情で見守っている押領司を見ていたら、車を降りるタイミングを逃のがしてしまった。

　彼は、押領司の何なのだろう？

　兄弟はいないと云っていたから弟ではないと思う。けれど、そうでないとしたら同じマンションから出てきた理由が何か他にあるはずだ。

　押領司が友達にあんな顔を向けるわけがない。あんな、柔らかで穏やかな笑顔なんて。

　───幸い、僕のほうも上手うまくいきそうなところなんですよ。

　あのとき云っていたのは、こういうことだったのだろうか？

　でも、あいつの好きな相手は年上だと云ってたはずだ。彼は見るからに年下、いっていたとしてもせいぜい押領司と同い年くらいだろう。

　しかし、押領司は『誰』ととは云わなかった。

　いまの想おもい人びとが彼だとしても、おかしくはない。

「……っ」

　段々と、仲なか睦むつまじい二人を見ていることが辛つらくなってきた。

　どうしようもなくやりきれなくなった俺は、動どう揺ように硬こう直ちよくしていた体を無理矢理動かし、窓の外から顔を背そむける。

　ドクン、ドクン、と心臓が早はや鐘がねを打ち始め、背中にじっとりと嫌いやな汗あせが浮うかんできた。貧ひん血けつを起こしたときのように視界が狭せばまり、頭の中がぐらぐらと揺ゆれる。

「痛……」

　どうしようもないもどかしさと刺さすような胸の痛み。

　どろどろとした醜みにくい気持ちが、俺の中で渦うず巻まいている。

　ここに来るまでは、あいつに会えればそれでいい、話をすれば気持ちに整理がつくはずだ、と思っていた。

　けれど、所しよ詮せんそれは建て前にしかすぎなかったということを、嫌というほど思い知らされることになるなんて。

　遠ざかる後ろ姿に、大声で「好きだ」と叫さけびたかった。振ふり向いて、俺の名前を呼んで欲しいと心の底から願い、あの笑顔を他ほかの人間に見せるなと訴うつたえたかった。

　それと同時に、どれも叶かなうことのない望みだということを、俺ははっきりと自覚していた。

「……くそっ」

　気持ちのやり場が見つからず、俺は苛いら立だちまぎれにドアを拳こぶしで叩たたく。

　何で、あんな男が好きなんだよ！

　自分の都合で人を振り回すような最低の人間じゃないか。

　そう自分に云い聞かせようとしたけれど、自らを偽いつわることなんかできやしない。

　だって、それだけじゃないともう知ってしまっているから。

　あいつは自分勝手で冷たいばかりじゃなかった。そんな優やさしさと酷薄さのギャップは、不器用なせいだと気づいてしまった。

「……重じゆう症しようだよな」

　ここまで、自分が参ってしまってるとは、さすがに自覚していなかった。

　彼女と並んで歩く利哉を見たって、ここまで嫌な気持ちにはならなかったというのに、いったいどうしてしまったんだろうか。

　……とりあえず、今日のところは帰ろう。

　戻もどってきた押領司と会ったって、冷静に話ができる自信がない。

　俺は荒あれ狂くるう胸の内とは反対に、静かに車を発進させたのだった。










　結局、何もしないまま部屋に帰ってきてしまった俺は、玄げん関かんのドアを閉じた瞬しゆん間かん脱だつ力りよくし、その場にしゃがみ込んだ。

「何やってんだ、俺……」

　勢いに任せて押領司のマンションに行って、他の誰かと親しくしている様子を見ただけでショックを受けて───。

　自分の単純さというか、馬ば鹿かさ加減に涙なみだが出そうだ。

　そうやって、玄関で自己嫌けん悪おに苛さいなまれていると、自宅の電話が鳴り響ひびいた。

　本当は出るのも億おつ劫くうだったけれど、仕事絡がらみの連れん絡らくなら受けておかないと、あとで困るのは自分のほうだ。

　力なく立ち上がって部屋に上がり、電話機が置いてあるキッチンカウンターに手を伸のばした。

「はい、もしもし？」

『俺だ』

　仕事先からか、セールス電話だろうと高たかを括くくっていた俺は、受話器の向こうから聞こえてきた声にびっくりした。

「利哉。どうしたんだ、今日は？」

『どうしたんだじゃないだろう？　約束のメールもよこさないで』

「あっ、悪い！　すっかり忘れてた……」

　食事に行く約束をしていて、都合のいい日にちをメールで知らせる予定だったことを、云いわれて初めて思い出す。

　押領司とのことで頭がいっぱいで、利哉のことまで気が回らなかった。

　あの日、押領司に終わりにしようと云われ、そのことで頭がいっぱいになって

　素直に忘れていたことを白状すると、電話の向こうから大きなため息が聞こえてきた。

『……だと思った』

「本当にごめん…」

　俺って、どうしてこう余よ裕ゆうがないんだろう。

　何かに気を取られると、そのこと以外考えられなくなってしまう。

『それで、いつなら空いてるんだ？』

「俺は利哉の都合のいい日に合わせるよ。俺よりお前のほうが忙いそがしいだろうし」

　同どう僚りように頼たのまれて出勤時間を代わったりすることはあるけれど、前もって用事があることを告げておけば休みが変へん更こうになることはないわけだし。

『そうだな…。本庁に異動になったあとはどうなるかわからないから、その前がいいんだが……。今週末は空いてるか？』

「ああ、土曜日なら休みだ。その日でいいか？」

　外に食事に行くなんて久しぶりだ。

　ここのところずっと、押領司に合わせて生活していたから、食事は自じ炊すいと相場が決まっていた。

　毎日のように何を作ろうか、何を買って帰ろうかって考えてた気がする。

　だけど、一人の生活が戻ってきてからの食しよく卓たくは、本当に侘わびしいものだった。

　せいぜいがコンビニの弁当やカップラーメンで、下手をすれば食べないことだってある。

『じゃあ、土曜日の夕方に家まで迎むかえに行くよ』

「いいよ、そんなことしないで。俺が車出したほうがいいんじゃないか？　俺は酒飲まないけど、お前は飲むだろ？　そしたら、帰りは家まで送ってやれるし」

　基本的に下戸なので、利哉は俺が普ふ段だんから酒を飲まないことを知っている。

　だから、無理矢理勧すすめてくることもないだろうけど、もし一口でも飲んで、この間のような失態をしてしまったらと思うと恐おそろしい。

　車を出すと申し出たのは、そうした自分への抑よく制せいのためでもあった。

『そう云われてみればそうだな。車は透に任せるよ。何せ、教習所の教官だもんな』

「そうだよ、おまわりさん。警察官に飲酒運転なんかさせられないからな」

『わかってるよ。待ち合わせは駅前でいいよな？　詳くわしい時間は前日辺りに連絡する』

「わかった」

　受話器を左に持ち替かえ、壁かべにかかっているカレンダーに予定を書き込んでいると、利哉が思い出したように、そういえば、と切り出してきた。

『この間の高校生のことなんだが……』

「な、なに？」

　突とつ然ぜん、押領司のことを云われてドキリとする。

　まさか、俺たちの関係に何か勘かんづいたとか云い出すんじゃないだろうな？

『まだお前のとこには来てるのか？』

「え？　ああ、ううん。最近は来てないけど、な、何でそんなこと訊きくんだよ」

　利哉は、押領司の何を気にしているのだろうか？

　この間、鉢はち合あわせしたときの態度に不ふ手て際ぎわがあったとは思えない。

　俺の家に高校生なんかが通っているという事実だけで怪あやしいと云われてしまえば、それまでだけど。

『お前が迷めい惑わくがってるなら、俺からはっきり云ってやろうかと思ったんだが、来てないんなら問題ないんだ』

「心配してくれてありがとう。でも、迷惑がってなんかないって。逆にあの世代と話すことってあんまりないから新しん鮮せんだったし」

　これは本心だ。年の割に老成した考え方の持ち主だったけれど、やっぱり感覚や言こと葉ば遣づかいは高校生なんだなと思うことがよくあって、あいつと話をしていると面おも白しろかった。

　自分の意見はしっかり持ってるから、どんな話題を投げかけても受け答えしてくる。本当に頭のいいやつなんだと思う。

『けど、何で来なくなったんだ？　勉強を見てやってたんだろう？』

　そう云えば、俺はあいつの勉強を見てることになってたんだっけ。

　あんなそつのない態度を取っておきながら、自分のことを出来が悪いなんて云う辺り、嫌いや味みにもほどがあるよな。

「……それはほら、高校生最後の春休みって色々と忙しいから」

　俺は身み替がわりだっただけだからとは云えず、苦笑いを浮うかべそうになりながら、差し障さわりのない理由を告げた。

『忙しいって云ったって、それじゃ気き紛まぐれすぎないか？　いくら何でも最低限の礼れい儀ぎってものがあるだろうに』

　利哉は、しつこくされても腹立たしいが、などとぶつぶつ云っている。

　本当の理由は云えないけれど、押領司を悪く云われるのも嫌で、俺はしどろもどろにフォローを入れた。

「でも、仮かり免めん許きよも受かったし、俺の役目はもう残ってないから」

　自分でも、わけのわからない云い訳をしてると思う。けれど、いまの俺にはこう説明するのが精せい一いつ杯ぱいだった。

『試験受かったから用なしってことか？　何なんだ、そいつ』

「そういうこと云うなよ。あいつは悪くないんだから！」

　思わず声を荒あららげてしまう。すると、電話の向こうで一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ利哉が、訝いぶかしげに訊いてきた。

『……お前は、何でそんなにあのガキの肩かたを持つんだ？』

「え？」

『やけにあの高校生にご執しゆう心しんみたいだが』

「そ、そ、そんなことないって！」

　口では否定しつつも、心の中では焦あせっていた。

　押領司のことを悪く云われたくなくて必死にフォローしてしまったけれど、あれじゃ不ふ審しんがられてもおかしくはない。

　馬鹿だ、俺は。けれど、発してしまった言葉は戻もどってくるわけもなく、自らの浅はかさを呪のろう以外、どうすることもできなくて。

『昔もだいぶ可愛かわいがってたし、気にいってるってことじゃないのか？』

「昔…？　何わけわかんないこと云ってるんだよ」

　云われた内容が理解できず、俺は首を捻ひねった。

　俺と押領司の接点は教習所だけだぞ？　昔も何もないだろうに。

　不思議に思って問い返すと、逆に利哉のほうが驚おどろいたような声を出す。

『お前、わかってないのか？』

「だから、何のことだよ？」

『何だ、本当に覚えてないんだな』

　そして、利哉はしばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、云い難にくそうに話し出した。

『───この間、俺があいつのことを、どこかで見たことあるって云っただろう？　あのあと、どこで見たのか思い出したんだよ』

「えっ!?」

　俺は思わず受話器を取り落としそうになり、慌あわててそれを握にぎり直した。

　利哉が押領司を見たことがある？

　何の関かかわり合いもなさそうな二人に、どんな接点があったっていうんだ。

『お前も覚えてないか？　署の道場に中学生がしばらく通ってたのを』

　……そういや、そんなこともあった気がする。

　勤務一年目の夏、近くの剣けん道どう場じようの門下生たちが数人通ってきていたことがある。そこの道場を夏の間に改修するとかで、短期間、署の道場を提供することになったのだ。

　俺は勤務のあとや空き時間は隣となりの柔じゆう道どう場じようで練習していたから、彼らとはよく顔を合わせていたけど、すぐにはピンと来ない。

『あのとき、あいつもいたんだよ』

「あの中に？」

『ほら、あの中に生意気で大人顔負けの発言をするガキが一人いただろう？』

「ああ！」

　そう云いわれてみれば、子供たちの一人に、やけに大人びていて生意気な中学生がいたっけ。何人もの署員を打ち負かし、最後は署内で一番強かった部長に挑いどんでいって負けてたことを覚えている。

　熱くなるなんて馬ば鹿か馬鹿しいとでも云うような冷めた表情をしてるくせに、本当は負けず嫌ぎらいで見み栄えっ張りな子供。

　足を捻ったことを隠かくしてまでも大人に挑んでいた彼を諭さとし、こっそり人目につかないところで手当てしてやったんだよな。

　記き憶おくの中の少年は俺より背が低かった気がするけど、それだけあいつの身長が伸のびたということだろうか？

『多分、副ふく総そう監かんの息子むすこか何かだったと思うんだが……』

「副総監の息子…？───あっ！」

　副総監──当時は県警の本部長だった──の名字は、押領司といったはずだ。

　そんなお偉えらいさんとはほとんど縁えんもなかったとはいえ、あんな珍めずらしい名前をどうして忘れていたんだろう？

　思いつきもしなかっただなんて、抜ぬけているにもほどがある。

　それに先月、所長が知人の息子が通うことになったと云ってなかったか？

　もし、警察官上がりの彼の下もとに、副総監から直々に『息子をよろしく』と連れん絡らくが入っていたとしたら…？

　そもそも俺は、当時の上司のつてであの教習所に勤めることになったのだから、その可能性にすぐに思い当たってもよさそうなものだが、関係者が大物すぎてそこまで考えられなかった。

『透？　どうしたんだ、黙り込んで』

「あ、ごめん。そんなこともあったなぁと思って」

『あいつのほうはどうなんだ？　あのときのこと、全然云ってなかったのか？』

「……さあ？　そういう話はしなかったから」

　俺のことは、教習所で見かけて知っていたと云っていたけれど、過去に俺と顔を合わせていたことなんて一いつ切さい口にはしなかった。

『まあ、家に来ないっていうんなら、今後会うこともないだろ。悪かったな、余計な話して』

「あ、いや……」

　利哉はもう終わったことだと、その話を切り上げにかかる。

　俺としては当時のことをもっと知りたかったけれど、これ以上突つっ込んだ話をするのも、ますます訝しがられる要因になると思い、言葉を濁にごした。

『それじゃ、週末に。土曜日は必ず空けておけよ』

　利哉は約束の確かく認にんをすると、じゃあなと云ってあっさりと通話を終わらせた。

　俺は受話器を静かに戻し、知らずに強こわ張ばらせていた肩から力を抜く。

「何がどうなってるんだ？」

　勤務一年目と云えば、いまから四年前だ。

　その頃ころ中学生だとしたら、現在の押領司の年ねん齢れいとも計算が合う。

　押領司はどうして俺に、昔のことを話そうとしなかったんだろう？

　覚えていなかった俺が云えることではないけれど、あいつは俺のことを忘れてしまっていたのだろうか？　それとも、覚えていない俺に合わせて黙っていたのだろうか。

「……確かめなきゃ」

　このまま、燻くすぶった気持ちを抱かかえたままではいられない。

　また、利哉のときのように云わずに終わるなんて嫌だ。

　後こう悔かいして思い悩なやむくらいなら、はっきりと振ふられて傷つくほうがよっぽどマシだ。

　俺は逸はやる気持ちを抑おさえられず、車のキーを握りしめた。
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　俺は明日が待ちきれず、教習所に戻ってきてしまった。押領司の予約時間を確認しようと、事務室に入ると不思議そうに声をかけられる。

「ん？　石蕗、お前さっき帰ったんじゃ？」

「ちょっと、忘れ物して」

　夜間勤務の時間になっているため、残っている人数は少ない。

　さりげなく自分の席の前を通り、予約のリストが見られるパソコンに近寄った。

　教官なら誰だれでも見られるものとはいえ、完全に私的な使用だと思うと罪悪感を感じてしまう。

　ドキドキしながら、ここ数週間の予約を見ていくが、何故なぜか目的の名前を見つけることができなかった。

　どうして、あいつの名前がないんだろう。

　日づけを遡さかのぼって見てみても、俺が最後に教習をした日以降、どこにも予約が入っていない。

　けれど、教習手帳に新しい指導員の判子が押してあるのは事実なのだ。いったい、どこで教習を受けてるんだ？

「────」

　このまま、一人で考えていたって埒らちが明かない。

　俺は少し迷ったけれど、事情を知っていそうな所長を捕つかまえて、訊きいてみることにした。

「所長。あの、少しお訊きしたいことがあるんですが、お時間よろしいでしょうか？」

　所長室を覗のぞくと、そこの主はのんびりとお茶を啜すすっていた。

「ん？　構わないよ。何かあったのかい？」

「先月末から来ている、押領司くんという子のことについてなんですが」

「彼がどうかしたかね？」

　怪あやしまれやしないだろうかとはらはらしながら、差し障さわりのない質問をぶつける。

「いえ、何度か俺…いえ、私の担当になっていたんですが、このところ見かけないので少し心配になりまして。所長のお知り合いの息子さんだと云っていたので、何かご存じなのではないかと……」

「ああ、俊也くんか。あの子はいま、時間外に教習をしているんだよ」

「時間外？」

　この國見ドライビングスクールでは、追加料金を払はらえば特別に決められた教習時間外に補習を受けることができるというシステムがある。

　本来、日中になかなか来られないサラリーマンや二部学生用に作られたシステムなのだが、追加料金が安くないことと、このシステムを知る人が少ないためにあまり活用されることはない。

「何でも、日中は時間が空かないからと、彼の父親に頼たのまれたんだ。別に体調が悪いというわけではないから安心しなさい」

「そうだったんですか…。それは誰が担当してるんですか？」

　だから、どこにも予約が入っていなかったのか。

「遅おそ番ばんの中で、その日残れるやつにやってもらってるよ。君は早番ばかりだから、話が回ってこなかったんだろう。今日も来るはずだから、そんなに心配しているんなら、伝言でも頼んでおいたらどうだい？」

「え、今日来るんですか!?」

　所長の言葉に、ドクン、と心臓が大きく高鳴った。

　今日、あいつに会えるかもしれない。

「ああ、そのはずだが。確か、担当は清し水みずだったと───」

「ありがとうございました！　失礼します」

　呆あつ気けに取られる所長を尻しり目めに、俺は事務室へと急いで戻もどった。

　残っていた同どう僚りように、頼みごとをするために。










「うわ、寒っ」

　静まり返った教習コースに出ると、冷たい空気が体を包み込む。吐はき出す息は白く、今晩はいつも以上に冷え込むと、朝の天気予報で云いっていたのを思い出した。

　コースを照らす照明は煌こう々こうとついているのに、人気はない。いま、この教習所内には俺しかいない。

　今日の時間外教習は、押領司一人だけだ。

　本来、残るはずの受付嬢はどうしても外せない用事があるとかで退社してしまっていた。

　だから俺は時間外の担当になっているやつを捕まえ、今日の担当を代わってもらえるよう頼み込んだ。

　訝いぶかしがる同僚に理由は訊かないでくれと頭を下げると、首を捻ひねりつつ了承してくれた。代わりに今度、食事を驕おごるはめになったけれど。

「ちょっと出てくるの早かったかな」

　俺は、校舎前にぽつんと停とめられた教習車のボンネットに寄りかかりながら、押領司が来るのを待った。

　冷たい空気が、俺から体温を奪うばっていくけれど、緊きん張ちようでそれどころではない。落ち着かない気分をどうにかしようと、事務室から拝借してきた同僚の煙草たばこに取り出した。

　人がやっていたのを思い出しながら煙草を口にくわえ、軽く吸い込みながらライターの火を灯ともす。

「……げほっ、ごほごほ…っ、あー…やっぱ、ダメか……」

　しかし、煙けむりを吸い込んだ途と端たん、思いきり噎むせ返ってしまった。

　やっぱり、慣れないことをするもんじゃない。学生時代から柔じゆう道どうをやってたせいで、喫きつ煙えんという習慣に縁えんがなかったのだ。

　涙なみだ目めになりながら、地面に煙草を押しつけて火を消していると、呆あきれたような声が聞こえてきた。

「何やってるんですか？」

「あ、いや、落ち着かないから気を紛まぎらわせようと思って」

　押領司に普ふ通つうに声をかけられ、俺は無意識に言葉を返していた。

　意外にも冷静に話せている自分に驚おどろきつつも、まだ少し怖こわくて振ふり返ることができない。

「普段、煙草なんか吸わないくせに、わざわざ買ってきたんですか？」

「同僚の忘れ物を拝借してきたんだよ。でも、煙草ってまずいのな」

　休きゆう憩けい時間はみんな、引っきりなしに吸ってるから、さぞかし美味おいしいのかと思ってたけど、騙だまされた気分だ。

　苦笑いで動どう揺ようを押し隠かくしながら振り返ると、押領司は何を思ったのか俺の手から煙草の箱と吸い殻がらを奪い、握にぎり潰つぶして近くにあったゴミ箱に放ほうり込む。

「あっ」

「やめておいたほうがいい。あなたに煙草は似合いませんよ」

　だから俺のじゃないのに……と云おうと思ったけど、遅かった。

　あとで買って置いておこう…。

「それで？　どうしてあなたがここにいるんです？　あなたの勤務時間はとっくに過ぎてるでしょう？」

　冷たく云い放たれ、つい怯ひるんでしまう。覚かく悟ごしていたとはいえ、こうして拒きよ絶ぜつされるのは辛つらかった。

　だけど、チャンスは今日しかないのだと自分を奮い立たせ、どうにか口元に笑えみを浮うかべて話しかける。

「ほ、ほら、この間ろくに話もしないで帰っただろう？　だから、元気にしてるかなぁって」

「それだけのために、わざわざ？」

　努めて明るく云ったのに簡単に一いつ蹴しゆうされてしまい、ぐっと言葉に詰つまった俺は、唇くちびるを嚙かみしめて項うな垂だれる。

　押領司は、俺の顔を見るのさえ嫌いやなのかもしれない。

「……ごめん」

　思わず謝罪を口にすると、押領司は深いため息をついた。

「謝って欲しいわけじゃない。それとも、謝らなきゃいけないようなことをこれからするつもりなんですか？」

「そ、それは」

　何と云えばいいんだろう。

　一方的に気持ちを押しつけることになるのだから、迷めい惑わくだと思われることは必至だ。

　けれど、俺だって生半可な気持ちで、ここにいるわけじゃない。

　上手うまくいかないとわかっていながら、八つも年下の男に告白するのだから、これでも相当の覚悟を決めてここで待っていたのだ。

「……もう、お前が俺に会いたくないのはわかってる」

「だったら───」

「それでも、どうしても伝えたいことがあったから」

　押領司の言葉を遮さえぎり、瞳ひとみをまっすぐに見つめながらはっきりと告げると、その瞳が微かすかに揺ゆれる。しかし、視線はすぐに逸そらされ、吐き捨てるように言葉をぶつけられた。

「いまさら、何の話があるっていうんですか？　僕は教習を受けに来たんです。あなたが仕事をする気がないのならもう帰ります」

「押領司…！」

　踵きびすを返し、帰りかける俊也の袖そでを摑つかんで引き止める。

　その手を振り払はらわれなかったことにほんの少し安心した。

　けれど、押領司が足を止めたあとも、いま手放してしまったら二度と捕つかまえることができなさそうな気がして、握った手を開くことができなかった。

「お前に他ほかに好きなやつがいることはわかってる。けど、これだけは聞いて欲しいんだ。……今度こそ、後こう悔かいしたくないから」

　震ふるえそうになる声を必死に張る。けれど、押領司の袖を摑んだ指先が小刻みに震えるのを抑おさえることはできなかった。

　早はや鐘がねを打つ心臓は耳元で煩うるさく鳴る。

　押領司は俺に同情したのか、それとも呆れているのか、何も云おうとしない。

　夜の静せい寂じやくと沈ちん黙もくが、俺に重くのしかかる。それでも、俺の手を振り払おうとはせず、ただ黙だまってそこにいてくれた。

　俺はこくりと唾つばを飲み込み、緊張でカラカラに渇かわいた喉のどを潤うるおすと、絞しぼり出すようにして話し始めた。

「……あんなふうに酔よっぱらって絡からんで、申し訳なかったと思ってる。そのあと、取り引きだ何だって近づいてきたお前のことを鬱うつ陶とうしく思ってたときもあった」

「…………」

「年下のくせに口煩いなとか、生意気だとか思ったりもしたけど、作ってもらったご飯は美味しかったし、道場に連れて行ってもらったときは本当に嬉うれしかった」

「……何が云いいたいんですか、あなたは」

　脈みやく絡らくのない話をしているように思われるかもしれない。

　けど、俺は全部話しておきたかった。一いつ緒しよに過ごしてきた時間を、どんなふうに感じてたのかを伝えなければ、俺の気持ちなんて信じてもらえないと思ったから。

「前にお前は『本気で嫌なら抵てい抗こうできるだろ』って云ってたけど、俺もそう思ってた。正直、お前くらいなら油断しなければ簡単に押さえ込める。けど、どうしてかできなかった」

「どうして、なんですか？」

「わからない。けど、お前の目を見るとダメなんだ。悲しそうな、切ないような目で俺を見てただろう？　もちろん、俺を通して好きなやつを見てたのはわかってる。本当にその人のことが好きなんだなぁってわかって、俺がドキドキさせられたよ」

　当時の心境を白状しながら、自じ嘲ちように笑いが込こみ上げてきてしまった。

　自分でも馬ば鹿かだと思う。俺は身み替がわりでしかないのだというのに、いつしか…いや、もしかしたら初めから、その瞳に心を奪われていたのかもしれない。

「そうやってお前と一緒にいるようになって、気づいたんだ。───あいつのことを考えなくなっていた自分に」

「……何が、云いたいんですか？」

　そのとき、俺は押領司の声が微かに揺れていることに気がついた。きっと、俺の云わんとする目的に薄うす々うす勘かんづいたのだろう。

　向けられている背中からは、苛いら立だちや困惑が伝わってくる。

「ごめん、回りくどくて。でも、もう無理にお前に会おうとはしないから、これだけ知っててくれ」

　これが最後だからと謝罪して、俺はずっと胸に秘ひめていた気持ちを静かに告げた。

「俺は、お前が好きなんだ」

「からかわないで下さい！」

　告白を口にした途端、押領司は俺の手を振り払い、振り返って一いつ喝かつしてきた。

「押領司…？」

「あなたは何を云ってるんですか？　あなたが好きなのは、あの男なんでしょう？　この間だって、部屋に来てたじゃないですか。嬉しそうに笑って、次の約束もしてたでしょう？」

　強こわ張ばった声で矢や継つぎ早ばやに問いかけられる。今度こそ誤解を解かなければと、俺も思わず声を荒あららげてしまった。　>>>♥

「だから！　あれは結けつ婚こん式しきの招待状を持ってきてくれただけで、お前が誤解するようなことにはなってない！　理由も聞かずに出ていったのはお前のほうだろ!?」

「じゃあ、何であの男は俺をあんな目で見てたんですか？　あれはどう考えたって恋こい敵がたきに向ける目だった」

「そんなの知るかよ…っ」

　俺の位置からはそのときの利哉の顔は見えなかったし、そんなふうに押領司を見ていた理由はわからない。

　けれど、俺自身の気持ちだけは過あやまたずに云える。

「あいつのことは好きだったよ。でも、あいつへの気持ちなんてとうの昔に整理がついてたんだ」

「……噓うそだ。あなたはあんなにショックを受けてたじゃないですか！」

「失しつ恋れんなんてとっくの昔にわかってたはずなのに、あんなふうにショックを受けて……あのとき俺は、自分がショックを受けるくらいあいつのことが好きなんだと思い込んだんだと思う」

　話しているうちに、だんだんと頭の中がクリアになっていった。

　色んな感情が入り混じって、わけがわからなくなっていた自分の気持ちがようやく摑めてきたような気がする。

「けど、そうじゃなかったんだよな。もちろん、あいつのことは好きだけど、俺の中を占しめていたのは執しゆう着ちやくみたいなものが大きかったんじゃないかなって思うんだ」

　利哉への恋心は、所しよ詮せん過去のものなのだ。恋する気持ちが報むくわれないならと、親友としてのあいつに独どく占せん欲よくを持つようになったんだろう。

　他に好きな相手もできず、その線引きが曖あい昧まいなままこの年になってしまったのだ。

「俺はお前に会って思い出したんだ。誰だれかに恋するって気持ちを」

　胸が痛くて苦しくて、一日中そいつのことばっかり考えて───こんなガキみたいに一いち途ずな感情が俺の中に残ってるなんて知らなかった。

「あなたは、あんなに酷ひどいことをした男を好きになれるんですか？」

「まだ疑うのか？　しょうがないだろう。好きになっちゃったんだから」

　なかなか俺の云うことを信用しない押領司に、憮ぶ然ぜんとして答える。

　俺だって初めはどうかしてると思った。

　だけど、憎にくらしいと思うところさえ愛いとしく感じてしまうのだから仕方がない。

　普ふ段だんは大人びた表情が、いまは苦しげに歪ゆがんでいる。こうして、不安定な面を見せられる度たびに、俺の心臓は落ち着きをなくすのだ。

「僕は好きな相手が自分のほうへ向いてくれないなら、体だけでも手に入れてやろうって考えるような人間なんですよ？　それでも好きだと云えるんですか？」

「押領司…？」

　畳たたみかけるように告げられる言葉に目を瞬しばたたいていると、ふいに抱だき寄せられた。

　力強い腕うでの感かん触しよくはすでに懐なつかしく、安あん堵どと昂こう揚ようを呼び起こす。

「……だけど、本当は辛つらかった。僕の腕の中に確かにいるのに、僕のことを見てくれてるわけじゃない。そう思うとやりきれなかった」

　肩かた口ぐちに顔を埋うずめられ、くぐもった声で初めて吐と露ろされた押領司の本音に、俺は目を見開いた。

「それって……」

「傷つけたくないのに、傷つけてばかりで。それでも僕に笑いかけてくれるあなたを、あれ以上苦しめたくなかったから離はなれようと決めたのに…！　どうしてあなたは…っ」

　吐はき出した想おもいの強さを表すように、押領司は強くかき抱いだいてくる。

　好きだけど自分を見てもらえず、それでも体だけでも欲しくて、でもその相手を苦しめたくなくて───その相手が俺だって云うのか？

　俺は押領司の体を引き剝はがし、肩を摑んで詰つめ寄った。

「で、でも、お前、云ってなかったか!?　好きな相手と上手うまくいきそうって……」

　だから、俺の前からいなくなったんだろう？

　もう俺は用なしなんじゃなかったのか？

　瞳ひとみを覗のぞき込むように見上げると、押領司はいままで見たこともないような困った顔をして、視線を泳がせた。

「それは───あなたが好きな相手と上手くいくなら、そのほうが幸せになれるだろうって思ったんですよ。僕に責任を感じて欲しくはなかったから、ああいうふうに云うしか…」

　噓だったということなのか？

　だとしても、腑ふに落ちないことが一つある。

「じゃあ、この間マンションから出てきたあの子は何なんだよ？」

　あんなに気安い態度を取っておいて、いまさら『赤の他人です』だなんて云われても信用できるわけがない。

「……って、ヤバ…」

　これだけは確かめておかなくてはと意気込んで云ってから、俺はすぐに自分で墓ぼ穴けつを掘ほってしまったことに気づいた。

「この間？」

「あっ…いや、その……」

　しまった……。

　こいつは、俺が家まで訪ねて行ったことを知らないんだった。

　押領司が誰かと一緒にいる姿を見て、すごすご帰ってきてしまったなんて情けなさすぎる。

　けど、押領司のほうも聞き逃のがしてはくれないようで、じっと俺を見つめたまま話し出すのを待っていた。

　とうとう俺のほうが折れ、こうなったら洗い晒ざらい喋しやべってやるとばかりに、逆ギレるように云い捨てる。

「悪いかよ、お前に会いにマンションまで行っちゃ！　そしたら、入り口からお前が出てきて、そのあと年の近そうな男の子が出てきただろ？　何か凄すごい仲よさそうだったから、上手く行きそうな相手ってあの子なのかなって思ったんだよ」

　さあ理由を話してみろと云いわんばかりに告げると、押領司はさらりと答えを口にした。

「ああ、あれは別に。僕の従兄弟いとこですから」

「……従兄弟？」

「ええ、同い年の。…だいたいあんなお子様、僕の射程範はん囲い外がいです。弟みたいなものですし」

　赤の他人には見えないと思ったけれど、本当に血けつ縁えん者しやだったのか……。

「な…んだ…。お前が素すの顔をしてるから、よっぽど気を許した相手なんだなと思って」

「僕に会いに来てくれてたんですね」

「悪いかよ」

「妬やいてくれたんですか？」

「……当たり前だろ」

　人の話も聞かないで誤解しやがってと不満に思っていたけれど、自分も同じような誤解をしていたなんて。

　何となく気き恥はずかしくて、ぶっきらぼうな態度を取ってしまう。

　この気まずさを誤ご魔ま化かそうと、ついこの間判明した事実を押領司にぶつけてみた。

「そういえば、覚えてるか？　俺たち、昔に会ったことがあったんだな。利哉に云われて思い出したよ」

　すると、押領司は少しがっかりした顔をして云った。

「何云ってるんですか。覚えてるに決まってるでしょう？　あのときから僕は、あなたのことが好きなんですから」

「へ？」

　まるで常識を話すように新事実を告げられ、俺の頭は混乱する。

「この間、道場に行ったときに話したじゃないですか、憧あこがれてる人がいるって。それ、誰のことだと思ってるんですか？」

「誰って……」

　そういえば、誰のことなのかまでは云っていなかった。

　けれど、時期的に考えると署員のうちの誰かだと思うけど……。

「本当に鈍にぶいな、あなたは。ここまで話したんだから、少しは察して下さいよ」

　こんなことを云うと自意識過か剰じようみたいに思えるけれど、押領司の言葉からはこの答えしか導き出せない。

「俺……なのか？」

「道場で出で逢あってから、あなたのことが気になってたんです。綺き麗れいで細身なのに誰よりも強くて、びっくりしました。でも、好きになるきっかけになったのは、怪け我がを隠かくして稽けい古こしてた僕に気づいたあなたに本気で叱しかられたときですよ」

「あのとき……」

　捻ねん挫ざを隠し、無理ばかりしていたこいつを無理矢理更こう衣い室しつへと引っ張って行き、無茶な行動を諫いさめ、手当てをしてやったのだ。

　まさか、あのときに惚ほれられていたとは思いもしなかった。

「実はあのとき、怒おこってるあなたの顔が綺麗で思わず見み蕩とれてました」

「なっ……」

「教習所で再会したときは嬉うれしかった。けど、全然気づいてくれなくて。でも、いつか担当に当たったら聞いてみようと思って機会を待ってたら、その前に酔よい潰つぶれてるあなたを見つけたんです。再会した途と端たん、名前を呼ばれて『ずっと好きだった』とか云われたら、浮うかれるでしょう普ふ通つう？」

「ご、ごめん」

　本当に俺は、押領司の純情を踏ふみにじっていたのか……。

　俺だって、きっとそんな状じよう況きようだったら、まさかと思いつつも都合のいいように受け止めてしまうと思う。

「だから、ついあんなふうなことを……。いまは反省してます。すいませんでした」

　押領司はすぐ側そばにあった俺の体をそっと押して距きよ離りを取ると、すっと頭を下げてきた。

「そんなの俺のほうこそ反省しないと…っ」

　押領司のしてきたことも褒ほめられたことじゃないけど、物事が拗ねじれてしまった原因は、俺の自棄やけ酒ざけな気がするし。

　押領司に頭を上げさせると、真ま面じ目めな顔で訊たずねられた。

「……じゃあ、初めからやり直してもいいですか？」

「あ、ああ」

　その真しん摯しな表情に、カアッと頰ほおが熱くなる。落ち着きかけていた鼓こ動どうも、徐じよ々じよに煩うるさくなってきた。

　瞬まばたきをするのも忘れて押領司の顔に見入っていたら、ふわりと微笑ほほえみかけられた。

「あなたが好きです。ずっと、好きだった」

「…うん」

　俺も、と云いかけた唇くちびるは言葉を刻む前に塞ふさがれてしまう。

　でもこれからは、何度だって云える。いままで云えなかったぶん、もういいと云われるまで伝えればいい。

　だから、いまは代わりに胸の中で呟つぶやいてみた。










「…っふ、ん…んん……っ」

　外気に冷えきっていた唇は、執しつ拗ように貪むさぼられ体温を取り戻もどしてきていた。

　息苦しさに喘あえいでも、差し込まれた舌に口こう腔こうを容よう赦しやなく搔かき回され、混じり合った唾だ液えきを飲み下すのも間に合わず、唇の端はしから伝い落ちていく。

　キスの心地ここちよさと酸欠で頭がぼうっとなりかけた頃ころ、ようやく唇が離はなれていった。

「……は……」

　暗くら闇やみの中、目を凝こらして押領司の顔を見てみると、いままでの中で一番余よ裕ゆうのない顔をしていた。

　だいぶ上がってしまっている呼吸をつぎながら、潤うるんだ熱い瞳ひとみで俺をじっと見つめてくる。その視線だけで、体の芯しんにゾクゾクと震ふるえが走った。

　このまま流されてしまいたい誘ゆう惑わくに駆かられたけれど、年長者の矜きよう持じとしてなけなしの理性を振ふり絞しぼり、おずおずと訊きいてみた。

「……本当に、ここでするのか？」

　というのも、さっき、交かわしていたキスがヒートアップしてしまい、押領司はあろうことか教習車のボンネットに押し倒たおしてきたのだ。

　いくら体が熱くなってると云ったって、こんなところは嫌いやだと訴うつたえると、それならと云って車の後部座席に連れ込まれてしまい、いまに到いたるというわけである。

　外ではないだけ数段ましだが、教習車の中というのもかなり微び妙みようだ。

　職員は全員帰ってしまっているとはいえ、絶対に戻ってこないとは限らないわけで……。

「嫌なんですか？」

「い…嫌というわけじゃないんだが、人が来たら……」

　後あと退じささろうにもスペースがない。座席いっぱいに横たえられ、片足は折り曲げ、もう一方は席の下に投げ出すようにしている状態だ。

　身じろぐだけでも、俺に重なるようにしている押領司と体のどこかが擦こすれ合ってしまう。

　靴くつはさっき、助手席のほうへ放ほうられてしまったので、車の外に逃にげるのもまた難しい。

「大だい丈じよう夫ぶ。誰だれも来ませんよ」

「そうかもしれないけど…っ」

　これが自分の車なら、あまり意識せずにすんだかもしれない。

　けれど、この車は俺が仕事で割り振られている教習車なのだ。こんな場所でことに及およんでしまったあと、このことを仕事中に思い出しでもしたらと考えると、つい気き後おくれしてしまう。

「あなたは僕をこんな状態にしておいて、お預けさせるつもりですか？」

「……あ……」

　やっぱり、家に帰ってから…と云いかけた俺は、足に妖あやしく腰こしを押しつけられて触ふれた感かん触しよくに、カッと顔が熱くなった。

　押領司のそこはすでに熱く昂たかぶり、芯を持ち始めており、切せつ羽ぱ詰つまっているのがよくわかる。

　そんな状態を知らされては、もうやめろとは云えなくなってしまう。

「一週間も禁欲してたから、我が慢まんがきかないんです」

　そう云って、押領司はスーツのボタンを外し、ネクタイを引き抜ぬき、あっという間に俺の前をはだけさせてしまう。

「ちょっ、そんな急ぐなって───つ……っ」

　そうして触れてきた押領司の指はまだ冷たく、敏びん感かんな肌はだを粟あわ立だたせた。

「すいません、冷たかったですか？」

　押領司はびくりと震えた俺に謝ると、触れさせていた指を退ひかせる。大丈夫だからと俺が云う前に、指の代わりにと唇で素す肌はだに触れてきた。

「…っあ、んん……っ」

「これなら冷たくないでしょう？」

　首筋に落とされたその柔やわらかな感触は、押し当てられるだけで体の奥が疼うずいてしまう。

　冷たくはなくなったけれど、体が震えてしまうのは変わらない。ふわりとかかる吐と息いきや吸い上げられるときに触れる舌の感触は、いっそう俺のもどかしさを煽あおり立てた。

「……っ、……ぁ…く……っ」

　喉のど元もとを吸われ、鎖さ骨こつを嚙かまれ、唇は徐じよ々じよに下のほうへと移動していく。押領司はときおり強く皮ひ膚ふを吸いながら、シャツ越ごしに脇わき腹ばらや腰回りを撫なで上げてきた。

　俺はたまらなくなって、押領司の髪かみに指を差し込んだ。さらさらの髪を撫でていると、少しだけ気が紛まぎれる。

「ん…っ、んん……」

　ぎゅっと目を瞑つぶりその刺し激げきに耐たえていると、押領司が顔を上げ心配そうに訊いてくる。

「どうしたんですか？　心臓も凄すごいし、体もガチガチだ」

「……恥はずかしいんだよっ」

　自分でも不思議に思うけれど、俺はいままでになく緊きん張ちようしているのだ。

　幾いく度どとなく抱だかれたことがあるというのに、死にそうなほど羞しゆう恥ちを感じているのはどうしてなんだろう。

　押領司が俺を求める理由が、身み替がわりではなかったとわかったからだろうか？

　細さい胞ぼうの一つ一つがざわめいているような、そんな感じがする。

「気持ちいいなら、ちゃんと声出して下さい」

「で…も……っ」

　消しきれない羞恥に、唇を嚙んでいたのを指し摘てきされてしまった。狭せまい空間に響ひびく自分の声にいたたまれなくて、必死に堪こらえていたのだ。

「聞かせてくれないなら、無理に泣かせてあげましょうか？」

「な……っ!?」

　胸の小さな突とつ起きに冷たいものが触れる。まだ冷えたままの指先だ。両方の粒つぶを指の間で強弱をつけて捏こね回され、くすぐったいような痛いた痒がゆいような感覚に襲おそわれる。

「……っや、ぁ……」

　冷えた指が皮膚を敏感にさせ、そこはすぐにぷつりと芯を持った。

　ヘコむほど強く押し潰つぶされたあと、優やさしくそっと撫でられる。その繰くり返しに込こみ上げてくる喘ぎをどうにか堪えていると、ふいに生温かい感触がそこに触れた。

「あ…っ!?」

　ねっとりとした物体が押領司の舌だということはすぐにわかった。

　尖とがった粒の形を確かめるように舌先で舐なめたあと、きゅっと強く吸い上げる。片方を指で弄いじり回されながら口に含ふくまれたほうを甘嚙みされ、びくりと体が跳はねた。

「……っん！　そこ、やぁ……あ……っ」

　口を閉とざす間もなく、喉の奥から甘ったるい声が上がってしまった。

　慌あわてて手の甲こうを唇に押し当てたけれど、零こぼれる声は止まらない。

　そんな俺を、押領司はくすりと笑った。

「ほら、そうやって可愛かわいい声出るじゃないですか」

「だっ…て、あ…ぁ…っ、んん……！」

　胸を弄られているだけなのに、下腹部が疼いてくる。服の中に押し込められている欲望は、痛いほど張り詰め、布地を押し上げていた。

「苦しそうですね」

「あ……っ！」

　膝ひざを割られ、中心に太ふと腿ももを擦こすりつけられる。ふいの圧あつ迫ぱくにぞくんと四し肢しが震え、一いつ瞬しゆん腰が浮うき上がった。

　その隙すきにズボンと下着を一気に引き下げられる。いつの間にかウエストを緩ゆるめられていたらしく、簡単に下肢を露あらわにされてしまう。

「もうこんなに濡ぬれてますよ？」

「……ッ、馬ば鹿か…っ、そんなこと云いわなくていい！」

　膝を閉じたくても、いま取っている体勢では難しい。そうこうしているうちに、膝を立てていたほうの足を抜かれてしまった。

「何して…っ!?」

　押領司は体をずらすと、たったいま剝むき出しにした足の間に顔を寄せる。動どう揺ようする俺に構うことなく、勃たち上がったそれに唇くちびるを恭うやうやしく押し当てた。

「お、おい…っ、あっ」

　唇が触れた瞬間、背筋に電流のようなものが走る。次に生温かい舌が触れ、昂って潤み始めた先せん端たんを抉えぐるように舐めてきた。

　こうして押領司に口で施ほどこされることは初めてではないけれど、もっと理性が飛んでいるときにしかされたことがなかったので、狼狽うろたえてしまう。

「やめ……っ、く……ぁあ…っ」

　そんな場所を舐められる恥ずかしさと強きよう烈れつすぎる快感に、いっそ泣きたくなる。

　それでも疼く体のほうが勝まさり、押領司の頭をどかすことはできなかった。

「暗いのにはもう目が慣れてるんでしょう？　ちゃんと見てて下さいね」

「……っ、誰が───」

　押領司はそう云うと、全体を舐め濡らしながら指でも軽く擦ってくる。ざらりと擦れる舌の感触が生々しい。

　窪くぼみを尖らせた舌先で突つつかれ、根元の膨ふくらみをやんわりと揉もまれると、どうしようもなく腰が震ふるえた。

「い…ぁ…っ、ん…んぅ…っ」

　見ていたくないのに、何故なぜか目を逸そらせない。

　それを知ってか、押領司は見せつけるように下から大きく舐め上げたあと、先のほうをゆっくりと口に含んだ。

「ひ……あぁ…っ」

　自身を包むねっとりとした感かん触しよくに、血液が沸わき立ち、全身がわななく。

　押領司はわざとらしく音を立てて舐めしゃぶり、堪えきれず滲にじむ体液を啜すする。括くびれた部分を唇で擦られ軽く吸い上げられると、それだけで強こわ張ばった体から力が抜け落ちていった。

「あ…ぁあ、あ……っ」

　全身が甘あま怠だるさに包まれ、ドクンドクンと皮膚の下で鼓こ動どうの音が激しく鳴り響く。

　下腹部に溜たまった熱は膨らみきり、出口を探し始めている。体の内側からじりじりと焦こがされ、俺は焦しよう燥そう感かんに似た感覚に身み悶もだえた。

「やっ、あ……も…ぅ…っ」

　この熱をいますぐ解き放ってしまいたい。

　霞かすむ意識でそう願い、白いシートカバーに爪つめを立てながら怖こわいほどの快感に耐えていると、唐とう突とつに愛あい撫ぶが止まった。

「な……っ!?」

「少し我慢してて下さいね」

　押領司は唾だ液えきに濡れた俺自身を手の平に包み込み、扱しごき上げる。

「んっ、あ、あぁ、あ…っ」

　絶頂を促うながされ、俺は押領司の手の中に白はく濁だくを吐はき出した。ぐったりとする間もなく、その汚よごれた手で滑ぬめる体液を後ろ側へと塗ぬりつけられる。

「お前……っ!?」

「すいません、濡らすものがないので。苦情はあとで聞きます」

「だからって……あ！」

　指が、つぷりと埋うめ込まれた。

　狭い入り口は一いつ旦たんは異物を受け入れたけれど、すぐに締しまってしまう。押領司はやや強ごう引いんにその部分を揉み解ほぐし、ゆるゆると内側を指の腹で擦ってくる。

　その動きは徐じよ々じよに大きくなり、深くまで差し込まれた指を何度も抜ぬき差しされた。

「や…待っ……」

「中、熱いですね。ほら、だんだん柔やわらかくなってきた」

「ん…く……あっ、ああ…っ」

　体の中を搔かき混ぜる指は二本三本と増えていく。

　強引に開かされた粘ねん膜まくが、ひくひくと震えているのがわかる。塗りつけられた体液がくちゅくちゅと音を立てるいたたまれなさに、俺はふるふるとかぶりを振ふった。

「押領…司…っ、や、も……早く…ッ…」

「早くどうして欲しいんですか？　口で云ってくれないとわかりませんよ？」

「ばっ…んなこと…っ」

　押領司はわかっているくせに、わざと意地の悪い質問をしてくる。

　自分だって切せつ羽ぱ詰つまってるくせに、こいつは余よ裕ゆうのあるふりをしてくるのだ。

　余裕がある状じよう況きようなら、こっちから揺ゆさぶりをかけてやりたいところだが、いまは一秒だって待ちきれない。

　早く、この蕩とろけた体を焦がすくらいの熱が欲しい。

「どうして欲しいんですか？」

「くそっ、もう入れろって云ってんだよ！」

　重ねて問われ、半ば自棄やけになって告げると、押領司はぷっと小さく噴ふき出した。

「色気がないなあ。でも、そんなところが好きなんですけど───それに、僕も限界だし」

　押領司は俺の片足を抱かかえ上げると、自分の昂たかぶりを取り出し、解されて蕩けた場所に熱い切っ先を押し当ててきた。

　その生々しい感触に、ぞくん、と震えた直後、ゆっくりと先端が中にめり込んでくる。

「……っ、く……んん……」

　唇を嚙かみ、入り込んでくるものの大きさに耐たえる。

　入り口の粘膜をめいっぱい押し拡ひろげられる感覚には、未いまだに慣れない。圧あつ迫ぱく感かんに耐えていると呼吸が浅くなり、息苦しさをも伴ともなわせる。

「大だい丈じよう夫ぶですから、もっと深く息を吸って」

「…っは、あ……あぁあ……ッ」

　押領司は俺の体から力が抜けたのを見計らい、体重をかけるようにして熱を奥へと押し込んできた。擦こすれ合う粘膜は譬たとえようのない快感を生み、腰こしを甘く蕩けさせる。

　無理な体勢を取っているせいか、いつもとは中で当たる角度が違ちがう。そのことも、俺の感覚を鋭えい敏びんにさせた。

「だめ…だ、も……動くな……っ、おかしく…なる……っ」　>>>♥

　感じすぎてしまう自分が怖い。

　些さ細さいな振しん動どう、触ふれる息いき遣づかい、太腿に食い込む指の感触───そんなものだけで、俺の体はうち震えてしまう。

「それなら、僕なんかとっくにおかしくなってますよ」

　啄ついばむような小さなキスのあと、摑つかまれた両りよう腕うでを引っ張られるようにして、ぐっと腰を進められた。

「あぁあ…っ!!」

　深い突き上げに、体を強烈な快感が走り抜けた。それと同時に、全身から汗あせが噴き出し、視界が一いつ瞬しゆん真っ赤に染まる。

　まるで、鼓動を打ち込まれたみたいだ。

　もう一つの心臓が、俺の中でドクドクと激しく脈を刻んでいる。

「……っ、あんまり締めつけないで下さい」

　微かすかに息を吞のんだ押領司が、苦く笑しよう混じりにそんなことを云いってくる。

　意識してやっているわけじゃないんだから、どうしようもない。

「知るか…っ……ぁあ、あー…っ」

　押領司の嘆たん願がんを一いつ蹴しゆうすると、仕返しとばかりにギリギリまで引き抜かれ、奥を勢いよく突き上げられた。

　穿うがたれた昂りに貪どん欲よくに絡からみつこうとする粘膜を擦り上げられ、それを振りきるように抜け出ていく。何度かそうされただけで、俺の中はトロトロに蕩けてしまう。

「んっ、や…ぁ、あ……あっ」

　突き上げの度たびに濡ぬれた音が車内に響ひびき、そのいたたまれなさに目眩めまいを覚えた。

　先走りの零こぼれる昂りを手で扱かれながら、腰を揺すられる。

　押領司の呼吸も浅く、荒あらいものになってきている。

「あっ、あ、ぁ……い、い…っ」

　追い上げるピッチが上がり、喉のどから零れる声も途と切ぎれ途切れのものになった。

　いつしか、突き上げてくる動きに合わせて、俺の腰もうねるように動いている。

　奥を抉るように穿たれた瞬間、チカチカと視界が白くハレーションを起こし───。

「あー…っ」

　一気に突き抜けた快感に、俺は欲望を弾はじけさせられた。

　絶頂に強張った体は、体内に入り込んだ昂りを物欲しげにキツく締めつける。そして、押領司も俺の中で大きく震ふるえ、深い場所に熱を注ぎ込んだ。

「……ッ」

　押領司は小さく喘あえいだあと、ずるりと自身を引き抜き、俺の上にどさりと覆おおい被かぶさってくる。そして、俺の体を強く抱だきしめ、いつもの饒じよう舌ぜつが噓うそのように黙だまり込んだ。

「……どうした？」

「───夢じゃないんですよね？」

「は？」

「ここにいるあなたは本物なんですよね？」

　らしくない問いかけに一瞬目を丸くしたけれど、俺はすぐに口元を綻ほころばせた。

「本物だよ。それに、夢でもない。俺は、お前が好きでこうしてるんだ」

　そっと背中に腕うでを回し、ゆっくりと云い聞かせるように告げる。

　押領司に、そして、自分にも。

「……透さん」

　微かに震える声で、静かに名前を呼ばれた。

　それだけで、押領司の想おもいの深さが伝わってくるようだった。

　そのとき、初めて名前を呼ばれたのだということに気づいた俺は、どうしようもないほどの切なさに駆かられ、泣きたい気持ちになった。

　俺はそれをぐっと堪こらえ、明るく語りかける。

「そうだ。俺、お前に卒業祝い買ってあるんだ」

「卒業祝い？」

　意外に思ったのか、押領司は顔を上げて俺の顔を見つめてきた。

「たいしたものじゃないけどな。この間はそれを渡わたしに行こうとして、お前の家に行ってみたんだ」

「そうだったんですか」

　結局、何もせずに帰ってきてしまったけれど、いまはこうして気持ちを伝えられたのだから結果オーライということだ。

「あとで、ウチに来るだろ？」

　少し緊きん張ちようしながら伺うかがいを立てるように訊きくと、押領司は破顔して頷うなずいた。

「はい」

「そういえば、お前が抱いてた犬、可愛かわいかったな」

「会いに来ますか？　人なつこいから喜びますよ。よかったら、僕の家にも招待しますよ」

「行っていいのか？」

「もちろん。もっと、僕のこと知って欲しいですから」

「……そうだな」

　押領司のことはもっと知りたいし、俺だってもっと知ってもらいたい。

　───こうして先の約束ができるということは、何て幸せなことなんだろう。

　柔やわらかく微笑ほほえむ押領司に微笑み返すと、小さな口づけが贈おくられた。
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「ごめん、遅おそくなって！」

　俺はマンションの前で待っていた押領司に駆け寄った。

　休日のせいか、押領司のマンションの来客用駐ちゆう車しや場じようがいっぱいで、近くに車を停とめられるところを探してうろうろしていたら、待ち合わせ時間が過ぎてしまったのだ。

「仕方ないですよ。それに、あなたを待ってる時間も楽しいですから」

「そ、そうか…」

　正式につき合うようになってからの押領司は、かなり恥はずかしい。

　口くち煩うるさいのには変わりがないが、言動がますますストレートになった。言葉だけで憤ふん死ししてしまいそうになったことは、一度や二度ではない。

　その上、あの構いっぷりでもセーブしていたのかと思われるほど、ベタベタと俺を甘やかしたがる。

　そして、赤面し対処に困っている俺を見ては『可愛い』と囁ささやくのだ。

　嫌いやとまでは云わないけれど、そういう台詞せりふはせいぜい月に一回、百歩譲ゆずって週に一回程度にしてもらいたい。

「あ、こいつがお前んちの犬？　かわいいなぁ。あ、男の子なのか。いまいくつ？」

　このまま照れて黙っていると、次の攻こう撃げきが来かねない。

　そのとき、押領司の足あし下もとでちょこんと座っているミニチュアダックスフントが目に入り、話題をそっちにスライドさせた。

　今日は、押領司の家に招待されることの他ほかに、こいつに会わせてもらうのが目的だったのだ。

「三歳です。ようやく落ち着いてきましたよ」

「名前は？」

「……。それより、先に会わせたいやつがいるんですけど、ちょっといいですか？」

　気のせいだろうか。いま、不自然に黙ったような……。

　押領司の顔を窺うかがおうとしたけれど、さりげなく踵きびすを返されて、表情を見ることができなかった。

　まあ、ポーカーフェイスなこいつのことだから、眉まゆ一つ動かしてないんだろうけど。

「いまなら、こっちに来てるんで。すぐすみますから」

「ああ、構わない」

　まあ、急いでいたから俺の質問がよく聞こえなかっただけかもしれないし、と俺は気に留めずにいておいた。

　押領司は犬を抱き上げ、俺をマンションの五階に案内すると、ある部屋の前で立ち止まる。

「誰だれんちなんだ？」

「従兄弟いとこの仕事場です。先日、あらぬ誤解を受けたようなので、紹しよう介かいしておこうと思って」

「え、いいのか？」

「不安に思われる材料になっても困りますから」

　その言葉に、俺はうっすら頰ほおを染めてしまう。

　二人でいるところを見て、勝手に押領司の想い人だと誤解して、一人でショックを受けていたことを思い出したからだ。

　この件に関しては、押領司も似たような前科があるから、話題にはしないようにしてたんだけど、気にしていたなんて知らなかった。

　インターホンを鳴らして数秒、中からがちゃりとドアが開いた。

「あれー？　俊也、どしたの？　いつも勝手に入ってくるくせに」

「悪いが、ちょっと顔出してもらえるか？」

「いいけど、何？」

　中から顔を出したのは、先日、押領司と親しげにしていた（俺がヤキモチを妬やいた）その相手だった。

　顔立ちは似ていないけれど、押領司と同じ黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみ。

　どちらかというと可愛い顔の造りをしていて、押領司と同い年には見えない。

　弟みたいなものだと云いっていたが、何となくその気持ちがわかる気がする。不思議と庇ひ護ご欲よくを誘さそうような雰ふん囲い気きを持っているのだ。

「これが僕の従兄弟の智久で、現在漫まん画が家か」

　押領司は彼の都合を聞こうともせず、一方的に紹介する。

　唐とう突とつな展開に俺はたじろいでいたが、彼は押領司の行動に慣れているのか、にこっと微笑んで軽く頭を下げながら挨あい拶さつしてきた。

「あ、はじめまして。都つ筑づき智久です」

「は…はじめまして。石蕗です」

　俺はつられて頭を下げる。

　あれ『都筑智久』って……？

　聞き覚えがある名前に、俺は思わず首を傾かしげながら記き憶おくを探さぐった。

「もしかして『都筑智久』って、あの高校生漫画家の…？」

　確か月刊の少年誌で連れん載さいしてる漫画家の名前と一いつ緒しよだった気がする。

　俺、あんまり漫画は読む方じゃないけれど、『高校生漫画家』って紹介が珍めずらしくて手に取ったことがあるんだよな。

「そう。こいつ勉強はまるでダメだけど、一応漫画家としての才能はあるらしい」

「まるでダメってなんだよ！　それと一応って！」

「何か反論があるのか？」

「……う…」

　あるって云うなら云ってみろ、と言外に含ふくんだ押領司の物言いに、云われた彼は言葉に詰つまって泣きそうな顔になった。

「押領司…その云い方はあんまりだろうが」

「でも、本当のことだ」

「……っ」

　一刀両断かよ！

　本当に容よう赦しやがないな、こいつは……。

　まぁ、それもきっと心を許しているからこその暴言なんだろうけどさ。

「それで智久。彼が僕の大事な人で、教習所でお世話になった石蕗先生だ。一応、お前には紹介しておこうと思って」

「えっ!?」

「お、押領司っ」

　そんなはっきり云っても大だい丈じよう夫ぶなのか!?

　普ふ通つう、同性が恋こい人びとだと云われたらとんでもなく驚おどろくか、下手すると嫌けん悪お感かんを抱いだかれてしまうのではないだろうか？

　彼だって、驚いた声を上げてたし───。

「へぇー、大事な人ってことは、俊也とつき合ってるんですよね？」

　しかし、彼は俺の危き惧ぐしたことはちっとも気に留めていないようで、そのことが逆に俺を驚かせた。

　その上、どちらかというと、俺に感心するような眼まな差ざしを向けている。

「あ、ああ」

「凄すごいなぁ、俊也とつき合えるなんて。あ、でも、こいつ、性格は悪いですけど根はいいやつなんで、よろしくお願いします」

　にこにこと頼たのまれ、俺は目を丸くする。

　何と返答すればいいのだろうか……。

「……智久。そういうこと云うと、もう何も手伝わないからな」

「別に悪いこと云ってないだろ？」

「余計なことは云わなくていい」

　目の前で子供っぽい云い争いが始まり、俺は思わず噴ふき出してしまった。

　こうして見てると、本当の兄弟のように見える。

　普通だったら、恋人同士になんかちっとも見えないだろうに、それでも不安に思ってしまったのは、俺の頭が押領司のことでいっぱいだったからだろう。

　くっくっと肩かたを震ふるわせて笑う俺に、押領司は気まずげな顔を向けた。

「……何が可笑おかしいんですか」

「いや、お前も子供っぽいところがあるんだなって思ってさ。大丈夫だよ。お前の性格が悪いのなんて、百も承知だ」

「あなたまでそんなこと……。まあ、自覚はしてますけどね」

　押領司は深いため息をついて、肩を竦すくめた。

「あはは、よかったじゃん。よく理解してもらえてるみたいで」

「うるさいな。まあ、分が悪くなってきましたから、もう行きましょう」

「これからどこか行くの？　俊也んち？　今日、叔父おじさんたちいないもんね。それとも、トールの散歩？」

「は？」

　いま、彼は何と云っていただろうか？

　誰の散歩だって？

「───用事はそれだけだから、仕事がんばれよ。今日、不ふ破わさん来るんだろ？」

「うん。夜までに色々終わらせとかなきゃいけないんだよ！　次はもうちょっとゆっくりしてって下さいね！」

　都筑くんは俺にぺこっと頭を下げて、部屋の中へ戻もどっていく。さっきの言葉に気を取られていた俺は、上手く返答できないまま、微び妙みような笑えみで彼を見送った。

「おい…いま、あの子……」

「───先に部屋に行きましょうか」

「…………」

　押領司は俺の疑問には答えるつもりがないらしい。

　このままでは埒らちが明かないと判断した俺は、思いきって腕うでに抱かれた『彼』に呼び掛かける。

「……トール？」

　───アンッ。

『彼』は一声、嬉うれしそうに鳴いた。

「…………」

「これについての釈しやく明めいは？」

　視線を飼い主のほうに向けると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような何とも云えない顔をしていた。

　これはやはり、そういうことなのだろうか？

「三歳っていうと、俺に会ったあとだよな？」

「……似てると思ったんですよ。中学生の僕は」

　自棄やけ気味に云い捨てた押領司の耳みみ朶たぶは、よくよく見るとうっすらと赤く染まっていた。

　これを知られたくなくて、こいつの名前を教えてくれなかったということか。

　そう云えば、都筑くんにも俺の名前は云わなかったもんな。

「似てるって誰だれに？　俺に？」

　いつも一方的に困らされてるぶんの仕返しを試みようと、答え難にくいだろうと思われる質問をしてみる。押領司は案の定、黙だまり込んでしまった。

「────」

　しかし、本当に俺に似てるだろうか？

　俺はまじまじと押領司の腕に抱かれた『トール』を見つめてみる。

　強しいて云うなら、この焦こげ茶の瞳くらいか？

「もういいでしょう。どっちにするんですか？　僕の家と散歩と」

　もう一度押領司を見上げてみると、本当に困った顔をしていて可哀かわい想そうになってしまったので、このくらいで勘かん弁べんしてやることにした。

「どっちでも。お前が一緒なら、どこでもいいよ」

　二人でいられるなら、それだけで嬉しいから。

　そんな気持ちを込こめて告げると、押領司の口の端はしが不ふ穏おんな形に引き上げられた。

　これは、何かよからぬことを企たくらんでる顔な気がする。

「じゃあ、先にじっくり可愛かわいがってあげますね」

「は？」

　……もしかして、俺はいまのでまずいスイッチを押してしまったんだろうか？

　そのあと、押領司の云いう通り、泣きが入るほど可愛がられてしまい、『トール』の散歩は翌日へと延期されてしまうのだった。
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　はじめましてこんにちは、藤崎都です。

　年が明けてからお手に取って下さる方もいらっしゃると思いますが、この本は二〇〇四年最後の本になります。個人的に今年は、あっという間に過ぎ去ってしまった感がありますが、皆みな様さまはいかがでしたでしょうか？
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　いつになったら、余裕というものが作れるのかと途と方ほうに暮れておりますが、私の場合、一生そんなものとは無む縁えんのままかもしれませんね（苦笑）。

　こんな私ですが、来年もどうかよろしくお願いします…。







　さて！　この度は『教習所のその後で!?』をお手に取って下さいまして、ありがとうございました！
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　でも、大事に温めていたというよりは、書くタイミングを逃のがしていただけというか……。とにかく、ようやくこうして形にできてとても嬉うれしく思っております。

　きっかけをくれた某ぼうさん、その節（？）はどうもありがとうございました！

　その『とある言葉』は文中の台詞せりふに使っているのですが、それをここで書くとギャグになってしまいそうなので、内ない緒しよにしておきますね（笑）。







　教習所ネタということで、私が実際に通っていた当時のことを思い出しながら書いたのですが、すでにペーパードライバーと化しているため（あ、免めん許きよ証しようはちゃんと身分証明として役立っていますよ…）ちょうど免許を取り立ての友達を捕つかまえ、教科書やら教習手帳やらを見せてもらったりしました。

　懐なつかしいなぁと思いつつも、綺き麗れいさっぱり感覚を忘れてしまっていることがわかって愕がく然ぜんとしました。もう絶対、縦列駐ちゆう車しやとかできません…。高速道路なんてもってのほかです!!

　だけど、このままではいけない…とは思っていまして、そのうち、ペーパードライバー教習にでも通おうと考えております。

　ただ、私の通っていた教習所は厳しいところだったので、その印象が残っているせいで、つい二の足を踏ふんでしまうんですよね。透みたいな先生がいるところなら、喜んで通ってしまいそうですが（笑）。

　そんな可愛かわいくて美人な透と、かっこよくて男前な俊也を理想通り…それ以上に描かいて下さいました、こうじま奈な月づき先生には感謝の言葉では足りません！

　俊也の男前ぶりには前々作からメロメロ（死語）になってましたが、今回は透にノックアウトされました。表紙の憂うれい顔がとくにもう！

　本当に、素す敵てきな挿さし絵えをありがとうございました！







　話は変わりまして。

　二〇〇四年十一月に『締め切りのその前に!?』のドラマＣＤを（株）ムービックさんより出していただきました。

『締め切りのその前に!?』は、担当編集者相手に体当たりな告白をして、そのせいで悩なやみ込むはめになってしまう一いち途ずで不器用な主人公の話なのですが、今回の話にもちらりと出てくる高校生漫まん画が家かの智久がその主人公だったりします。

　ドラマＣＤのキャストは、以下の通りとなっております。




　都筑智久　　　下野紘さん

　不破総一郎　　置鮎龍太郎さん

　押領司俊也　　檜山修之さん

　伊川愁　　　　水島大宙さん




　俊也も傍わき役やくとして登場してますので、よろしければこちらもぜひ聴きいてみて下さいね。







　それと、去る十一月三日にアニメイト池いけ袋ぶくろ本店さんにて、中なかむ村らし春ゆん菊ぎく先生と『純情ロマンチカ』＆『純愛ロマンチカ』の合同サイン会をさせていただきました。

　参加して下さった皆様、台風の中を整理券のために並んで当日もご足労いただきましてありがとうございました！

　いらして下さった皆様に温かいお言葉をいただき、いまも感謝の気持ちで胸がいっぱいです。お花や差し入れなどもたくさんいただいてしまい、恐きよう縮しゆくしきりですが本当に嬉しかったです。

　ただ、緊きん張ちようで挙動不ふ審しんになっていなかったかどうかが、とても心配です……（苦笑）。

　また、アニメイトの皆様には大変お世話になりました。編集部の方々や営業部の方々も、休日だというのにたくさん来ていただいてありがとうございました。

　お世話になった皆様と、ご一いつ緒しよさせていただき大変お世話になった中村先生、そして何より参加して下さった読者の皆様に、この場を借りてお礼申し上げたいと思います。

　本当にありがとうございました！

　ええと、今回の報告と併あわせて、ちょっとだけお礼の気持ちを込めて書いた、サイン会をネタにしたショート「純愛ロマンチカ」を『ＴｒèｓＴｒèｓ　冬の号（二〇〇四年十二月二十四日発売予定）』に掲けい載さいさせていただいておりますので、よろしかったら見てやって下さいね。







　最後になりましたが、この本を最後まで読んで下さいまして、ありがとうございました。

　二〇〇五年の春頃ごろに今回の続刊が刊行される予定でいますので、よろしければそちらもお手に取っていただけると嬉しいです。




　それでは。

　またいつか、貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇四年十一月


藤崎　都　　
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